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「日本の温泉の今後を考える－有識者からの提言集」 
―　発 刊 に 寄 せ て　― 

　特定非営利活動法人健康と温泉フォーラムは日本の近
代温泉医学研究の祖である大島良雄東大名誉教授によっ
て1986（昭和61）年に設立された組織である。 
官学民が一体となって、温泉の調査・研究を進め、そ
の成果を広め、以って我が国における温泉の正しい利活
用を豊かにしていくことを願っての発足であった。以来
35年、そこに集う多くの人達の地道な努力により、多く
の成果を得てきている。 
その矢先の新型コロナウイルス襲来である。鳥インフ
ルエンザの出現を最大の恐怖と考えていたところへ、
2002年のSARS（重症急性呼吸器症候群）、2009年の
新型（豚）インフルエンザ、そして2012年のMERS（中
東呼吸器症候群）と新たなウイルスによる感染症が局地
的ではあるが世界の各地で流行を来し、いずれは世界的
なパンデミックに襲われる日が来ることが予想され、伝
統的な安全保障の枠を越えて、気候変動や感染症などに
対する非伝統的安全保障のグローバルな取り組みの重要
性が叫ばれてはいても、十分な取り組みにまでは至って
いないこの時期に、全世界が新型コロナウイルスの襲来
を受けている現状である。健康と温泉フォーラムの最近
の活動の中で特筆されるのは、2008年12月より開催さ
れてきた月例研究会活動であろう。間もなく迎える第100
回には、それにふさわしい記念の月例会として企画を立
てようとしていた矢先の新型コロナウイルス発生であっ
た。そのために、2020年の年次総会も変則的なものと
なり、例年の各地をめぐってのフォーラムも開催できず
に過ぎてしまった。同時に、最大の新型コロナ蔓延対策
施策として取られたstay homeの取り組みにより全国各
地の温泉地は極めて大きな打撃を受け、新型コロナに負
けずにpost coronaを目指した新たな取り組みを求めて
模索が始まった。しかし、過去には経験したこともない、
先の見通しのできない状況の中での模索は極めて困難で
あり、悲鳴にも似た相談がフォーラムにも聞こえてきた。
そこで、フォーラムでは運営委員会で検討を重ねた結果、
多くの有識者の方々から、現状を如何に捉えておられ、
また必ずや来るpost coronaの時代にどのように対応す
るかなどについてご意見を収集する試みを取り上げるこ
ととし、2021（令和3）年3月に合田純人常任理事を委
員長と、関口陽一、坂本誠の専門委員をメンバーとする
「日本の温泉の今後を考える－有識者からの提言集」委
員会を立ち上げ、別掲のような呼びかけを、「温泉への
思いと心を絆（つな）ぐプロジェクト2021」として、
これまでに当フォーラム諸行事にご参画頂きご指導頂い
た各方面約100名の方々に行った。提言は自由記載とし、
１）新型コロナウイルス禍をめぐる動向に際し感じるこ

と、考えたこと、２）日本の温泉の今後のあり方（温泉
政策、グローバリゼーション、健康福祉利用など社会的
活用、入湯税の戦略的な活用、温泉地の連携、温泉人材
の育成、温泉文化の保護、その他、３）健康と温泉フォー
ラム活動への期待や提言（全般的な方向や月例研究会の
課題・テーマ案含む）、４）その他（自由な発想で日本
の温泉の将来への課題を教えてください）の4点に視点
を向けた提言を求めることとした。その結果、70人の方々
から貴重なご意見を頂くことができた。 
お寄せ頂いたご提言は、関口、坂本の二人に整理頂き、
１）行政、２）旅館、３）医療・保健、４）研究・教育、
５）オピニオン・リーダーズに分類し、その方面の識者
の方々にお読み頂き、小括をして頂くこととした。突然
の、そして極めて短時間でおまとめをお願いしたのであ
るが、皆様進んでお引き受け頂いた。温泉が現在おかれ
ている危機的な状況の中で、果たすべき役割を感じ、実
践に移して頂いたものと感謝している。これがその冊子
である。 
皆さんから頂いたご提言に接し、心強く感じることは、
第一に、温泉を愛する多くの日本人が、コロナ禍の中に
あっても温泉を愛するその気持ちを失っていないことで
ある。困難な状況の中から、来るべきpost coronaの時
代の、伝統を乗り越えた新たな日本の温泉文化の構築を
描こうとしている力強い息吹が感じられることである。
そして、さらにその先頭に立って、当フォーラムにその
一翼を担うことを期待する声の大きさに責任の重さをひ
しひしと感じるものである。　 
感染症の代表であった天然痘の歴史を振り返ってみれ
ば、奈良時代には大仏を造営してその撲滅を祈った歴史
があり、1796年のジェンナーによる種痘法の開発を経
て、1980（昭和55）年にはWHOによる天然痘世界根
絶宣言に至るという長い歴史がある。また、1929年の
フレミングによるペニシリンの発見に始まる多くの抗菌
剤の発見により、歴史上パンデミックを来したマラリア・
結核・コレラ・ペスト・赤痢などの多くの感染症に人類
は打ち勝ってきた歴史がある。新型コロナを乗り越える
ことによって、その経験を糧にして、今後、温泉を取り
巻く多くの分野に新たな変革が求められる時代が訪れて
も、それらの危機に対応する力を身に着けていかなけれ
ばならない。来るべきpost coronaの時代に、我々日本
の温泉人はどのような方向を目指して進むべきか、模索
を続けるなかで、その羅針盤となるであろうことが確信
できる本冊子が完成し、お届けできることは望外の歓び
であり、ここにご執筆頂いた各位に深甚なる感謝の意を
表するものである。 

三友 紀男
特定非営利活動法人健康と温泉フォーラム 会長

仙台社会保険病院 名誉院長　温泉療法専門医

前・日本温泉気候物理医学会 温泉療法医会 会長
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行政 

コロナによって、日本はもちろん、世界の社会環境や
生活環境は一変した。温泉地においてもその規模が大き
いか小さいかは別にして、経営的にも経済的にもかなり
厳しい環境が強いられているのは全国同じであろう。テ
レワークやワーケーションに対応するための環境整備に
腐心している温泉地も少なくないようであるが、そもそ
もこれまで主流だった短期滞在型の温泉地から、長期に
『住むように滞在する』温泉地づくりへの移行がコロナ
を契機にして見出された新たな方向性ではないかと思う。
新たなと言ったが、実はこれが温泉地の基軸の理念では
なかったかと私は思うのである。 
　もちろん、観光地としての魅力が大きい温泉地と長期
滞在の心地良さを満喫できる温泉地の姿というのは、自
ずとその手法が異なって当然である。 
　ここで、行政が果たすべき施策にも違いが生じるのは
当たり前で、たとえば、自然環境整備は民間だけでやれ
るものではない。その一方で、民間の施設整備に公金が
充てられるということにもならない。 
　いまこそ、官民がしっかりと議論して、温泉を持って
いる地域の目指すべき方向に対して合意形成することが
大切だ。 
行政の役割というのは社会資本の整備で、地方行政が
国や県の支援を受けて個性的な魅力を創り出す努力をす
べきであろう。並木の整備、遊歩道の整備、河川環境の
快適さを創出する作業。これらは民間で投資し実現でき
るものではない。そして、もう一つ大切なのは、泉源保
護という使命である。ドイツのバーデンバーデンの手法
のように、カジノで得た収益を観光局が受け、専門のデ
ザイナーが快適な環境を整備していくという役割分担。
つまり、行政ができること、民間でなければできないこ
との棲み分けを認識しながら、50年、100年のスパンで
温泉地づくりを考えることが大切だと提唱したい。 
　さて。これまで日本の温泉地は幾度となく流行に踊ら
された。大型バスによる観光旅行の受け入れ合戦、イン
バウンドの誘致による経済浮揚と日本の伝統文化の喪失、
そしてコロナ対応のワーケーションやテレワークの画一
的導入。いつも経済だけに気を取られて荒ぶれてきた。
個性ある温泉地づくりへのテーマはどこに葬られたのか。
そしてまた、新たなブームに揺さぶられていくのか。 
　ところで。私は県議会議員を経験し、それから12年間
基礎自治体の首長として温泉行政に関わってきた。市長
になってすぐに導入したのが、『温泉療養保健制度』の

新設であった。世界的に見ても良質の炭酸泉が湧出する
地域であることを背景に、温泉で健康づくりをすること
の提唱を国内で初めて政策化した。3泊以上の長期の滞
在に宿泊支援を行うというものである。1泊につき500
円。4日間で2,000円が支給されるというもので、1か月
でも、2か月以上でも同じように支援する。だから、高
血圧・糖尿病などの患者や職業病を改善したいという来
訪者に人気の出た制度である。もちろん、スポーツ合宿
などをする青少年も対象で、そのほとんどが市外からの
来訪者。その支援金の原資は何か。いつも、市長会など
で聞かれたものである。正解は、入湯税なのである。も
ちろん、全国初の試みだったが、これが功を奏した。入
湯税の使い道に新たな手法があることに自治体や、特に
宿泊施設の経営者らが気が付いたのである。入湯税を新
たな観光振興に役立てるというのだから、だれも文句が
言えない。と同時に、温泉地で健康づくりを目指すとい
うこれまた新しいスタイルが注目を集めることになった
のである。 
　こうして、長湯温泉に世界で初めての天然炭酸泉のか
け流しによるクアハウスが誕生した。そして厚生労働省
は、公衆浴場の御前湯とクアハウス、さらにB&G体育館
をトライアングルで温泉利用型健康増進施設として認可
した。クアハウスなどの施設整備には国の地方創生交付
金が充てられ、さらに総合インストラクターの養成事業
にも同様に交付金が充てられた。竹田市内には、すでに
50人を超えるインストラクターがいる。 
　イタリアのアーバノ・テルメという温泉地では、友人
マッシモがファンゴ(泥)による温泉治療に国の保険を充
てるという制度を確立させた。 
　ここは加賀・山中温泉のかよう亭とパートナーシップ
協定をしているが、わが竹田市がドイツのバードクロチ
ンゲンと姉妹都市になっているように、世界に通用する
個性的な温泉地を目指して、揺るぎない理念を抱いて歩
むことこそ、日本の温泉地の進むべき道ではないかと、
私はそう思っている。 

　　　 

（小括）　首藤 勝次
前・大分県 竹田市長
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1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
令和２（2020）年から全世界に拡大した新型コロナ

ウイルス感染症の影響により、私たちの生活や価値観に
大きな変化が見られると感じています。 
首都圏への人口集中は、感染症拡大を前にした時、大

きな弱点となりました。一方、地方は、リモートワーク
やワーケーションなどの多様な働き方に適していると再
評価されており、地方へのオフィス移転やワーケーショ
ンの拠点活用などの試みも見られています。地方の人口
減少という、これまでのピンチをチャンスに変えるため、
多様な価値観に対応できる柔軟なまちづくりや地方の新
しい役割が重要になっています。 
また、コロナ禍の影響により、海外旅行ができないた

め、温泉地をはじめとした国内旅行の需要が高まり、普
段、温泉地に訪れなかった方々も温泉旅館に泊まる機会
が増えています。 
コロナ禍の今だからこそ、日本のかけがえのない文化

である温泉の魅力に触れていただけるチャンスだと思い
ます。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
本市にある関金温泉では、平成23（2011）年の日本

の名湯百選の選定を契機に、「観光」「介護」「健康」
を連携させ、地域住民に多く利用され、親しまれる温泉
地を目指す「プラチナプロジェクト」をスタートさせま
した。このプロジェクトの一環として、温泉に浸かりな
がら運動する「湯中運動」に取り組み、温泉を健康増進
に活用しています。取り組み始めた当初は、行政が音頭
を取って進めていましたが、現在では、リーダーが育ち、
自主サークルとして湯中運動が続けられ、地元住民の方々
の憩いの場となっています。 
また、関金温泉周辺の豊かな自然、文化、食等を活用

したウェルネスウォーキングを実施し、温泉入浴のみな
らず、温泉地での中長期の滞在モデルの創造も模索して
います。 
さらに、ラグビー場等の機能を有する関金総合運動公

園を活用したスポーツ合宿、サイクリングなどスポーツ
ツーリズムの受け入れ環境を整備し、関金温泉で心も身
体も健康になれる国民保養温泉地「ウェルネス・リゾー
ト関金」を目指していきたいと考えています。 

人口減少、少子高齢化が一層進むことが見込まれるな
か、高齢者が生きがいを持ちながら、社会活動に参加す
ることの重要性が高まっています。温泉地で中長期滞在
し健康増進に取り組み、温泉地が賑わうことを期待して
います。また、健康増進をキーワードとしたスポーツツー
リズム等を組み合わせた温泉地の創造による若年層など
の関係人口の創出も目指しています。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
　健康と温泉フォーラムは、12年間にわたり、月例研究
会等を通じて、温泉の専門知識、温泉地の取り組みや課
題の共有などにより、温泉地の活性化の方向性を示して
こられました。 
温泉は守る者がいてはじめて次世代に引き継がれてい
きます。本市にある関金温泉は、開湯1300年の歴史が
ありますが、歴史に幕を下ろさぬよう、温泉を守り、引
き継いでいくため、地域住民の方々の御協力のもと、様々
な取り組みを行っております。 
また、湯中運動を始めて間もなく10年となります。参
加者も歳を重ね、介護が必要な者も出てきています。小
さな温泉地の小さな取り組みですが、続けてきたからこ
そわかる課題や成果もあります。健康と温泉フォーラム
においては、これからも先進地や新しい取り組み等の情
報共有をしていただき、温泉地の活性化を図っていただ
ければと思います。 

4. その他 
　近年、温泉旅行のあり方が、社員旅行等で利用する団
体旅行型から個人や比較的小さなグループで利用する個
人旅行型へとシフトしていることに伴い、温泉に求めら
れるニーズも多様化しているように思われます。 
今後、温泉地を活性化するにはその温泉地が持つ歴
史、自然、食、文化等の地域資源と温泉資源を結びつ
け、温泉地のテーマとターゲットを明確にして温泉地を
創造していくことが重要ではないかと考えています。温
泉地の持ち味を活かし、温泉ファンに巡ってもらい、温
泉地全体で交流人口を創出し、日本の財産である温泉を
盛り上げていければと思います。 

石田 耕太郎 鳥取県 倉吉市長
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1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
　新型コロナウイルスの感染者が国内で初めて確認され
てから既に１年以上が経過し、未だ収束の目処が立って
いない状況が続いております。これまでに経験したこと
のない不自由な生活を余儀なくされ、各事業者にあって
は危機的状況の中で、感染拡大防止に努めていただきな
がら経営維持にご努力いただいていることと存じます。
また、命がけで、最前線で働いておられる保健・医療機
関の皆様に深く感謝を申し上げます。 
　感染対策の決め手となるワクチン接種も医療関係者か
ら始まり、高齢者へと順次接種が進められておりますが、
今後もワクチンの安定供給が万全に進められ、早期に全
ての方々への接種が完了し、社会全体でその効果が表れ
ることを願ってやまないところです。 
さて、本市にはご存知のとおり「鳴子温泉」「東鳴子
温泉」「川渡温泉」「中山平温泉」「鬼首温泉」と５つ
の温泉地があり「鳴子温泉郷」として、環境省から国民
保養温泉地の指定を受けており、毎年多くのお客様にご
利用いただいております。しかしながら、新型コロナウ
イルス感染症の拡大により、令和2年４月に緊急事態宣
言が発令されたことから、４月・５月は観光客や宿泊客
が激減しました。 
まずは、宿泊事業者に対する緊急支援が必要であると
考え、宿泊事業者への事業継続支援として鳴子温泉郷応
援宿泊助成事業の実施とともに、旅館・ホテル・公衆浴
場に係る水道料金及び下水道料金の減免、市有源泉使用
料の減免を行いました。その後、国のGo Toトラベル事
業などが開始されたことにより、11月頃までは徐々に観
光宿泊客が戻ってまいりました。 
しかし、本市の支援事業の効果も表れてきたところで
の第2波、第３波によるGo Toトラベル事業の休止、更
に令和３年３月に入ってからは、宮城県内の感染者数増
加に伴い県独自の緊急事態宣言が発令され、鳴子温泉郷
においても昨年同様に観光客や宿泊客が激減し、再び各
事業者等は窮地に陥り、厳しい現実を突きつけられてい
る状況となっております。 
今後も国に対し更なる支援をお願いするとともに、一
日も早い収束に向けワクチンが全国に行き渡るよう併せ
て要望してまいりたいと考えております。 
収束後は以前のように多くの観光客や宿泊客が鳴子温
泉郷へ訪れ、温泉に浸かってゆっくりゆったりくつろぎ、
健康になって日々元気に暮らしていただけるよう、改め
て魅力ある温泉地づくりに鋭意努力してまいりたいと思っ
ております。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
源泉は天然資源であり、枯渇しないよう常にメンテナ
ンスが必要であります。 
しかしながら、鳴子温泉郷においてもこれまで源泉を
管理していた方々の高齢化や後継者の確保には苦慮して
おり、先祖代々から受け継がれてきた源泉を守り続ける
ことは、容易ではない状況になっております。 
鳴子温泉郷には、掲示用泉質名10種類のうち8種類の
源泉が分布しており、この大切な源泉を守り続けていく
ためには、地域一体となって源泉の維持管理に努めてい
くことが最重要であります。 
全国各地の温泉地で活躍されている技術者の方々との
人事交流や実技研修などを行える体制なども、今後検討
していく必要があるのではないかと考えております。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
　コロナ禍で活動に制限がある中、毎回様々なテーマを
考案され活動を継続いただいていることに感謝を申し上
げます。 
コロナ禍での移動制限や他公務と日程が重なり、なか
なか参加が難しい状況ではありますが、オンラインでの
開催や期間を設けての動画配信等の対応をしていただく
ことにより、皆様との情報共有が可能となりますので、
引き続きご対応よろしくお願いいたします。 

4. その他 
　日本の温泉地は長らく治癒の場としての役割を果たし
てきましたが、保養や休養の役割に加え、また特に戦後
は観光地として発展してきました。 
しかしながら、日帰り温泉施設の増加や旅行形態の変
化、旅行者のニーズの変化等により多くの温泉地で来訪
者や滞在時間の減少が生じております。また、過疎化、
高齢化といった問題も抱えており、特に将来、地域の担
い手となる若者の減少が顕著な状況となっております。
そのような中、日本の温泉文化を後世に引き継ぐために
も、多くの方に温泉や温泉地の魅力を伝える必要があり、
それらを伝えるためにも、温泉地から積極的に温泉の価
値を高める行動が必要不可欠と考えます。 
　温泉地が昔のような賑わいを再び取り戻すためにも、
ニーズの多様化に対応できる若手人材の育成支援や、温
泉保護と泉質保持など魅力的な温泉地づくりのための自
然環境行政の支援強化、また健全な温泉利用のモデルと
して、各温泉地の主体的な取り組みを促すための支援策
など、国の積極的な支援のもと、旅行の目的として温泉
地での癒しが一位となるよう官民一体で温泉地の魅力を
発信し続けることが大事ではないかと考えております。 

伊藤 康志 宮城県 大崎市長
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1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
今回の新型コロナウイルス感染症（以下、コロナ禍と
略称）が全世界的に与えた影響について、医療・行政、
産業変革、生活様式、国際政治問題に至るまで、これま
で多くの識者やメディアで語られているが、私の関心は
とりわけ、コロナ禍が人の心や価値観を根底から揺さぶ
る契機となったことが、今後の社会の在り様を大きく規
定していくのではないか。それがどのように変化してい
くのか。その点に集中している。 
特にコロナ禍が私たちに対して、いのちや健康といっ
た本源的な価値にあらためて気付かせ、近年臨界点に達
していた経済グローバル化の様々なひずみを否応なく突
き付けたことから、誰しもが幸福の定義を自問し始めた
のではないかと感じている。 
しかも今回はこの「幸福の再定義」の動きが世界同時
的に起きていることから、新しい考え方や価値観は今後
数十年に及ぶような世界の潮流になると予想する。それ
がどのような社会につながるかは、私の乏しい想像力の
及ぶところではないが、大きな価値観の変動の下で再構
築されるであろう新しい社会というものは、少なくとも
これまで私たちが過去の延長推計線上で考えていた進歩・
発展の姿とは異なるのではないか。 
私自身は地方自治体の長として、確実に終息するまで
市民の健康と生活の確保に全精力を費やするのは言うま
でもないが、それを克服したあとに出現する世界に(誤解
を恐れずに言えば)ワクワクするような期待感を持ってい
る。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
これまで行政の立場で温泉政策に従事してきた様々な
経験(成功よりも失敗の方が多いが)や今般のコロナ禍を
通じて、温泉のあり方そのものについて反省を含めて考
えるところが多い。まだ自分なりの総括に至っていない
ので雑感の域を出ないが、現時点で感じる反省点を今後
の自身の取り組みテーマとして書き留めておきたい。 
端的に言えば、これまで自分の温泉政策は視点を間違
えていたのではないかということ。多くの地方都市と同
様に、菊池市は観光と農業が経済のエンジン。JRも高速
道路もない本市ではとりわけ泉質の良い菊池温泉を観光
集客の中心看板の一つとして位置付けてきた。これは言
葉を換えれば、旅館業界を基幹産業として、そこから飲
食業や運輸交通・物販へのトリクルダウンの経済波及効
果を狙う考え方。 
しかし、このことは旅館業界自体の競争力や体力に左
右されることとなり、行政の立場での政策推進には限界
がある。加えて今回のコロナ禍で宿泊客は激減して存続
の危機にある。 

一方でコロナ禍により菊池渓谷など本市の自然スポッ
トは県外からの癒しを求める人出が絶えない。また折か
らのアウトドアブームに拍車がかかり、本市のキャンプ
場などのアウトドア拠点は活況を呈している。つまり、
本市のお客がいなくなった訳ではなく、求めるニーズが
明確に変わったということ。こうした新しい客層に共通
しているのは癒しや健康を求めるニーズ。 
こうした健康志向・自然回帰の動き自体は本市でも早
くから観光戦略の中心コンセプトに取り入れており、８
年前から本市のキャッチフレーズを「癒しの里菊池」と
銘打ち、都市部の人々の「命の洗濯場所」として訴求し
てきているのもこうした考え。また、温泉宿泊と特定健
診を結びつけたヘルスツーリズムにも官民連携で取り組
み、一定の成果につながりつつある。 
しかしながら、今回痛感したのは、温泉政策が観光集
客の視点を中心に構築されていたこと。勿論、温泉によ
る観光集客自体は決して間違いではないが、観光客向け
の温泉活用が市民生活と切り離された別物になっていた
のではないかという反省である。コロナ禍で観光客が激
減した結果、無人の浴場から良質の温泉が空しくあふれ
出る状況が出現している。 
一方で、本市のまちなかには温泉を使った銭湯や老人
福祉施設・家族風呂などが多数あり、温泉が日常の暮ら
しに溶け込んでいるといえる。しかし、温浴を積極的に
市民の健康増進と結びつけたものは現在はない（かつて、
湯中運動に取り組んだ時期があるが、現在は廃れてい
る）。 
温泉客のために健康増進策を考えるのではなく、市民
のための温浴健康施策が共感を呼び、結果として多くの
旅行者につながるといった、本来の王道に立ち返るべき
時が来ているのではないか。その思いが日々強まるばか
りである（健康と温泉フォーラムの基本思想がこうした
点にあることは承知しており、あらためて敬意を表しま
す）。 
この戦略はしかしながら地道で時間がかかり勇気のい
る方策と言えるが、他方で背中を後押しするような環境
の変化も窺える。それは観光に求めるニーズの変化であ
る。先述の様に、豪華なホテルのおもてなしではなく、
自然の中で自己解放感を求めるアウトドア型が急速に増
えて来ているし、それ以外でも地域ならではの体験をし
たいといういわゆるコト消費ニーズに変わりつつあるこ
とを実感する。更には、コロナ禍の副産物と言えるテレ
ワーク型滞在も増加することが予想される。 
こうした動きに共通するのは、「健康志向」であり、
環境も含めた「その地域のくらしへの共感」であると考
える。世界の大都市生活を永年経験した後でふるさとに
Uターンした自身の経験から、日本の地方には都会に比

江頭 実 熊本県 菊池市長
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べ足りないものはいくつかあるものの、それを補って余
りある豊かで魅力的な暮らしがあると実感している。 
温泉はその最も重要な要素の一つであるが、それだけ
では平板に過ぎると思う。そもそも、一日中温泉に浸か
れるものでもない。私が思い描く今後の戦略は、「健康
×温泉×グルメ×アウトドア×テレワーク×文化」これらを

うまく組み合わせて、菊池の日常的なライフスタイルに
定着させること。そのための各論のアイデアは割愛する
が、テレワークの様な長期間型滞在が想定される中で
は、様々なアクティビティと温泉との組み合わせがます
ます重要になると考える。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
　医療をはじめとする科学、研究への取り組みを「コス
ト」とみなして軽視、削減してきたことの反省の上に、
国家としてこれらへの予算を拡充し、今後のパンデミッ
クへの危機管理対策を強化していただくことに期待した
い。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
　温泉の効果、効能についての研究への国の支援を拡充
するとともに、健康維持や人々の暮らしの豊かさに資す
る価値について、広く啓発していくことが望まれる。 
　また、自治体においても、日本温泉協会や国民保養温
泉地協議会などに加盟し、連携した温泉振興を実施する
とともに、温泉の魅力や価値を内外に発信する必要があ
ると思う。 
　近年、温泉ソムリエなど住民の主体的な活動が温泉の
普及、振興に大きな力を発揮している。温泉をとりまく
各種の団体の多様な活動を支援していくことが不可欠と
思う。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
別府市が取り組んできた「温泉アカデミア」など、各
自治体が実施する温泉フォーラムは、大きな効果を生ん
できているものと思う。また、竹田市の湯治への保険適
用の取り組みも素晴らしい取り組みである。是非、全国
各地での多様な挑戦が行われることに期待したい。 
　また、「健康と温泉フォーラム」が、世界に日本の温
泉の豊かさ、魅力を発信いただけることに期待したい。 

4. その他 
パンデミック禍が今後繰り返される恐れもあり、温泉
施設の衛生管理と入浴客のマナー向上も極めて重要と思
われる。日本の義務教育の中に、温泉や入浴に関して学
ぶ機会があると良いと思う。温泉を世界に広くPRするHP
やプラットホーム（AI活用型）が必要と感じている。 

1. 日本の温泉の今後のあり方 
この春は、角館の桜まつりを何とか開催できました。

昨年は行事の一切を完全中止しましたが、今年は桜や武
家屋敷のライトアップ、歩行者天国などを中止し、静か
に桜を愛でていただく縮小開催としました。来場者数は
50万人と従来の半分以下でしたが、これからの観光事業
は、お迎えする側と来訪者の協働作業になりそうです。
ワクチンは切り札の１つに違いありません。しかし安全
対策には何より両者の思いやりが不可欠です。 

2. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
地元の温泉に通うことが当たり前だった日常、全国に

誇れる温泉が周辺に多数存在する立地が、実は奇跡的な
環境だったことをコロナ禍の中で強く感じています。こ
の恩恵は広く分け合うべき資源です。社会に還元する手

法、健康増進の領域の高度活用等について、さらに医療
との連係も併せた議論が国も地方も必要です。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
　長く活動を重ねて来られた健康と温泉フォーラムに、
心からの感謝を申し上げます。特に6年前、仙北市内で
発生したカラ吹き源泉事故では、再発防止に向けた作業
マニュアル、安全対策の各種取り組みで多くの知見をい
ただきました。これは健康と温泉フォーラムのネットワー
クの賜です。今後も温泉の未来を拓く中心組織であり続
けて欲しいことを切望します。 

4. その他 
　日本の湯治文化を世界遺産に登録する活動等もどうか
ご指導ください。 

片山 健也
北海道 ニセコ町長

国民保養温泉地協議会 副会長

門脇 光浩 秋田県 仙北市長
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1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
新型コロナウイルスによって、世界は物理的な「旅」
をできなくなってしまった。現代社会においては、旅は
現地にとっては貴重な財源でもあり、旅行者にとっては
現地の生活を体験し、また交流を深める機会であった。
その反面、オンラインという形式が発展し、周知の仲の
者同士が議論をする機会が増えた面もある。 
しかしながら、現地を訪れ、現地で交流し話を聞き、
風土を感じることは「百聞は一見にしかず」であり、移
動を伴う旅の重要性を改めて浮き彫りにしたと考えてい
る。温泉地は古来から「人が集う場所」であった。温泉
地は、あり方や形を変えつつも、これからも「人が集う
場所」としての役割が求められる。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
　　　これからの温泉地にとって必要なことは、「多様
性」ではないか。温泉地は、その時々の世の流れで「湯
治場→当初旅行の目的地→団体旅行→個人旅行」と、そ
のあり方を変えてきたが、これからの温泉地には訪れる
人が持つ多様な目的を包含できる多様性が求められるだ
ろう。湯に重きを置きたい人、現代医療からも見放され
てしまった人、旅館を楽しみたい人など、様々な人が訪
れることのできる温泉地が必要である。これは必ずしも
ハード面ということではなく、また１つの旅館、１つの
温泉地で達成すべきものではない。温泉郷と呼ばれるよ
うに、広域単位で考えることも重要である。温泉地は、
自然資源というものを背景に、食といった人間が創って
きた文化の融合された場所である。自然と人がベースに
あることを忘れてはいけない。 
　また、温泉地はサステイナブルな場として、温泉熱、
地熱発電といった地球規模の問題である気候変動にも深
く関わる場であることを認識しておく必要があるだろう。

　　　温泉政策については、国が大所高所から方針を決
めるのではなく、地域のニーズへサポートできる政策が
重要ではないだろうか。重要なことは画一的な方法論を
示すことではなく、多様な温泉地のあり方を許容し、サ
ポートできることである。行政の施策では、成功事例を

ピックアップして、その横展開をはかるものが多いが、
優良な個々の取り組みをサポートすることが必要である。

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
　　　フォーラムの強みは、「強い想いの個のネットワー
ク」。これにより濃密な議論がなされ、様々な提言がな
されていることに尽きます。これからの期待は、この濃
密さを次代にどう受け継ぐかだと思っています。旅館に
おいても、第２世代、第３世代と言われるようにフォー
ラムにおいても、大島先生の想いからはじまり、合田さ
んの熱量を第３世代にどう渡していくかがポイントです。
テーマは、時代時代で変化していって当然なのですが、
温泉地・温泉の本質を語れる場としてのフォーラムがあ
ることを願うばかりです。そういった意味では、大小様々
な温泉地や多様なバックグラウンドを持つ人が議論をぶ
つけ、語り合う機会が大事だと思っています（つまると
ころ今の研究会ですね）。 
　温泉地で語らいましょう。 

4. その他 
　課題は多岐にわたるが、万葉の時代から歌われる温泉
地には、課題を超えていくチカラが備わっている。ただ、
課題を超えていくプレイヤーは、あくまで「その温泉地
を真剣に考える」人であり、その人達が集い、語らって
いくことで課題が解決される。 
　温泉地は、古来から脈々と、湯も文化も受け継がれて
きているが、その時代にあわせてあり方も変容してきて
いる。特に旅館は、個別の事業者としての側面が近年は
強かったが、個別の事業者という単位を超えて、地域と
いう単位がより押し出されるべきだろう。近年では、地
域で共同浴場を経営するといった動きが見られるが、温
泉地がまるごと会社化されるような事例があっても良い
と思う。地域会社（持ち株会社をイメージ）が温泉地全
体を見ることで、より大胆な街づくりを実施、価格帯に
も多様性を持たせた宿泊事業を展開、共同仕入れといっ
たことが可能となるだろう。道のりは困難だが、例えば
黒川温泉のように、地域のことを若者は真剣に考えてい
る。こういった動きを支援していくことも必要だ。 

 

楠本 浩史 元・環境省 自然環境局 温泉地保護利用推進室 温泉保護係長

 7



1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
正直現場の状況を理解しておりません。行政からの目
と承諾いただけたら現場からも状況を聞きたいと思って
おります。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
関わってきて、当温泉（豊富温泉）だけでなく全ての
温泉についてそれぞれ個性が有り効果も違いますが、温
泉の凄さ、重要性を日本の国民の方々に再認識を頂きた
いと願うようになりました。「豊富温泉」がそれを牽引
できる「力」を持っていますが、大先輩の温泉地に敬意
を表しながら広めていく事が最も大事だと思います。（こ

れを踏み外さずに）全国の温泉地の皆さんと共に「温泉
は地球から贈られた奇跡の水（である。）」（原案）を
全国展開できないか願っております。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
健康福祉利用の現状、厚生労働省の温泉利用型健康増
進施設認定からの利用数（月別・年次別）、その他の福
祉的利用（例えば老人介護施設等での温泉又は温泉水利
用-癒され等も-）があれば教示いただければと思いま
す。又は現在までの課題やポジティブな改善・提言など
もザックバランに教示いただければ…。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
 新型コロナのようなウイルスは人類発生の遥か昔から
地球に存在して、生態系を維持する役割を果たしていた
とも言われています。コロナの脅威は地球環境を破壊し
て全ての生物の生存環境への脅威となっている人類に警
鐘を鳴らしているとも考えられます。ついこの前まで、
当たり前と思っていたグローバリゼーション、飽くなき
成長の追求が、強制的に鎖国的な生存優先のモードになっ
てみて、市場メカニズムに全てを任せる今の社会のあり
方に警鐘を鳴らしているとも解釈できます。アジア通貨
危機を乗り切ったタイで、名君プミポーン国王は「足る
を知る経済」を主張し国民の統合を維持しました。全て
を市場経済に委ねるのではなく、最低限の生活の安全保
障は非貨幣的な倫理あるコミュニティが確保し、余裕の
部分を市場に任せるという中庸の勧めでした。 
今回のコロナ禍は以上のように、いままでの市場メカ
ニズムの世界的な暴走と地球の生態系の維持のバランス
をとることを人類に警告しているとも解せると考えます。

2. 日本の温泉の今後のあり方 
　日本の温泉は世界に誇るべき伝統療法の中核であり、
予防医療、難病治療、終末期医療の領域ではもっと大き
な役割を果たすべきと考えます。残念ながら明治維新以
降の近代化、西欧化、第二次世界大戦後の民主化、国民
皆保険の流れの中で、温泉療法は医療の世界から遠ざかっ
てしまいました。しかし、世界の医療をみると、西欧医

学による対症療法に対して自己免疫力向上を目的として
伝統療法を補完的に活用する流れも目に付きます。 
特に、自然から遊離した現代生活の中で、人間本来の
自己免疫能力が低下して、アレルギー症状、精神疾患、
ストレスによる疾患などの現代病が深刻化しています。
こうした現代病への対応として、先進国を中心に漢方、
アロマセラピー、ヨガ、タイマッサージ、アーユルベー
ダ、禅の西欧的な解釈によるマインドフルネスなど様々
な伝統療法が補完的に用いられています。 
　例えばタイにおいては、1990年代後半以降、経済政
策の中核にウェルネスリゾート化による健康・観光産業
の振興を位置づけ、施設整備やホリスティックメディケー
ションの推進を行ってきました。これによって、タイは、
インバウンド医療を含めた観光立国で一定の成功を収め
たと評価されています。 
　ポストコロナ、ウィズコロナにおける日本のインバウ
ンドの再開に当たっても、こうした事例は依然参考にな
ると考え、インバウンド医療、日本の伝統文化としての
温泉滞在なども組み合わせた振興策を考えていけるので
はないでしょうか。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
　健康と温泉フォーラムは、これまでの月例セミナーの
多様な講師、題名を一覧で見ても分かるように、温泉を
取り巻く産官学医地の各界からのインプットを皆で討議
して、今後の温泉療法や温泉地のあり方を論じてきたと
ころに特徴があると考えます。特に、日本の温泉への一
つのアイデンティティを維持しながらも、時代の変化の

工藤 栄光 前・北海道 豊富町長

舘 逸志
一般社団法人離島振興地方創生協会 理事

元・国土交通省 政策統括官、内閣審議官
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中で、新たに取り入れるべき潮流を敏感に取り入れてき
たことは誇るべきところではないでしょうか。 
　特筆すべきは、北海道の豊富温泉が乾癬、アトピーの
治療に一部皮膚科からの推奨を得ていることを背景に、
医師、患者、温泉、地域の関係者を招聘して連続して月
例セミナーで議論を喚起し、温泉利用型健康増進施設基
準の見直しへと繋げていった取り組みは具体的な政策提
言を実現した例ではないでしょうか。 
最近の潮流としては、ポストコロナ、ウィズコロナの
時代において、リモートでの働き方が定着し、地方居住
とリモートワークの連携、温泉地でのリモートワークや
ワーケーションなどが新たなテーマとなってくると考え
られます。新・湯治セミナーなどで既に取り組んでいる
ところではありますが、今後、一層そうしたDXと温泉を
テーマとして研究会を行っていくことは有意義であると
考えます。 

4. その他 
　日本の温泉の将来については、以上に述べたような様々
なチャンスもあると考えますが、現下のコロナ禍の状況
は温泉旅館の経営、温泉地のまちづくりに深刻な影響を
与えています。 
　集団免疫が世界的に完成するまでは、当面は、コロナ
感染が観光面に与える影響は継続することが懸念されま
す。この間に、どのように安全な温泉入浴を行っていく
か科学的に、また温泉施設の経営的にも合理的なあり方
を検討し、提言していくことが重要であると考えます。 
　東日本大震災による原発事故以降、放射能に関して誤
解が蔓延した際に、ラドン温泉などの放射能泉に関する
ガイドラインを纏めたことなど良い例と考えます。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
　ニーズの多様化により、団体から個人へ、泊食分離、
滞在の長期化など、温泉地の観光産業の転換が少しずつ
進んできました。感染者がほとんど発生していない当地
において、コロナ禍に対しもう少ししなやかな抵抗がで
きるかと思っていましたが、緊急事態宣言、一律に自粛、
活動再開をムードで繰り返す状況は、地域の産業に大打
撃を与え、為す術がありませんでした。受け入れ側もお
客様も、実は従前と大きく変わっていなかったのではな
いでしょうか。 
　一方、ワーケーション等、少数ですが滞在型の来訪者
においては、交通機関の減便や飲食店の休業により不便
をきたしたものの、テレワークを行いつつゆったりと入
浴、散策を楽しむ等、三密のない生活・ワーク環境を上
手く楽しむ滞在スタイルが見られました。 
　引き続き、滞在長期化、リピーター増を目指し、温泉
が持つ癒し、くつろぎを最大限に発揮できる環境をハー
ド・ソフト両面で整えていく方針に変わりなく、まちづ
くりを進めていきます。温泉・観光に携わる皆様の苦境
は痛切に感じます。それでもこれをチャンスと捉えて推
し進めていかなければなりません。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
　温泉で食物を湯がき、暖をとる生活が今も残る当地と
しては、温泉は、「湯」であり、「湯を使う生活」であ
り「湯を使う人々とその空間」であって、これを短期、
長期に感じ、滞在・体験いただくのが理想的なあり方だ
と考えています。地域の生活や時間の流れを感じられる
個性ある温泉地としてそれぞれが磨きをかけ、多様性に

富んだ「温泉地巡り」が楽しめるような各地の魅力づく
りが進んでいけばと思っています。 
過疎地の温泉が多く、人口減少による地域の衰退がそ
のまま温泉街の魅力喪失に陥っている現在、当地におい
ても温泉街の空洞化は深刻です。住民生活と温泉振興は
かつての観光公害による利害相反ではなく、来訪者の消
費増によるインフラ維持・住民生活の利便向上の部分で
ベクトルを同じくする状況に変わってきました。地域振
興・住民福祉と温泉振興の相乗効果が発揮できるよう、
地域の企業・住民・行政の連携強化が求められているよ
うに思います。 
併せて東京から地方への人の流れの創出の観点で、温
泉街は、観光地としての一定の基盤もあり、住民プラス
来訪者の比較的大きな商圏をターゲットに小さな投資で
成功し得る、スモールビジネスの拠点としての潜在力が
高いと考えます。ワーケーションなどの滞在型来訪者も、
複業目的の二拠点居住や移住につながる可能性を秘めて
おり、関係人口を獲得する強力なきっかけとなりえます。

人口約1,000人の当温泉地に、コロナ禍のこの半年の
間に、移住者を含めた３軒の飲食店が開業しました。温
泉を関係人口増大のツールとして多面的に活用すべく、
観光、定住、企業誘致等、行政においてもセクション間
の連携が重要になっています。 
環境面においては、温室効果ガスの削減効果について
もっと評価し活用していくべきと考えます。当地でも冷
暖房や入浴、配湯システムなどの熱利用を行っています
が、イニシャルコストのみの補助では継続が難しく、既
存施設の更新に苦労している状況があります。電気の買
取制度のように、熱利用の継続性が高まる仕組みが必要
です。 

福井 崇弘 兵庫県新温泉町 おんせん天国室 室長
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また、浴場については、LGBT、障害がある方、外国
人、あらゆる利用者の存在を前提とし、温泉の文化を守
りつつ皆に楽しんでいただける温泉として、その提供方
法を改めて考える必要があります。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
温泉振興にかかる施策を企画・実施していく中で、経
済性にとらわれすぎて温泉そのものの意義を置き去りに
しがちに（私は）なります。幅広いながらも、温泉の価
値を見失わない「健康と温泉フォーラム」のご研究、ま
た発信頂ける情報は非常にありがたく感じています。運
営に携わっておられる皆様に改めて心から感謝申し上げ
ます。 
引き続き少しでも多くのことを学ばせていただきたく、
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

4. その他 
　「温泉に行こう」「スキーに行こう」と並列して表現
できるほど温泉のイメージは癒し、懐かしさ、賑やかさ、
露天風呂、豪華な食事等、皆が共有できるものでした。
しかし現在では温泉も多様化し、もはや「賑やか」でな
く「ひなびた」のイメージが強い人が多いのかもしれま
せん。そして次に失われるイメージは「癒し」「懐かし
さ」であっても何ら不思議はないと考えます。 
　消費の多様化から「温泉」ではなく「○○温泉に行こ
う」となるのは当然の帰結ですし、実態として価値提供
がなければイメージを失うのも当然です。癒しや懐かし
さなどの価値を提供する主体である「地域」を、過疎化
が進む中でどう維持していくかが課題です。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
　　　新型コロナウイルスの蔓延は全国各地、いや世界
中の観光産業に計り知れないほどの影響を与えている。
ここ俵山温泉においても、宿泊客は一昨年の３分の２程
度に落ち込み、旅館経営を圧迫している。幸いにも外湯
文化の残る俵山温泉では積極的にインバウンドに取り組
んでこなかったため、渡航禁止等による影響は些少なも
のに留まっている。 
　　　俵山ではコロナ感染者は皆無であるが、昔からの
湯治場としてファンは多く、北九州や県内山陽側の各市
など感染者の多い地域からの入湯客は後を絶たない。温
泉関係者をはじめ、我々のような飲食や宿泊業もかなり
神経質になっているが、それでも感染者を出さずに済ん
でいることは、温泉による免疫力の向上と何かしら関連
があるのではないかとも考える。 
草津温泉には新型コロナウイルス感染を抑える高い効
果があるそうだが、全国的に効能の高い温泉地でのコロ
ナウイルスに対する効果について検証してみたら、その
関係性について新しい発見があるのかもしれないとさえ
感じている。いずれにせよ、コロナが早期に収束しなけ
れば業者の廃業が加速してしまう事態ではあるが、終息
後の温泉地の取り組みについては今のうちから協議して
おく必要があり、インバウンドも含めて、10年後の方向
性について温泉街全体で話し合いを進めている。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
　　　日本では、古くから温泉と健康の結びつきがとて
も深い。農村の人たちは農繁期が終われば、湯治と称し
て１週間近く温泉地に滞在し、心身の疲れを取り、健康
の回復を図ってきた。俵山でも昭和40年代くらいまで湯
治客で賑わい、宿も自炊可能な簡易的な宿泊施設として

成り立っていた。現代のライフスタイルにおいてこのよ
うな旅ができる人はいない。湯治であっても逗留期間は
短く、快適さを求めるようになってきた。その変化に対
応できなかった俵山では、入湯客が右肩下がりで、旅館
や商店も廃業が続くなど、温泉街の活力は急速に衰えて
いる。 
しかしながら、効能の良さを知る高齢者や、以前家族
で湯治に来ていた子や孫など、依然として俵山の湯に対
する人気は高い。トロトロのお湯に浸かり体の芯まで温
めて、うちの店で冷えたビールを飲み干すお客様は、「こ
この湯は日本一だ」と言う。成分分析を見ても何の変哲
もないアルカリ単純泉だが、入湯客の経験値として体に
良い、健康になる温泉だと認識をしている。そんなお客
様が非常に多い。 
日本は屈指の温泉大国であり、日本人は無類の温泉好
きだ。温泉街への需要は減少しても、温泉へのニーズは
不滅であろう。環境省では「新・湯治」と称して、温泉
街も含めた周辺の地域資源を楽しみながら温泉地に滞在
することで心身ともにリフレッシュすることを提案して
いる。つまり、ストレス社会の中で体のケアだけではな
く、異なる環境に身を置くことで本来の自分を取り戻そ
うという取り組みだ。となれば、温泉街や周辺環境も含
めたレベルの高い温泉地を構築する必要性がある。俵山
は国民保養温泉地としてその環境はお墨付きである。入
湯客の声もそれを証明している。 
コロナ禍のなか、元気を失いかけている温泉街が独自
で再生していくことは困難であり、国策として温泉地の
活性化、観光振興策の支援が必要である。 

藤永 義彦
株式会社SD-WORLD 代表取締役

元・山口県長門市経済観光部 観光課長
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3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
私は、俵山の湯がなぜ健康づくりに効くのかを証明す
べきだと考える。医学的、科学的見地からの検証が必要
だ。そうすることで温泉療養に対する医療費控除への道
も開けるし、もしかしたら、湯治に医療保険を適用でき
る仕組みが整備されるかもしれない。結果としてお客様
の増加も見込まれると思うからだ。ところが、温泉街の
中には、そこに経費をかけても勿体ないという意見もあ
る。何故かしら体に良い、ミステリーこそが魅力。湯治
で勝負する時代ではない。ワーケーションやリトリート
を取り入れつつ、新たなターゲットを開発すべきという
ことだ。 
いずれにしろエビデンスを掴んでおくことは無駄では
ない。行政などからの支援があれば理想的だ。健康と温
泉フォーラムには、見識ある人材が豊富におられる。コ
ロナ禍が去った暁には、地方の温泉地で研究会などを開
催され、地域の人たちに必要性を訴えるとともに、温泉
療養に対するエビデンス調査への道筋をつけていただく
ことを期待する。 

4. その他 
日本は温泉大国であり、日本人は無類の温泉好きでは
あるが、コロナ禍と人口減少社会に突入した現在では、
どこの温泉地も観光客でにぎわう時代ではない。お客様
のニーズにマッチした温泉地が残り、残念ながら淘汰さ
れる温泉地もあるのではないかと考える。 
俵山温泉と隣り合わせに位置する長門湯本温泉は、星
野リゾートが進出するにあたって街づくり計画から関わ
り、素敵な温泉地に再生された。星野佳路代表が言われ
るには、人気の出る温泉地は3つのパターンで、①圧倒
的な温泉資源を有する、②歴史資源で人が集まる、③自
然を生かした魅力的な温泉街を持つ、のいずれかだそう
だ。 
俵山は自然豊かで、昭和レトロな温泉街、そして抜群
な泉質を誇っており、③に該当するはずである。近代的
な建物や街づくりがされる温泉地が多い中、昔ながらの
雰囲気を残しつつ、自分で仕事や遊びをクリエイトでき
る人たちをターゲットとして、何とか生き残りを図りた
いと考えている。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
令和3年の今も新型コロナウイルス感染症は、収束の
願いかなうことなく感染拡大の渦中にあります。住民生
活、観光サービス業等への、多様な対応を迫られる中で、
何かを批判するわけでもありませんが、我が国の社会や
医療の構造、更には有事に値するコロナ感染症渦中にお
ける課題が明らかになり、これまでの社会の仕組みにつ
いて大きな不安と不満を抱く町民の声が絶えません。 
三朝町は、コロナ禍の一年を、町民や観光事業者の徹

底した感染防止対策の努力によって陽性者ゼロで乗り越
えております。この間、地域経済を維持するために、観
光誘客では、近隣県域をエリアとした誘客対策を図るほ
か、観光事業者の雇用を維持するために農業などの業種
との雇用連携を進め持続のための方策を講じて参りまし
た。引き続きアフターコロナの観光動向にも着目しなが
ら、ワーケーションやテレワークといったことへの環境
づくりを図って行きます。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
三朝温泉は、1164年に白い狼によって発見されたと

伝えられ、1916年には三朝温泉のラジウム含有量が世
界屈指であると認定されました。1955年には当時、遊
興・娯楽の施設に重きを置くことではなく、健康増進・
保養湯治の落ち着いた温泉地を温存するという国民保養
温泉地を選択、湯治場として温泉街を形成し1955年～

1969年まで入湯客を大幅に伸ばし発展した歴史があり
ます。 
三朝町では10年ほど前から、三朝温泉の原点に戻る

温泉地づくり「現代湯治」を始めました。三朝温泉＝ラ
ドン温泉の発信が大きなテーマであります。町では、
2007年から岡山大学、日本原子力研究開発機構と連携
しラドン温泉の効果研究調査を実施しております。この
ことは、今から80年ほど前（1939年）に、岡山医科大
学の温泉研究所（その後岡山大学温泉研究所、三朝医療
センターへと再編）が三朝の地に開設され、それ以来、
疾病治療をはじめ、温泉治療を特徴としたプログラム、
温泉の医学的効果研究が進められてきました。ラドン温
泉療法は医療として現在に受け継がれており、今も研究
が継続されております。超高齢化社会が現実となった今、
健康寿命を延伸する対策を考えたとき、温泉を介護、福
祉等に活かす社会的活用が、地方創生の中では観光利用
と並ぶテーマであり、温泉地の持続的な発展を図ること
につながるものと考えます。 
さて、2008年、三朝町での健康と温泉フォーラム「医

療と地域の連携」が現代湯治へのキックオフとなり、10
年後に開催した本町での「温泉地から始まる健康づくり」
をテーマとした健康と温泉フォーラム2019では、観光
地として、競合関係にあった全国の温泉地が、限られた
資源である、温泉を地域の資源として、有効に活用する
ために、自治体のみならず産官学が立体的に連携するこ
とを提唱いたしました。 

松浦 弘幸 鳥取県 三朝町長
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昨年の夏に、三朝温泉街の中心に、温泉療法を誰でも
体験できる天然ラドン熱氣浴泉「すーはー温泉」がオー
プン。これは、岡山大学三朝医療センターが治療を行っ
ていた温泉熱気浴治療施設を譲渡していただき、同じシ
ステムのまま改築整備したものです。現在は、コロナ禍
の中で利用制限をしながらの運営としておりますが、健
康増進や病気療養といった方々に利用していただいてお
りますし、ラドン温泉のファンを育てていく温泉施設と
して大きな期待を寄せているところです。さらに、この
施設内には、近代温泉医学の第一人者として活躍され、
三朝の地で放射能泉の研究でご活躍された、大島良雄先
生の著書を温泉医学文庫として設置しています。三朝温
泉にとっても温泉研究の歴史の貴重な財産となっている
1983年（昭和58年）に発行した三朝温泉誌の学術編は、
大島良雄先生の執筆によるところであります。 
このようなことから、私は、町にある温泉資源を生か

し、そしてラジウム・ラドン温泉地広域連携からの学び
も活かしながら、令和3年度、温泉利用型健康増進施設
を核とする「三朝町メディカルwithフィットネス事業」
の構想提案をいたしました。観光関係者における、これ
までの健康と温泉フォーラムを通じての合意形成の果実、
また、三朝温泉での現代湯治の実践、ラドン温泉の健康
効果研究の成果、温泉療法への期待などの、三朝での様々
な過程を集約して新たな健康づくりを目指したいとの思
いから生まれたものであります。 

三朝温泉の将来の振興を考えたときラドン温泉の特色
を人々の健康増進、地域の医療との連携、高齢化社会に
おける地域課題への対処と併せて、三朝温泉が健康保養
を標ぼうする温泉地として展開を図って行くことを求め
ていますが、温泉観光地としての賑わいは、旅館をはじ
め観光サービス業を営む町民の活力を拡大させながら多
様な魅力を発信しなければならないと考えます。 
先に紹介した温泉を活用した健康づくり全国大会

2019・健康と温泉フォーラム2019 in 三朝町では、温
泉を活用した健康づくり広域連携会議三朝宣言が採択さ
れました。その宣言を文末に紹介します。 

この宣言内容は、国内のラジウム・ラドン温泉地、ま
た温泉を健康増進に活かし個性的な温泉地づくりを新た
な戦略とする広域連携を着実に進めるという私の目指す
ところでもあります。 
　日本遺産に認定された、三徳山とラドン温泉、国の重
要無形民俗文化財の大綱引き「陣所」、数々の郷土芸
能、そしてラジウムの発見者キュリー夫人を讃えるキュ
リー祭は、多くの人々によって継承された温泉地三朝の
文化であります。いつの時代にも温泉は天与の恵みとし
て感謝を忘れてはならないと思いますし、人と風土、そ
の魅力を創造する不思議な水とも楽しく向かい合ってい
きたいと思います。 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温泉を活用した健康づくり広域連携会議三朝宣言

本日、私たち、全国屈指の温泉地代表は、日本遺産の地、三朝温泉に集結し「温泉を活用
した健康づくり広域連携」をテーマに産官学の多様な視点で論議し、温泉の健康・福祉など
への社会的活用の可能性とその課題を共有しました。 
　超高齢化社会の中、健康寿命の延伸、医療費削減など社会保障政策の基盤要請によって、
温泉地活性化は急務であり、全国の温泉は自然の恵みとして、また風土・風習の重要な社会
文化遺産としても益々評価されなければならないと確認いたしました。 
　人々の身体や心を癒してきた日本の伝統的湯治文化が、今世界から注目を浴びている中、
同じ志を持つ全国の温泉地が、地域の枠を超え、国や自治体そして関連する学会や団体と連
携して、自然と調和した豊かで活力ある温泉地づくりを市民と一緒に推進することを新たな
決意として、ここに宣言いたします。 



旅館 

１．コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
新型コロナウイルス禍はワクチン接種の遅れもあり、
発生より１年経過した今も収まる気配はなく再拡大の様
相さえ呈している。こうした状況が１年以上も続くこと
で、旅館業界においても経営に重大な影響が及ぼされて
いることは疑う余地もない。 
こうした状況に対して「メディア、マスコミの過剰な
報道が恐怖と不安を与えている」（一條氏）との声や、
「観光産業は安心・安全産業である」（鶴田氏）としコ
ロナ禍の長期化が業界の大きな阻害要因になっていると
いう指摘があった。コロナ禍の影響でインバウンド需要
はほぼ消滅しているが、「インバウンドが消滅するリス
クは今後もありうるが、それでもインバウンドの重要性
は変わらない」（中道氏）という意見や「心が折れない
ように声をかけあっている」（大関氏）という地域の現
状も届けられた。また、長期滞在の現場においては「交
流があまり見られなくなったことを非常に懸念している」
（畠山氏）とあり、コロナ禍は滞在療養型の客同士のコ
ミュニケーションにも影を及ぼしている。Afterコロナ、
withコロナにおいて旅館（業界）がどうあるべきかにつ
いては「日ごろの清掃と殺菌をより一層丁寧に行うこと
をこころがける」（石松氏）という基本的な事項から、
「昭和型観光からの脱却のチャンスととらえ、次の100
年に向けての温泉地づくりと温泉活用の考え方を変えて
ゆくべき時だ」（河津氏）という意見、「生き残るため
にもう一度原点に戻る必要があるのではないか」（林
氏）、「個別の宿として未来を明るいものにするために
は自社の『旅館経営の方程式』を発見すること」（倉沢
氏）などが挙げられた。 

２．日本の温泉の今後のあり方 
日本の温泉の今後のあり方については、様々な角度か
らの意見を頂戴した。入湯税の扱いは地域によって違い
がある。その使い方の方向性について「入湯税について
は一般財源に入っているところが多い。目的税としての
基本ができていないので、今一度議論する必要があると
感じる」（一條氏）や「入湯税はキャンペーンでなく街
の景観整備に重点を置いた活用が必要」（中道氏）との
意見があった。また温泉資源を活用した地域内外に対す
る健康増進等の取り組みなどにおいて、行政の縦割り組
織の壁があり「なかなか理解してもらえない」（林氏）
などの意見もあり、氏もふれている大分県竹田市の首藤
前市長のようにトップ自らがリーダーシップ力を発揮す

ることも大胆な事業展開には必要であろう。温泉や湯治
の効用に関して、温泉をより国民の健康や地域活性化に
役立てるために「温泉を正しく理解して幅広い人々に浸
透する」（内藤氏）ことや「お客様のより深化した深層
心理にある不安を具現化し温泉力や地域資源を発揮し解
消する仕組みを作る」（小山氏）ことの必要性に加え、
「湯治の効果として温泉入浴等に加え精神的に安定する
ことも必要」（畠山氏）、「心を病んでいる現在、湯治
の役割は飛躍的に大きなものになるだろう」（河津氏）
といった＜心の湯治＞の必要性を強く感じている意見も
印象的だった。コロナ禍を経験している中、今後の温泉
のマーケットや動向に関しては「グローバリゼーション
は止まらないので欧米圏の富裕層をターゲットにした２
泊以上の滞在を狙いたい」（中道氏）というインバウン
ドの回復後のマーケットを見据えた意見もあれば、コロ
ナ禍の影響で一気に進んだリモートワークの流れから「滞
在系マーケット創出の可能性が高くなってきた。今後温
泉地でウェルネスのための長期滞在の可能性がみえてく
るかもしれない」（鶴田氏）といった意見も出された。 

３．健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
フォーラムへの期待や提言としては「コロナ禍明けに
どのような、温泉地滞在系のマーケットが産まれてくる
のか、今こそ研究してゆく必要がある」（鶴田氏）、「リ
ゾートワークはニーズにマッチしていないのでマッチし
たリゾートワークを提言してほしい」（大関氏）といっ
た今後のマーケットに関する意見や、「入湯税の活用方
法に関する討論・意見交換の気運の醸成に動いてほしい」
（内藤氏）という意見が出された。また、企画が素晴ら
しいので「これからの時代を担う学生や若者たちにも気
軽に受講できるようにしたほうが良い」（大沼氏）といっ
たフォーラムを次世代へどのようにつないでゆくかにつ
いての提言もあった。 
他にもフォーラムの活動について「温泉を営む人と色々
なスキルを持った人が『温泉で日本をどう変えられるか』
という共通の意志と意識を持ち語り合える場が必要です。
その場がフォーラムです」（小山氏）、「月例研究会の
課題、テーマを見せてもらい大変充実していると感じた」
（中道氏）などの意見が出された。 

４．その他 
「温泉は自然からの恵み」（中道氏）であり、自然そ
のものと言っても良い。温泉に浴してさっぱりする（禊

（小括）　大沼 伸治
百年ゆ宿 旅館大沼 五代目湯守

東鳴子温泉観光協会 会長

特定非営利活動法人東鳴子ゆめ会議 理事長
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ぐ）ことは八百万に神が宿ると考える日本人の自然観に
通じる。世の中の移り変わりにしたがって温泉の利用法
も変わってきた。その時代その時代の日本人の心身を、
温泉が支えてきたことは歴史が証明するところだ。「ジ
ェンダーをはじめとする利用側の多様性」（河津氏）、
「脱炭素化の掛け声とともに源泉を脅かす地熱発電の開

発」（畠山氏）、新型コロナウイルスのような疾病の流
行等温泉や温泉施設を取り巻く環境は様々だ。混沌とし
た時代の中、私たちは「定番、オールド」（一條氏）と
いった伝統の良さを踏まえつつ、訪れる未来も飲み込み
こんだ新しい温泉観を人々に提示しなければならない瀬
戸際にある。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
私たちは温泉業にて生業を立てさせていただいており
ます。温泉とは本来、ご利用いただくことで、健康を増
進するものでありますので、施設利用時に感染症に感染
させてしまうのは本末転倒でありますので、日ごろの清
掃と殺菌をより一層丁寧に行うことを心がけるようして
参りました 。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
温泉の成分が定期的に変化するように、温泉を取り巻
く環境も変化すると思われます。私たちのような温泉業

を生業とする者は、難しく考えず、その流れに任せて共
存していく柔軟さを併せ持つ方が自然ではないかと考え
ています。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
日頃から温泉業界のことを考えて頂き、いろんな知恵
を頂き感謝申し上げます。今後ともよろしくお願い申し
上げます。 
よりたくさんの方に携わって頂き、より多くの知恵を
お借りできますことを期待いたします。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
メディア、マスコミの過剰な報道が恐怖と不安を与え
ていると感じています。 
恐怖と不安はストレスを与え、それが蓄積することで
免疫力も低下します。 
温泉はストレスからの解放と、自然治癒力そして免疫
力を高めます。 
健全な温泉の利用は人々の活力を向上させ、経済も活
発にさせると考えます。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
温泉についての法律がありますがかなり前のもので、
現代に沿うものなのか疑問です。 
また旅館の廃業や休業で源泉が活用されていないもの
については、行政や地元温泉組合などが主体的に管理で
きるようになるといいのですが、地権者が絡んでいるの
で難しいでしょうかね。 
入湯税については一般財源に入っているところが多い
ようです。当市（宮城県大崎市）においてもそうです。
目的税としての基本ができていないので、いま一度議論
する必要があると感じます。 

4. その他 
新型コロナウイルスの影響で、変化が求められるよう
になりました。これまでは大型旅館がメインで発展して
きたように思われがちですが、木賃宿→湯治→レジャー
→団体→インバウンド・・・のような流れを汲んできた
と思います。新型コロナで一気に個人にシフトしました。
安心・安全・騙されたくない・損したくない・新型コロ
ナに感染したくないという旅行者にどう対応して行くか。
まさに小規模、個別対応、高付加価値、そこに行かなけ
ればならない理由付けができるところが息の長い商売に
なると感じます。まさに温泉の定番といったところでしょ
うか。流行り廃りがない、スタンダードがいいのでは？ 
コンビニに行っても残っている商品は昔からあるもの。
古いということ、オールドというのがとても価値あるこ
とだと思います。温泉はまさに古くからあるもの、定番、
オールドです。それをどう活用するかがこれから求めら
れるのだと思います。

石松 裕治
有限会社石松農園 岳の湯・地獄谷温泉 裕花 代表取締役

わいた温泉組合 組合長

一條 一平 合資会社一條旅舘（時音の宿 湯主一條） 代表社員
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1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
湯田中温泉は1400年近い歴史をもち、様々な疫病、

天変地異、戦争を乗り越えて、脈々とつづいてきました。
先人たちがどのように歴史的難局をのりこえてきたのか、
子供のころから不思議でした。まさかこのような事態に
自分たちが置かれるとは思いもよりませんでしたが、日々
同業の先輩、後輩、業者さん、お客様、地域の皆様と、
心が折れないように声をかけあっています。単純な事か
もしれませんがこれにつきると感じています。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
数年前から源泉地の管理の役職を受けていますが、温

泉は自然のもので、日々の管理に気を使います。また当
組合は当初は12軒で管理していましたが、人口減少の影
響で、今は実質４軒４人で管理していますがそのうち70
代以上が３人です。またパイプ等の交換をする業者さん
もおなじような状況で、これから先の管理に非常に不安
を感じています。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
テレワークの普及と盛んに言われていますが、実際に

はテレワークのほうが精神的にはストレスを感じるよう
です。またリゾートワークは、既存の現地体験プログラ
ムを焼き直ししただけで、ニーズにマッチしてないよう
な気がしています。そこにマッチしたリゾートワークを
ご提言いただけば幸いです。 

4. その他 
今はまだ、目先の問題としてコロナ対応に国も企業も

地域も気を使っていますが、二年後三年後のほうが、経
済的な部分を含め、様々な問題が起こると推測されます
ので、地方の温泉地への長期的な活性化プロジェクトを
考えていく必要があると思います。人口減少が進む地方
では、観光業が衰退すると、人の動きが止まり、地域の
力も衰えていくことをこの一年改めて感じました。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
新型コロナウイルス禍は宿泊業界に大きな影響を及ぼ
しました。10年前に起きた東日本大震災の時も甚大な影
響を受けましたが、目に見えない脅威と先行きへの不透
明感において全く異質のものです。移動を制限されると
いうことは温泉地に行けないということであり、いくら
良い温泉が湧いていても意味をなさない状態です。こう
したパンデミックが起きるということは想定外でしたが、
今後はこうした事態もあり得ると覚悟して旅館や温泉地
経営を進めてゆく必要性を感じます。よくアフターコロ
ナ、ウィズコロナなどと言われますが、コロナ禍前の世
界に戻ることはないほどの社会変革が起きたことは事実
です。このことをわが温泉業界としてどうとらえてゆく
のか、コロナ禍とつきあいながら探ってゆくしかないと
考えています。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
日本の温泉の今後のあり方について、改めて「温泉」
とは何かということをそれぞれが認識することから始め
なければならないと考えています。いうまでもなく日本
は世界一の温泉大国であり、日本人は世界一温泉の好き
な民族です。我々が当たり前に享受している温泉は自然
そのものであり、自然の循環が狂ってしまえば温泉の利

用も叶いません。温泉に携わる人たちが都合の良い温泉
利用だけに終始していることで、温泉の本質が忘れ去ら
れることを危惧します。温泉の社会的活用や温泉（宿）
地経営、温泉文化の保護に関してはまず自分が置かれて
いる環境においてまず何を軸にして取り組むかを明確化
する必要があると考えます。正直申し上げて私どものよ
うな細々と小さな宿屋を営むものにとって、多くのこと
に取り組める余裕はありません。物事を自社のみに限定
して考えるのではなく、業界内外を問わず様々なジャン
ルの方々と連携してゆくことによってはじめて見えてく
る地平線もあろうかと思います。幸いなことに湯治場は
昔から人や情報のプラットフォームとして成り立ってい
ました。情報化社会の現代だからこそ、リアルの自然や
温泉をベースとしながらも人と人の触れ合いやつながり
を醸成してゆくことがより可能であり、そこに温泉の未
来も拓かれると考えています。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
長年にわたり、健康と温泉にかかわる諸問題に対して
様々な専門家団体、観光サービス関係者、自治体そして
市民を巻き込み世の中に多大なサジェスチョンを与え続
けてこられたことに心より感謝と敬服の念を捧げたいと
思います。 

大関 松男 有限会社清風荘 代表取締役社長

大沼 伸治
百年ゆ宿 旅館大沼 五代目湯守

東鳴子温泉観光協会 会長

特定非営利活動法人東鳴子ゆめ会議 理事長
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毎回素晴らしいゲストをお招きしての月例研究会の課
題やテーマは秀逸で、まさに時流をとらえながら温泉の
考察を重ねられていると感じております。 
毎回これだけ素晴らしい企画を催されているので、年
に何回かはこれからの時代を担う学生や若者たちにも気
軽に聴講できるようにすると良いかと思いました。 
すでに行われていると思いますが、オンライン配信を
使えばより多くの人が気軽に聴講できますので、是非若
い世代にも素晴らしいお取り組みを聴講する機会を。 

4. その他 
コロナ禍で歴史はまた新たな転機を迎えました。人類
は狩猟・採取の生き方（分散社会）から農耕、定住の生
き方（集中社会）へと移行してきました。その「集中」
社会が加速する中でコロナ禍が起きたことはまさに時代
の転換を象徴しているかのようです。 
日本中にある温泉地の数は3,000か所を越えると言わ
れておりますが、人生100年時代と言われる現代におい
て、心身の健康を創出しながら自分らしい生き方ができ
る場として温泉地は大きな可能性を持っていると考えて
います。 

その主な根拠の一つがインターネットの発達です。ネッ
ト環境があればどこでも仕事ができるようになりました。
ワーケーションという言葉が生まれ、一部企業による導
入の兆しもあるようです。しかしながら温泉地でも仕事
ができるワーケーション自体まだ話題が先行しているき
らいもあり、ワーケーションが日本にしっかりなじむま
でには制度上の問題をはじめクリアしなければならない
ことも多くあります。 
とは言え、ネットをはじめとしたテクノロジーの発達
は現在のリモートワーク的な働き方を超えて、産業全般
を変えてゆくことになるでしょう。 
人間が生きてゆく上で最もベースとなるのが心身の健
康です。いくらテクノロジーが発達しようとも人間とい
う生物はそれに合わせて急に変化するわけではありませ
ん。今後、急速な時代の流れと人間生活の間に生じるひ
ずみが様々な問題を引き起こしてゆくことでしょう。 
そうした時に、人間は自然そのものである温泉に抱か
れて心身を調整する必要があります。昔,湯治が人々の暮
らしの一部だったように、現代においても温泉を大切に
し、上手に暮らしに取り入れてゆくことがより良い人生
を生きてゆくために必要と考えます。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
インバウンドや観光頼りの温泉や宿泊施設の営業は、
感染症や紛争、世界的な景気の悪化などでもろくも崩れ
去ることが露呈された。コンサルと共に考えるような短
期中期の事業計画も無意味とさえいえるほど脆弱なもの
となった。今こそ、昭和型観光からの脱却のチャンスと
とらえ、次の100年に向けての温泉地づくりと温泉利用
の考え方を変えていくべき時だ。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
温泉の価値を「見える化」することが必要だと思う。
考え方としてはフランスのワインやチーズのようなAOC
（アペラシオン・ドリジーヌ・コントローレ）のような
法的認証制度を導入すべきと考える。温泉や、それに伴
う宿泊施設等の最終的な品質評価において、特定の条件
を満たしたもののみに与えられるものとして、ミシュラ
ンガイドなどに荒らされることのない日本独自の法的温
泉評価基準を設けるべきである。 
コロナ禍にあって、この先は湯治が見直される時代が
来る。体の傷や痛みはもちろんコロナ禍で多くの人が知

らず知らずのうちに心を病んでいる現在。湯治の役割は
飛躍的に大きなものになるだろう。しかし、今までやっ
てきたような湯治のコピーを繰り返せば繰り返すほど、
そこに挑戦のないコピーは劣化の一途をたどるだろう。
コロナ禍という大きな波を、今までを変えるチャンスと
とらえて積極的に挑戦し未来の湯治を描き進むべきだと
思う。 
特に若い人々に対して、長年築いてきた湯治文化を引
き継ぐためにも、彼らの時代を想像しながら今を一歩ず
つ進めていくことの大切さを感じている。 

4. その他 
今後の温泉利用のもう一つの課題として、今までの温
泉施設が単に性別だけで２つに分けられていることに疑
問を持つべき時代だと思う。ジェンダーの問題への取り
組みは重要で、今後、進むであろう社会の多様化へ温泉
地自身が対応していく上で重要な課題だと思う。

河津 誠 有限会社地獄温泉 青風荘 代表取締役社長

 16



1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
コロナ禍の中で今できること 旅宿上松や六代目 

　今から38年前私が33歳のとき1983年11月18日に新
生上松屋旅館新築オープンしてから444ヶ月経過中です。
2019年は台風19号災害で上田電鉄別所線千曲川赤鉄橋
が崩落し、その風評被害により10月は売上高がワースト
6位、人数ワースト3位でした。 
その5ヶ月後、新型コロナウイルス感染症禍に突入し、
ダブルショックとなりました。2020年5月はすさまじい
お客様の減少で、猫しか歩いていない温泉場と化しまし
た。7月には県民割クーポン券があり、前年とほぼ同じ
売上高に戻りましたが、8月は前年比5割と先行き不安が
続きました。 
9月よりGo Toトラベルでステイナビ等予約受付が効
力を発揮し、別所温泉『松茸王国』の観光資源松茸ブラ
ンドそして「レイラインがつなぐ『太陽と大地の聖地』～
龍と生きるまち 信州上田・塩田平」日本遺産認定が相乗
効果を醸し出し、10月売上高は歴代5位（前年はワース
ト6位）を記録しました。因みに歴代1位は長野五輪の年、
1998年のことでした。このコロナ禍の体験でたくさん
の前向きな課題が発想され、いつ終息とも判らない事態
に光が差し込んだ実感でした。 
しかし、感染がさらに拡大し12月28日から2021年1
月11日までGo Toトラベル政策は一旦停止となってしま
い、多くのキャンセルが発生しました。その後、長野県

の県民支えあい 家族宿泊割キャンペーンが開始され、2
月末には家族規制が解除されました。おかげで3月には
売上目標を上回る水準に回復しました。特に創業152年
を記念した覚書企業を中心とするコロナ除菌装置を駆使
しての営業が実りつつあります。そして４月からは38年
前（1983年）に発した顧客囲い込み作戦『信濃路の村
談話会』で紡いだネットワークを視野に入れた長野圏内
の営業に主力を注いでいます。 
Go Toトラベル再開未定の状況で不安ですが、落ち着
いてインバウンド整備、社員教育、ハード整備、ひとり
旅への特化、日本遺産を浸透させるまちづくりに取り組
んでいます。3月28日の上田電鉄別所線千曲川赤鉄橋全
線開通というビッグイベントに加え、百年に一度と言わ
れる世界で一つしかない国宝安楽寺八角三重塔大日如来
様の御開帳がなされ、温泉地に御光が射しました。未来
は明るいです。ただ、明るくなるようにできるのは旅館
の経営者自身が自分のオリジナルの統計数値を長い年月
をかけて積み重ねて、その中に潜む『旅館経営の方程
式』を発見することから、近い未来でも遠い未来でも安
心経営ができるものと信じています。統計ストック歴年
分を眺めてみて、このコロナ禍でどう動いたらいいかい
くつかの指標に気づかされました。コロナ禍でも安定客
層の存在はあるということでした。ウィズコロナガンバ
リマショウ。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
・多面化する健康福祉利用に対する考え方と増富地域の
取り組み 
経済優先から安心・安全優先への変化が急激に訪れ、
それに対応できない人の不安やコロナ感染者の復帰後の
社会的な圧力に対する不安解消の仕組みづくりが急務で
あり、お客様のより深化した深層心理にある不安を具現
化し温泉力や地域資源力を発揮し解消する仕組みを作る
事です。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
いつの時代でも病気、経済や人間関係などで簡単に社
会的な絆や接点が無くなってしまうと言う不安や恐れは
ありましたが、コロナにより、その構造がより複雑化し
て精神面を深くえぐるような深刻な時代になってきまし
た。 

健康と温泉フォーラムの人的ネットワークは大きな頭
脳集団であり温泉による社会的な貢献を考えその価値を
産み出す集団だと思います。 
今こそ温泉という自然の恵みの宝を活かし世の中に貢
献する時代です。 
特に国民保養温泉地の役目は重責です。 
温泉で日本を救う為の話し合いの場が欲しいです。 
今まで表面化されず社会に知らされていなかった人の
不安を解消する仕組みは、それぞれの温泉地がその地の
特徴をどう生かすかがカギになります。 
その為の話し合いを通し、温泉地の人たちが日本を平
和に明るくする目的を一つにつながる仕組みは健康と温
泉フォーラムの人的ネットワーク力が無くては実現でき
ないと思います。 
コロナが収まってもコロナ以前には戻らない事を前提
にこれからの計画を立てる必要があると思います。 

倉沢 章
旅宿 上松や 会長

特定非営利活動法人健康と温泉フォーラム 理事

小山 芳久
株式会社塚原緑地研究所 増富エリア担当 主任研究員

特定非営利活動法人健康と温泉フォーラム 理事
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だからこそコロナで閉ざされた人との出会い、その中
から生まれる深い絆や仲間づくりを大切に再構築して、
日本を良くしよう思う人たちと小さな事から地道に進め
る気持ちが大事だと思います。 
温泉を営む人と色々なスキルを持った人が「温泉で日
本をどう変えられるか」という共通の意志と意識を持ち
語り合える場が必要です。 
その場がFORUMです。 

4. その他 
とある平凡な一日の様子です。 
朝、増富に向かって車を走らせていくと岩下という紅
葉のきれいな谷を通り過ぎると雰囲気が変わってきます。

そこが増富の入り口です。 
標高約700メートル、そこから一気に1,000メートル
の増富温泉まで向かいます。さらにさらに雰囲気が変わっ
てきます。自然の鼓動がぴりぴりとつたわってきます。 
「増富の湯」の中庭ゾーンには木々に囲まれた石の上
に座り瞑想をする場があります。 
朝早く来て30分ほどの瞑想をするのですが、新芽の強
いエネルギーが整い始めた今、小鳥たちの合唱がいつも
始まります。立体的な角度から色々な方向で様々な音色
を奏でてくれるのです。 
贅沢な自然の中の貸し切りコンサート会場です。誰か
とシェアしたい気持ちになります。うぐいすが一生懸命
さえずりの練習をしています「ホーホケキョ」と鳴けず
「ケキョケキョ」と、発声をしています。若いうぐいす
はメスの気を引くために一生懸命さえずりの練習をして
いるのです。 
ふと10代の若い頃の自分に意識が飛び、あの頃はどう
したら女の子にもてるんだろう？とかっこうばかりを気
にしたりギターを習ったり洋煙を吸ってみたり懐かしい
なあと考える自分がいました。時折、やさしい風が私の
周りにまとわり付きほほ笑みささやいてくれます。 
本谷川の渓流の流音は私の体全体に朝の目覚めを感じ
させてくれます。太陽が出てきてその光が身体を和らげ
中まで光の振動が入りこみ細胞の一つ一つに生きるエネ
ルギーが伝わり活力がよみがえります。真冬の零下15℃
前後の時も防寒服を着て身が引き締まる思いをしながら
自然との対話を楽しみながら意識がその時々でどんどん
変わっていくのが解ります。 

水には自然のリズムの色々な情報が入っています。 
水蒸気となって空気中に溶け込んでいますので見えま
せんが、空気中には水の情報が一杯詰まっています。 
呼吸を整えながらゆっくりとその情報を吸い込むと、
呼吸を通し生きる為の色々な知恵やひらめきの元が溶け
込んできます。 
夜の星を観ながら焚火の優しい炎を見つめていると自
然に心が柔らかくなり炎は一瞬たりとも同じ様相を見せ
ず、絶えずファジーな揺らぎを通して私たちに何かを訴
えています。肌寒いグラウンドの隅で小さな炎の温かさ
が心にしみてきます。枯れ枝が燃えて色々なにおいを煙
になって運んでくれます。 
時折風の向きが変わり一気に煙が全身覆った時は咽て
しまったり涙が出たりして体の防衛本能が発揮されます。
火を見つめて時折上を眺めると月あかりや星の瞬きが私
に何かを訴えてきます。そんな時は意識が色々な次元に
飛んでいる自分に気が付きます。勝手に宇宙旅行をしま
す。すると自分が宇宙空間の中で細胞よりももっと小さ
な原子や原子核、もっと小さな一部に思えてきます。す
ると社会生活での「しがらみ」がどうでもよくなる瞬間
があります。 
温泉に入ると太古の遺伝子をくみ上げ完熟させた水の
情報を体全体に浴びます。衣服をまとわず、だからこそ
直接肌に自然の情報が伝わるのです。お風呂の中で「空っ
ぽの自分」を演出すればするほど情報が伝わりやすく成
り、体の中に溶け込んでいきます。さらに意識を深化さ
せると心の中にどんどん良い感情が入り込みます。 
温泉浴は生まれた時のそのままの姿をするからこそで
きる、自分を深く見つめる事のできる、とっておきの時
間、自分だけの時間です。だから周りの事は気にしない
で下さい。自分が本当にしたい事はなんだろう。本来の
自分の素の姿を見ることができるのが「温泉の持つとん
でもない力です」。ピュアーな自分を取り戻す事のでき
る自然界の再生装置が温泉です。 
温泉は今の世の中で本当に大事な、大事な、人類にとっ
ての宝物です。私たちは自分を幸せにする義務がありま
す。それは誰もが与えられた命そのものだからです。 
せっかく授かった人生ですから輝いて生きてくださ
い。　温泉を通して私たちにそのお手伝いをさせてくだ
さい。 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1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
観光産業は安心・安全産業であり、世界が平和である
限り発展・成長していくが、それ故に阻害要因も下記の
とおり多い。 
① 経済変動；1990年のバブル崩壊、97年金融不安、

2007年リーマンショックなど大きな経済変動の波。

② 自然災害；東日本大震災、熊本地震、豪雨災害など
の頻繁に起こる自然災害。 

③ 感染症；今回の新型コロナに代表されるSARS、
MERSなどウイルス等による。 

長期にわたる阻害要因は、人間のライフスタイルを変
えていく。とくに、今回の新型コロナの長期化は以下の
変化をもたらす。 
① さらなるデジタル化による変化；とくにわが国のデ

ジタル化の遅れは顕著で深刻。 
② コミュニケーションの変化；ネット会議など働き方

のデジタル化が進む。一方でface to faceの価値の
再認識も。 

③ 起こる可能性があること；都会から地方への移住や
移転。中小企業の退廃業が早まる。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
① 新型コロナ禍ではワーケーションを含めて、長期滞

在の試行錯誤が続いている。このためわが国でも滞
在系マーケット創出の可能性が高くなってきた。今
後温泉地でウェルネスのための長期滞在の可能性が
みえてくるかもしれない。 

② コロナ禍、旅行マーケットが縮小しているなか、
DMOによるマーケットのセグメントなど、さらに
ビッグデータの解析が必要になってきた。ただ、実
現できている組織はほぼないといってよい。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
コロナ禍明けにどのような、温泉地滞在系のマーケッ
トが産まれてくるのか、今こそ研究していく必要があ
る。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
　　　コロナ禍だからこそ、しっかりとコロナ対策を
とって、1人でも多くの方々に温泉が活用され、体力アッ
プの一助になって欲しいと思い、営業はコロナ禍でも止
めることなく続けています。 
　　　温泉施設は単に入湯客を受け身で迎えるのではな
く、自身の温泉を正しく理解し、お客様に合ったオーダー
メイド型の入浴方法を案内できる施設・ノウハウが求め
られる時代になったと一層思うようになりました。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
温泉は全国各地にありますから、温泉をより正しく理
解することで、日々の養生として活用する術、知識を深
める事が幅広い人々に浸透することで、国民の免疫力アッ
プ、ひいては医療費の削減、更にはそれが地域の活性化
につながります。 
温泉それぞれ泉質・個性が異なりますから、入浴方法
も異なります。ですが一般的に、温泉は好きな方法で、

好きなだけ入るのが温泉だという感覚の方が多いです。
入浴事故や入浴効果を最大限に得る・楽しむために、温
泉地間でお互いの情報を交換しながら、より良い温泉地
の姿を模索できると良いと考えています。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
入湯税の活用方法に関して、全国的なテーマとして、
意見交換ができる時代になって欲しいと思います。 
討論・意見交換をすることすらタブー視されている地
方も、遅れている県もありますので、今後全国的に見直
しが図られ、温泉地の将来に活用して欲しいので、気運
の醸成に動いていただきたいと思います。

鶴田 浩一郎
株式会社鶴田ホテル（ホテルニューツルタ） 代表取締役社長

特定非営利活動法人ハットウ・オンパク 理事

一般社団法人オンパク 代表理事

内藤 陽子
薬師湯 代表

温泉津美肌観光協議会 会長

ノルデイック・ウォーク学会 理事
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1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
2020年は、緊急事態宣言による休業要請により約2か
月完全休業することになった。その間、お客様の満足を
高めるため、徹底して修理改修を行った。さらに従業員
に連続休暇の機会を付与。その間の給与も有給消化を使
い保証している。 
・インバウンドについて 
べにや無何有では40％以上海外客に依存。外国人従業
員やインターンシップの受け入れを延期した。国のワク
チン接種への対応が遅く、ワクチンパスポートを持つ外
国人への入国の対応も決まっていない。日本に来たくて
も来ることができない。 
災害の多い日本では約10年サイクルでインバウンドが
消滅するリスクは今後もありうるが、それでもインバウ
ンドの重要性は変わらない。 
終息後はインバウンド比40％を目指していく。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
・グローバリゼーション 
グローバリゼーションの流れは止まらない。べにや無
何有は日本に２週間から1か月滞在する欧米圏の富裕層
をターゲットにする。２泊以上の滞在。その間に加賀の
自然、文化、食、歴史を体験できる独自のプランを充実
させる。 
今年の後半からは外国人インターンシップや外国人従
業員の受け入れを検討している。 
・入湯税の活用 
入湯税はキャンペーンでなく街の景観整備に重点を置
いた活用が必要。景観が悪いということはその温泉地の
精神的貧しさを物語る。そういうところに人は来ない。 

逆に景観が美しければ、宣伝をしなくても、必ず誰か
に見いだされ、活路が開かれる。人々の目は確かである。
宣伝で人を集めることはできない。本物を目指すべき。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
参加したことはありませんが、添付資料の月例研究会
の課題、テーマを見せていただいて、たいへん充実して
いると感じました。 

4. その他 
温泉は自然からの恵みであり、日本の神道や仏教の考
え方と深く結びついています。 
日本人の自然観「自然の中に自分の居場所を見つける」
「自然の祝福を感じ心が満たされていく」という精神性
を日本はもちろん世界に発信していければと思います。 
例えば、山代温泉の歴史は、霊峰白山との深いつなが
りの中で育まれてきました。 
奈良・聖武天皇の御代、行基が、白山登錫の途上で温
泉を発見。その守護の為に薬師如来、日光月光両菩薩及
び十二神将を自ら彫刻して石窟に安置し、さらに白山大
権現を鎮守としたのが、山代温泉と霊峰山薬王院温泉寺
の始まりであると語り継がれています。 
その後1300年にわたって、温泉と薬師如来が人々を
癒し続けているというところ、そのあたりの有難さをど
のように表現できるかが鍵になるのでは？ 
最近では、山口県長門湯本温泉の「恩湯」とか、宮崎
県「おゆのみや」が、温泉の有難さを伝えていて、とて
も良いと感じました。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
　新型コロナウイルス感染症は、あらゆる分野で想定を
超える影響を及ぼしており、温泉旅館も例外なく大きな
打撃を受けております。チェックイン、チェックアウト、
食事の提供、掃除の仕方、付属施設や大浴場の営業など
全てにおいて体制の見直しに追われました。 
　看護師が常駐する「入浴相談室」を併設しております
が、最初の緊急事態宣言のあたりは、お客様が少ないこ
とに加え、対面で相談するということでの感染リスクを
恐れてか相談室にいらっしゃるお客様はほとんどいませ
んでした。このような状況から当面は対面での相談を中
止して電話による相談に切り替えて対応しましたが、看
護師がお客様と対面して知り得る情報もあるので、この

方法は長続きしませんでした。現在は飛沫防止シートを
設置して、換気を良くして、相談時間も短く設定して対
応しています。このような状況下で相談に来る方は初め
てのお客様が多く、自分の病気を事細かく話して入浴の
方法を相談するケースがほとんどでコロナ以前と比べて
大きな変化がありませんが、必ずコロナ感染の恐怖を語
ります。必要以上に恐怖心をもっており神経質になって
いるお客様が多いと看護師が心配しております。 
　また、宿泊している方の多くは、自身で感染しないよ
う、感染させないようそれぞれに注意され静かに過ごし
ています。長期間の湯治滞在では、温泉地で出会う方々
との交流も大事であると思っており、その交流があまり
見られなくなったことを非常に懸念しています。湯治の

中道 幸子
べにや無何有 女将

べにや無何有「スパ庭施術院」 ディレクター

畠山 米一 株式会社玉川温泉 取締役副社長
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効果として温泉入浴等に加え精神的に安定することも必
要であり、コロナの影響で他者との会話を避ける傾向は
これからの湯治スタイルを大きく変えかねないと心配し
ています。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
　全国の温泉地は、その地域に根差しながらいろんな姿
で歴史を刻んできたことと思います。現在、湯治場と言
われる温泉地は、時代の流れに多少は変化しつつも湯治
文化を守り、貫いた温泉地ではないかと考えます。 
　現代湯治、新・湯治など新しい湯治のあり方が提唱さ
れております。昔ながらの湯治、つまり温泉地に長期間
滞留して特定の疾病の温泉療養を行うことを守ってきた
温泉地にとっては、関係ないと思っている人も少なくな
いと思います。私もその一人でしたが、今は湯治場であ
るがこそ取り入れるべきことではないかと考えておりま
す。 
玉川温泉は湯治場として今に至っておりますが、強酸

性の希有な温泉と天然の岩盤浴を目的として湯治される
方がほとんどであり、温泉の効能を最大限に療養できる
ように看護師を常駐させて「入浴相談室」を置き、その
人にあった入浴の仕方や湯治療養の仕方など、お客様の
相談に応じており、月に数回ですが温泉療法医による無
料相談を行ったりもしています。これらは今後も継承し
ていくべきと考えていますが、昨今の医師不足で医師の
確保が厳しく、今後はリモート診療など医療機関と連携
した対応に変えていかなければならない変革の時期では
ないかと考えております。 
しかし、それだけでは足りない何かを感じています。

湯治場では、滞在期間中にいろんなグループができ上が
るのを見てきました。一人で湯治している方も自然に友
達になって会話しています。湯治者同士のコミュニケー
ションは重要な湯治文化のひとつであると考えています。
ただ入浴療養するだけでなくお客様同士のコミュニケー
ションは心も元気にしてくれます。温泉地としてそのコ
ミュニケーションの場を提供する環境を整えるべきでは
ないかと。 
また、自炊設備のある温泉宿においては、炊事場は食

事を作る「作業の場」から「楽しく料理するコミュニケー

ションの場」へ変革させなければならないのではないか
と。心の癒しを意識した湯治文化を醸成させるべきでは
ないかと考えています。 
　更には、ライトな湯治ができる環境の整備です。健康
増進や心身をリフレッシュできるプログラムを用意でき
れば、幅広く湯治ができるのではないかと思います。館
内でできるものや近隣施設とタイアップしたプランなど
整理して、1泊ではもったいないと思わせるようなプラ
ンを用意して滞在に結び付けることが必要ではないかと
思います。息抜きの温泉巡り、近隣観光地の日帰りツ
アー、アクティビティ、滞在期間を楽しく過ごせる環境
の整備は必要ではないかと思っております。 
　私は、働き盛りの中高年の方にこそ湯治をして欲しい
と願っております。未病の状態から湯治で体を元気にす
ることが、これからの健康寿命を伸ばすのではないかと。
しかしながら、働き盛りの中高年の方は1週間以上の湯
治は厳しいのが現状なので、自分のライフスタイルに合っ
た2～3日のプチ湯治から始めて、心身ともにリフレッシュ
できる環境が望ましいと思います。どの世代でも自分に
あった滞在期間の過ごし方を選択できるプログラムがあ
れば、湯治が一層楽しくなるのではないでしょうか。楽
しくリフレッシュできる滞在環境の整備が今の湯治場に
必要ではないかと考えます。 
　「湯治」とは何か？今一度、じっくり考え直してみた
いと考えております。 

4. その他 
・地熱発電開発について 
環境省が国立公園外からの斜め掘りを認めて以来、地

熱開発業者は一層熱源を求めて新しい掘削を進め、温泉
地を恐怖にさらしています。環境省は地熱発電所の稼働
までの期間短縮を図るため手続きの簡略化を図るとし、
国は脱炭素化の流れの中で再生可能エネルギー開発を推
進しています。地域と合意形成のうえで開発すると謳っ
ているものの、実際は自治体も推進しており温泉業者へ
説明さえすれば反対しようが推進されるのが現状です。
脱炭素化政策の流れで温泉の保護が軽視されているので
はないかと非常に懸念しております。 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1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
　世界的な新型コロナ感染症の影響で人の流れが停滞し、
旅館経営者として、かつてないほど追い詰められたと思
います。普段通りであれば多くの方々に来ていただける
のに、受け入れることもできない状況の中で、どうやっ
て経営を維持していくか、今後の見通しはどうなるかな
どと、答えが見つからないまま、もどかしく時間が経過
していくばかりでした。 
　とにかく営業が続けられるよう、今できることをやっ
ておかねばと考え、まずは「お金」をどうするか思案し、
返済の猶予、補助金の獲得などを銀行や関係機関と相談
し、そして当面の資金を確保（結局借金が増えただけで
すが、資金ショートするわけにはいきません）すること
に注力しました。 
　コロナの影響がこの先数年にわたって続くようであれ
ばどうにもなりませんが、3年ほどで収束してくるので
はないかと想定し、そこまでは何とか続けていけるだけ
の方策は整えることができ、気持ち的にも多少の余裕が
生まれました。そこで改めて考えると、今までのような
旅行形態や観光産業のあり方は大きく変化し、これまで
のような状況にはもう戻らないのではと考えざるを得ま
せん。また旅館・ホテルをはじめとして観光産業自体に
大きな淘汰の波が訪れることは避けられないでしょう。
これから先、何が残り何が消えていくのか、まだまだ見
通すことはできませんが、私としては生き残るためにも
う一度原点に戻る必要があるのではないかと考えていま
す。そして、それはやはり温泉そのものということにな
るのではないかと思います。当館にとって豊富な源泉を
有することは何よりの強みになります。さらに言えば周
辺の自然環境も併せて重要な要素になると思います。 
　 
2. 日本の温泉の今後のあり方 
　当館が営業を始めて約100年になりますが、隔絶され
た群馬の山奥で、湯治すなわち温泉療養を中心に営業を
続けてきました。営業形態は時代の要請に応じて変化し
てきましたが、基本は湯治のお客様を受け入れることで

す。かつてこうした湯治客を受け入れる旅館は日本全国
に多数ありましたが、現在では減少の一途です。それで
もなお温泉や自然環境に魅力を感じて訪れる方はいなく
なりません。確かに1週間程度の長期滞在のお客様は稀
ですが、2・3泊の短期の滞在客は少なからずいらっしゃ
います。さらに、現代の医療をもってしても改善しない
ような病気・疾患、また現代社会において深刻なストレ
スに悩む多くの方々にとって、温泉は残された拠り所で
あり、医療機関を受診する以外の選択肢を提供すること
は意味があることだと考えます。これまでのようなレ
ジャー・行楽型の旅行だけではなく、心と身体を癒すた
めの旅行、普段のストレスから離れる、いわば転地とし
ての旅行が重視されてくるのではないかと考えます。 
既に何年も前から繰り返し補助・代替医療として温泉

を活用することが議論されてきていますが、一向に成果
を上げることはできません。私としてもみなかみ町国民
保養温泉地の計画作りに際して、町外からの観光客だけ
ではなく、地域の住民の健康づくりに寄与するような温
泉地の利用のあり方、さらに言えば地域の医療費の削減
にも貢献できる可能性があるのではないかと模索してき
ました。しかし、観光政策と保健福祉政策は所管する課
も異なり、行政をはじめなかなか理解していただけない
ことに忸怩たる思いがあります。 
もう2年前になりますが、国民保養温泉地協議会の総

会で訪れた大分県竹田市長湯温泉、当時首藤市長のもと
展開されていた温泉地づくりが大きな刺激となりました。
豊富で多様な温泉資源を有するみなかみ町でも観光と保
健福祉の両面で温泉を活用した施策は十分可能だと思う
のですが、なかなか実現できずもどかしい限りです。 
このコロナ禍で温泉を取り巻く状況にも否応なく変化

が訪れることは間違いありません。生き残れるのかどう
かさえ確信を持てない状況ではありますが、この機会に
温泉についての議論が一層深められることを望んでいま
す。また、今後も引き続き保養温泉地としての地域づく
りを提起していこうと思います。 

林 泉 有限会社川古温泉浜屋旅館 代表取締役
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医療・保健 

9名（医師6名、保健師1名、看護師1名、ホメオパス1
名）からの考えが寄せられた。 

1.コロナ禍に感じること、考えたこと 
　温泉地は即ち医療が脆弱な地域であって、行き難い場
所となってしまった（齋藤氏）。 
しかし、社会的交流の制限の緩やかな過疎地であるこ
とを逆手にとってみたら如何か（小笠原氏）。 

2.日本の温泉の今後のあり方 
現況では唯一の医療費補助対象として温泉利用型健康
増進施設訪問があるが、利用者から見ても施設側から見
ても、手間の割にリターンが少ない（齋藤氏）。 
科学的根拠提出は主柱となるべき活動で、省庁研究班
設置が望ましい（猪熊氏）。 
入湯税の研究費利用に道を開くべき。我が国は研究す
べき責務あり（早坂氏）。 
研究課題としては、COVID-19下のストレスへの効能
（東氏）、見知らぬ者同士の接触でのリスク回避法（畑
田氏）、（その他の）入浴関連事故低減のための研究（猪
熊氏）。 
新しいライフスタイル、例えば長期「逗留」生活を支
えるモデル開発（小笠原氏）。 
子供のいる家族の場合の案開発（シェルブレア氏）。 

３．健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
活動をしている幾つかの主な団体を横断的に取り纏め
る機能を果たしている（早坂氏）。 
COVID-19下でなくとも、会合への出張参加は難しい。
これを機に、Live会合/On Demand配信を活用したい（小
笠原氏、齋藤氏、牧野氏）。 
参加者であっても知らない新旧の知見を共有する
Networkとしたい（猪熊氏）。 
また、例えば、同じ泉質の温泉地グループでの共同作
業（東氏）で、差別化の基礎となるDataを採るなどは如
何か。 

将来への課題 
医療を求めての温泉利用者の増加は期待し難い。重症
化抑制、介護度軽減、医療費低減に役立っていることの
Dataによる指摘が必要（早坂氏、牧野氏）。例えば、メ
ンタルヘルスにつき、内服薬治療の限界を広げるなど（齋
藤氏）。 
更に、「休日3日」よりも労働時間/日の設定の自由度
を変える動きにのって、温泉利用を広げるのが、適って
いる（小笠原氏）。若い人の興味も生じ得る（東氏）。
文化として扱って行く方向もあり（猪熊氏）。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
収束が見えないことに関する不安。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
温泉関連団体（日本温泉協会、日本温泉気候物理医学
会、日本温泉科学会、健康と温泉フォーラムなど）の共
同作業。 
　例えばCOVID-19によるストレスに対する温泉の効用
調査など。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
同じ泉質の温泉地グル－プを作り、悩み、活動を共有
し、あるいは差別化（特色）を検討。 

4. その他 
若い人たちの温泉への興味を持たせること。 

（小括）　猪熊 茂子
医療法人社団誠馨会 千葉中央メディカルセンター
アレルギー疾患リウマチ科 部長　温泉療法専門医

元・一般社団法人日本温泉気候物理医学会 理事長

東 威
元・聖マリアンナ医科大学 教授　温泉療法専門医

元・一般社団法人日本温泉気候物理医学会 理事長

特定非営利活動法人健康と温泉フォーラム 顧問
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1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
何よりも感染症の収束を第一とすべき。 
2. 日本の温泉の今後のあり方 
科学的根拠の提出が、上記何れにも基本的に必要。 
環境省、厚生労働省などで研究班を組織する。 
入浴関連事故についても、温泉地で集計、解析をする。

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
毎回、新旧の知見を共有するミニ報告をしたら如何。 
4. その他 
文化として扱う。

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
感染症のパンデミックは、これまでにも歴史を変える

ほどの影響をもたらしてきたと言われているが、今現在
その変わりゆく渦中にあることを感じている。社会的交
流が制限されることにより、年齢・性別等を問わず多く
の人々に、身体的・精神的衰退をもたらしているのでは
ないかと危惧している。 
このようなコロナ禍にあるからこそ、過疎の温泉地は

それをメリットとして生かすことができるのではないだ
ろうか。従来から人口減少が課題とされ、いかにして他
所から交流人口を呼び込むかに苦慮していた過疎地域は、
コロナ対策としての社会的交流の制限による影響は、比
較的緩やかなのではないかと思われる。過疎地の発想の
転換に取り組む時である。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
　私の居住地域（秋田県鹿角市十和田大湯）はまさしく
過疎地であるが、国立公園十和田八幡平の中間地点にあ
り、自然の景観には恵まれている。過疎地であることの
メリットを十分に活かして、賑わいを求めない温泉地の
過ごし方を提案していく時期がいよいよ到来したと思う。
当地域を例に過疎地の温泉のあり方を考えてみる。 
　キーワードは「ソロ活動」であり、敢えて賑わいは求
めない。都会のコロナ禍でのlonelinessから過疎の温泉
地でのsolitudeへの誘いである。現在あるものを利用し
ていくことが基本であるが、ソロ活動しやすい環境はあ
る程度整備しておくことが必要であろう。1週間から1か
月程度の「逗留」をイメージした環境整備を以下に列挙
する。 
①　一人利用かつ長期滞在がしやすい宿泊施設を整備す
る（費用も低価格帯に設定）。 

②　食事は地域の福祉施設等で提供されるようなバラン
スのとれた内容に加え、地元特有の食材を取り入れ
たメニューを基本とし、時に豪華メニューを選択で
きるようにする。 

③　長期滞在の目的として仕事（ワーケーション）、健
康保持増進、療養、観光などを設定してもよいし、
何も目的を持たずに滞在することも歓迎する地域の
雰囲気を醸成する。目的に適うプログラムメニュー
は大枠として準備しておき、対応窓口を介して個々
人が組み立てていく。至れり尽くせりのサービスを
提供するものではない。 

④　目的にかかわらず、宿泊施設を拠点として、近場の
温泉や景勝地への日帰りもしくは1～2泊程度の小旅
行を可能とするシステムを構築しておく（移動手段
として電気自動車等のレンタルを準備）。 

⑤　長期逗留拠点地と幾つかの小旅行先（温泉地）は連
携し、連携施設間で送迎もしくはレンタカーを利用
するのも公共交通機関を利用するのもよし、多くの
選択肢を提供できるようにする。 

　　　　ソロ活動を推進する温泉地の在りようは、温泉
地の多様性につながるものであり、アフターコロナの時
代においても温泉地の過ごし方の選択肢の１つとして重
要な位置を占めるのではないかと思う。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
これまでにも温泉の過去・現在・未来について、多方
面からアプローチしていると思う。月例研究会は都合が
つかず参加できないことが多々あり残念に思っていた。
コロナ禍でオンライン開催が普及したが、アフターコロ
ナにおいてもLIVE及びオンデマンド形式での配信を期待
したい。 
4. その他 
働いている人が温泉地に出かけて「温泉」を利用しや
すくするとしたら、「働き方」を変えるとともに、土・
日などの休日の設定を変える必要があるのではないかと
思う。働き方の平準化をめざし、曜日を問わずに労働時
間を設定できるようなシステムの構築が求められる。
「休日3日」よりも労働時間（日）の設定の自由度を変
える方が先かと思う。  

猪熊 茂子
医療法人社団誠馨会 千葉中央メディカルセンター
アレルギー疾患リウマチ科 部長　温泉療法専門医

元・一般社団法人日本温泉気候物理医学会 理事長

小笠原 真澄
医療法人楽山会 大湯リハビリ温泉病院 院長　温泉療法専門医

一般社団法人日本温泉気候物理医学会 理事
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1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
（参考として、コロナ禍での営業経過です） 
・2020年２月北海道緊急事態宣言 
・2020年3月9日より館内休憩室（1階、2階大広間共に）
閉鎖 
・2020年4月18日より全館休館、温泉街各宿泊施設も
各々休止 
・2020年5月18日より週3回、町民及び長期滞在者を対
象に登録予約制で臨時開館 
・2020年6月1日より感染対策を取ったうえで時短営業
開始（10：00～20：00、毎週月曜休館）各浴場の利
用人数制限、1枚の入浴券で2回まで入館（これまで
は制限なし）、検温、手指消毒、換気、休憩室閉鎖、
各種掲示と館内放送での注意喚起等 

・2020年8月より定休日を火曜に変更、他は変更なしで
営業継続 
・2021年4月中旬より感染対策の一部見直し予定（各浴
場利用人数制限の緩和） 
豊富温泉全体がお客様の受け入れストップをしていた
時期、「観光ではなく療養」目的なので「不要不急では
ない」のだから受け入れてほしい、という切実なお声も
多数頂きました。医療が脆弱な地域にて、万が一複数の
方が発症した場合の大変さを思いお断りの説明を繰り返
すしかない、とても切ない日々でした。 
そして、それだけ必要としてくださっていることに改
めて気づくことができた日々でもありました。 
全国的な緊急事態宣言下の最中、湯治で症状緩和をさ
れている方々にとっては我慢するしかなく、本当につら
い期間だったと思います。いつでも行ける場所としての
「よりどころ」が、行きたくても行けない場所となった
ことは、きっとお客様の心にも影響したのではないかと
感じます。日頃から、そうありたいという気持ちで皆様
に接していましたが、いざという時にその役割を果たせ
ていないことを痛感し、「よりどころ」という表現をた
めらう気持ちは今もまだあります。 
コロナ禍での営業は共に働くスタッフも各々不安を抱
えながら、感染対策と言う新たな業務も加わり、これま
でとは違う心身の疲労が生じましたが、今まで以上にス
タッフ全体で考え意見交換する機会は増えました。管理
元である町も現場の意見をくみ取った中で情勢にあった
営業内容を後押しして下さっています。お客様には色々
と窮屈な思いをさせてしまっていますが、皆さん本当に
よくご協力下さっています。これからもコミュニケーショ
ンを取りながら、お客様も働く者も安全にご利用頂ける
環境づくりを進めて参りたいと思っています。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
温泉利用型健康増進施設認定を得、それを機に豊富を
知って下さった人やリピーターのお客様の中にも制度利
用で来湯して下さるなど、豊富温泉としては波及効果を
感じています。 
半面、宿泊費が該当にならない、医師によっては温泉
療養指示書を書いて頂けない、諸手続きの手間の割にリ
ターンが少ない等のご意見もよく頂きます。 
受け入れる側としては有資格者(温泉利用指導者、健康
運動指導士)の確保、医療費控除に関する対応はすべて無
料で行っているので事務処理等の結構な負担が増える中、
ふれあいセンターの大きな収入にはなかなか結び付かな
い現状があります。 
制度そのものの周知はまだまだ道半ばと感じています
が、日本温泉気候物理医学会や温泉療法医会等の積極的
なご協力を頂いています。 
そもそもこんなに良い温泉を町民の皆さんにもっとご
利用頂きたいという思いは理事者はじめ関わる者の多く
が感じ、現場でも町民利用促進に向けた色々なアイデア
を出したところでしたが、コロナ禍となり積極的に取り
掛かれていないのは残念です。 
豊富温泉は類まれなる恵まれた泉質から、効能の特異
性をご利用の方々に感じて頂けやすいと思いますが、全
国に約3,000あると言われている温泉も、それぞれ疾病
予防や症状からの回復、悪化防止等の力を持っていると
思います。西洋医学の最新治療だけでなく、古くからあ
る身近な温泉を医療に近い位置づけで見直して頂けるよ
うな施策に向かってほしいと思います。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
いつも戦略的な企画をありがたく思うのですが、なか
なか地方から伺うことができずにいます。今月行われる
月例研究会だけでなく、ぜひ今後もオンラインでの聴講
の機会をご検討願います。 
また、コロナ禍でワーケーションへの期待がぐんと進
みました。働きながら今までより少し長く湯治滞在でき
ることは、今後地方の温泉地にとっても明るい材料とな
ります。 
何をするにも経済的にゆとりのない小さな温泉に活力
を頂けるノウハウや、活用できる施策などご教授頂けた
ら幸いです。 

齋藤 真由美 豊富町ふれあいセンター 健康相談員（保健師）

温泉利用指導者　健康運動指導士
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4. その他 
豊富温泉の場合は皮膚症状の改善が目に見える形で感
じられ、相乗効果として気持ちの向上も図られているよ
うです。メンタルヘルスの問題はコロナで更に増加のリ

スクが高まっているように思いますが、内服薬で治療す
るだけでは限界を感じます。 
温泉は観光資源のイメージが先行しているように思わ
れますが、「温泉に行く=健康づくり」と誰もが感じて
下さるようになっていってほしいです。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
太陽が毎日登ると同じ確実さで、新型ウイルスが発生
します。突然、この言葉は毎日何千回聞かされるように
なってすぐに“おかしい”と思いました。実は、2020年の
成人式の日に新横浜でたくさんの振り袖姿を観た時の事
でした。若者たちはみんな、例外なしに、スマホを手に
持っているのを見て、思いました：誰かが、どこからか、
変な情報、命令など流したら、この人達はそれを真に受
け入れて、信じて、行動するだろう。ゾクッと来ました。
まさか、たった数週間後にこのことが起きるのは、想像
しなかったですが、やはり、大げさだと思いました。 
世界的な動きを観ても、おかしいと思ったこともいく
つがありますが、日本の温泉状態などと関係がないので、
省略します。また突然の学校閉鎖になった時にも、意味
が分からなくて、そして、国境も閉まり、戦争状態と感
じました。 
幸いなことに2月末に予定通りに友人と家族で念願の
温泉旅行にも行けて、嬉しかったです。 
7月8月にも予定をたてて、温泉に行きました。秋にま
た毎月何回も行きました。Go Toでどこでも大歓迎され
て、もっと行きたいと思いました。具体的な場所なども
書けますが、書かなくても大丈夫でしょう。11月から2
月にかけて月に一回、全部で4回東北旅行に行きました。
素晴らしいところ、人、温泉を体験できて、思いがけな
く、日本を満喫しています。私の外国籍の友人の何人か
も同じように、日本の素晴らしい温泉地、文化を（再）
発見して、とても嬉しいです。欧米よりは日本の制限が
緩くて、感謝しています！ 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
テレワークが普及することによって、どこでも仕事が
できるようになったら、温泉旅館に拠点を置いて、旅を
しながら、人生を楽しむ人が増えてほしいです。子供が
いる家族もこのようなライフスタイルを歩むのには勇気
が必要かもしれませんが、“新しい生活様式”って悪いだ
けではないと思いたいです。 
以前からも言いましたが、今までの日本人の温泉の楽
しみ方が“一泊二食”では、もったいないだけではなくて、
身体に悪いです。少なくとも2泊同じ所に泊まって、ゆっ
くりするのは前提だと思います。できれば、1～3週間素

泊まりか素朴な家庭料理を出してくれる所で、気楽に泊
まれる宿が増えてほしいです。ヨーロッパでも旅行して
いた時に、一泊のみで予約しようとしたら、嫌がられる
ところも少なくありませんでした。やはり、毎日シーツ
を変えたりなどは大変で経済的でもないので。みんなに
とってWin-winという状態が嬉しいはずです。 
それは、一つの良い意味で“グローバリゼーション”で
しょう。いつまで“鎖国状態”が続くか分かりませんが、
日本の温泉文化を復活させるチャンスだと思います。今
まで海外に行っていた人は国内の素晴らしさを再発見す
るチャンス。現在、インターネット検索すると、まず大
手旅行会社の予約サイトにつながります。個人的は直接
宿に電話して、お声を聴いて、決めたいと思いますので、
個々の宿泊施設にアクセスしやすければ、嬉しいです。
どっちかが宿に経済的か分かりませんが（大手に委託す
るか、自分たちで電話に出るか）。施設の大きさにもよ
りますが、私は家族経営の施設のほうを応援したいです。

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
健康と温泉フォーラムのご活動をいつも通りに再開し
ていただきたいです。人と人のコミュニケーションは人
間にとって第一の栄養源だと思います。そして、微生物
とも遺伝子レベルでのコミュニケーションをしないとい
けません。いつまでも一つだけのものを怖がって、避け
ようとするのはあまりにも不自然です。因みに、私の思
うコミュニケーションに次ぐ次の栄養源（重要性順に：
太陽、空気、水、そして、やっと5番目は食事です）な
ので、人間の健康に欠かせないものを与えたら、自然に
生きることができると思います。いろんな“予防対策”に
よって、それらが欠けることで、病気が深いレベルに広
がります。簡単に言いますと、ウイルス感染の死亡者よ
り自殺者の数が日本では多いです（2020年）。年齢層
も考えると日本の将来は危機感を覚えるはずです。 
日本の素晴らしい自然と文化を快く活用して、明るい
未来を築きたいと思います。 

4. その他 
お声をかけて下さって、幸栄です。正直に書かせてい
ただきましたので、かなり“意外”な回答になったかもし
れませんが、お許しくださいませ。 

ミハエラ・シェルブレア ホメオパス　医学博士
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1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
新型コロナウイルス(COVID-19)のパンデミックによ
り、私たちの生活や、働き方が急激に変化しました。リ
モートワークやオンラインでのモニターを介したかかわ
りが多くなり、人の体温を感じる会話が少なくなってき
たように感じます。 
弊社でも、県を跨ぐ出張、旅行は制限され、社内での
会議、ミーティングも距離を取ってバラバラに着席し、
研修もオンラインになるなどお互いの顔を見て話し合う
ということがほとんどなくなりました。大学生である我
が子たち(薬学、看護)も自宅にこもってオンライン授業
を受けている状況で、病院実習も1時間程で終了とのこ
とです。このようなことで資格を取得してから、医療現
場で通用できるのかと不安を感じます。 
感染を恐れて閉じこもっているばかりでも限界があり
ます。たまには温泉に入って気分転換をしたいというの
も自然の欲求ではないでしょうか。温泉に入って体温を
上げることは免疫力の向上に繋がると考えられています。
温泉だけではなく適度な運動も体温を上げてくれます。
免疫力の向上は、新型コロナウイルス感染に対しても、
その発症や重症化の予防に何らかの効果があると思われ、
そのような基本的な体づくりが必要ではないかと感じて
います。温泉地に関しては、コロナ禍での感染対策とし
て不特定多数の人たちの接触を避けるため、家族風呂や、
客室に温泉が設置されている旅館の需要が高まっている
と思われます。酸ヶ湯の千人風呂のような大浴場での感
染リスクは実際にはどうなのでしょうか？現時点で有効
と考えられているできる限りの感染対策を行なって営業

を続けていますが、営業と感染リスク回避のバランスを
とることはとても難しいと感じています。 
2. 日本の温泉の今後のあり方 
本来温泉保養施設は人と人とのつながりが基本であり、
見知らぬ人どうしの接触が当たり前で、感染症に対して
は脆い面があります。温泉にはいることそのものは問題
なくても、温泉を取り巻く環境が感染についてはリスク
となります。昔から温泉地を訪れる人たちには、温泉に
魅力を感じて訪れる人や温泉を中心とした保養施設の利
用および人とのふれあいを求めてくる人などいろいろで
した。コロナ禍以前の日本の観光は、グローバリゼーショ
ンの流れに乗り、国を挙げてインバウンドの増加を目指
し収益を上げることに夢中でした。その中で酸ヶ湯温泉
は、インバウンドはもともと5％くらいと少なく、日本
国内各地からの訪問客が多数でした。コロナ禍の現在も
リピーターのお客様など感染対策を十分に行いながら、
全国から多くのお客様に来ていただいています。 
パンデミックの収束にはあとどのくらいかかるのかは
わかりません。また収束後も未知のウイルスの出現の可
能性もあり、しばらくは感染対策と生活とを切り離して
考えることはできないでしょう。感染対策を強化すれ
ば、宿泊者を無闇に増やすことはできません。収益をあ
げなければ経営が立ち行かなくなります。新型コロナウ
イルス蔓延の結果、私達の生活様式が一変しましたが、
ワクチンが全国民に行き渡り、治療薬が開発されれば、
お客様の健康と安全を守りつつ、以前のような人と人の
温かな触れ合いが戻り、活気のある温泉が復活するので
はと考えております。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
温泉に訪問する客が圧倒的に減り、温泉に関係する人々
がつらい思いをしていることを見聞きすると、なにも力
になれないことに研究者として無力感を感じる。コロナ
に対する温泉の医学的効果もまだ分からないことが多く
メディアへの発信もできずにいる。感染の危険性が排除
できれば温泉はコロナのストレスの緩和にとても有益で
あると思っている。今はただ早くコロナが終息してまた
以前のように気兼ねなく温泉を楽しみことができる日々
が来ることを願っている。 
2. 日本の温泉の今後のあり方 
伝統的文化的温泉の良さは維持しつつも、一方では、
温泉の健康効果についてエビデンスの蓄積は並行して行

う必要があるだろう。高齢化を迎えての介護予防や脳血
管疾患、がんの予防への温泉の効果を科学的に示す必要
がある。そのためには一定の研究費が必要であり、以前
より貴フォーラムが提案しているような入湯税の研究費
利用が必須であると考えている。研究費が付けば自然と
温泉を研究する研究者が増えてくる。また我が国は世界
的に見ても、もっと温泉医学を研究すべき責務もあると
考えている。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
温泉業界に関しては、損得なく温泉の将来を真摯に考
えているような横断的な団体は貴フォーラムを除いて他
にない。益々期待しています。 

畑田 素子 酸ヶ湯温泉健康相談室 看護師

早坂 信哉
東京都市大学 人間科学部 学部長・教授　温泉療法専門医

一般財団法人日本健康開発財団 温泉医科学研究所長

一般社団法人日本温泉気候物理医学会 理事
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1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
コロナ禍で経済は戦後最大の危機に直面し、観光産業
も破滅的な状況である。各地の温泉も例外ではなく、大
きく影響を受けている。感染予防のための密回避で 1 日
の湯治回数、時間、浴後の休憩場利用も制限され、湯治
客が本来享受できるアメニティ等が犠牲になっている。
この苦難の時代が早期に終息することを祈る。 
今後も、新興感染症が現れることが予想されるが、ど
のような困難があっても、支持を得られるために温泉医
療の効果がより一層科学的に立証され、代替あるいは相
補医療として発展・確立させることが望まれる。 
今後、健康増進効果を前面に出して、温泉事業を展開
させていくのも一つの手段である。欧米各国にみられる
ような温泉の医療へのさらなる応用の発展が期待される。

2. 日本の温泉の今後のあり方 
最先端医療技術を用いて疾患の原因を取り除く対症療
法と異なり、温泉療法は自然豊かな温泉地で静養しなが
ら様々な化学成分を含む温泉水の薬理作用や温熱、静水
圧などの物理作用を利用して自己治癒力で治す根本療法
に分類される。 
ヨーロッパでは専門医の指導の下、医療行為の一環と
して保険適用で温泉療養が行われている。かたや、わが
国では保険適用こそされていないが、施設の利用料金、
施設までの交通費については所得税の医療費控除を受け
ることができる厚生労働省認定の温泉利用型健康増進施
設が22施設あり、年々利用頻度が増加している。今後、
温泉療法の効用の理解が進み、温泉利用型健康増進施設
の医療費控除範囲の拡大とともに医療との連携が強化さ
れることが望まれる。温泉療法が欧州諸国のように保険
診療の枠組みに組み込まれるようになれば、ハードルが
下がり、健康医療増進にさらに寄与できるようになる。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
　とにかくコロナ感染者、クラスターを出さないことが
一番です。新型コロナウイルスは熱に対しては90℃程度
以上15分間で不活化されるという報告はあるが、40～42
℃、湿度60%程度の浴室で感染力が弱まることは考えに
くいと思います。浴室などは湿度も高く飛沫感染や接触
感染も起こりうると考えたほうがよく、浴室では人の密
集を控えて、定期的な換気や入浴時間の分散、浴室の清
潔保持などは重要であると思います。専門家の中にはコ
ロナ禍の収束にはまだ数年はかかると言っている人もい
ます。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
　高齢化社会下なので温泉は健康福祉への期待が持たれ
ます。主に高齢者をターゲットとして、温泉地での静か
な環境、食事、散策などの総合的調節作用で心身ともに
健康維持に進めるべきだと考えます。盛りだくさんなメ
ニューよりむしろシンプルで廉価なプランが好まれる時
代になると思います。また、コロナ禍での自粛疲れやコ

ロナ鬱などストレスを抱える人が増えています。今だか
らこそ、温泉施設で疲れた心を癒すのに期待されます。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
　興味のあるテーマですが、開催日が平日なので、可能
なら週末に開催していただければありがたいです。また、
オンラインで視聴が可能となれば、参加者は増えてくる
と思います。既に多くの学会ではWeb形式になっていま
す。テーマは種々のテーマとのバランスを保つようにお
願いしたい。 

4. その他 
　温める効果（温熱作用）だけならサウナ入浴での効果
があるが、温泉には都会にはない“静かな環境”があり、
このことを売りにすべきです。しかし現状では温泉への
利用者の増加は期待し難い。温泉入浴が病気の重症化を
抑え、医療費の低減や介護度の軽減に役立っていること
を明らかにするのは大切ではないかと思います。 

藤澤 重樹 医療法人社団アップル会 藤澤皮膚科 院長　温泉療法医

牧野 直樹
九州大学 名誉教授　温泉療法専門医

一般社団法人日本温泉気候物理医学会 温泉療法医会 会長
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研究・教育 

政策の錯綜と、それに翻弄された温泉 
　コロナ禍への政府の対応は、移動を抑制したかと思え
ばキャンペーンを行なって喚起に転じるなど二転三転し
た。有識者からは、こうした政策の錯綜と、そのたびに
温泉地とその関係者が翻弄されたことへの反省が寄せら
れた。「個人の自発的な動機からの旅行に多額の補助で
モチベーションをあおるやり方への嫌悪感、これが常態
化した後の反動を心配する声が強い。財政問題のみなら
ず今後の温泉旅行動向にどう影響を与えるのか憂慮され
る」（石川氏）とはその通りだろう。

旅・温泉の価値を問い直す 
　感染症対策に欠かせないこととはいえ、旅は不要不急
のものとして仕分けられ、抑制された。そうした状況を
目の当たりにするなかで、旅や温泉の価値を問い直す必
要を指摘する意見が多く寄せられた。旅が人々の人生や
人間形成において果たしてきた役割（後藤氏）、旅や交
流を通じて社会や文化が育まれてきたこと（坂本）を再
認識する必要がある。
　旅行客が激減するなかで浮かび上がったのは、地域の
人々の癒しと健康増進の場としての温泉であり、そうし
た人々によって温泉が支えられていることだった（石川
氏）。こうした人々の存在を再確認することを通じて、
「国民共有の資源としての温泉」（滝沢氏）としての評
価は広がっていくのではないか。「温泉は誰のものか」
という問いは、温泉法における「公益」の定義（甘露寺
氏）に直結する議論でもある。

温泉や温泉地の多様な可能性を追求する 
　コロナ禍以前から、多くの温泉地が高齢化や人材の問
題など（大塚氏）により苦境に立たされていたことも事
実である。「温泉まちづくり」（大野氏）やエリアマネ
ジメント（坂本）など新しい手法や考え方を取り入れ、
観光以外の需要も含めて温泉の多様な可能性を模索しな
がら、温泉地を次世代に受け継いでいく努力（井上氏）
が求められる。ウエルネスの場として温泉地を捉え（森
田氏）、滞在空間としての温泉地の魅力を追求（桃井氏）
することは、湯治文化の再評価（石田氏）やワーケーショ
ン等の普及にも寄与するだろう。
　現代医学の粋を尽くしたワクチンがコロナウイルスを
封じ込めようとしているが、はたしてそれが根本的な解
決になるのかを考えたときに、並行して自己免疫力を向
上する方策が不可欠であり、そのためには、免疫力を高
める場として温泉を再評価（石田氏ら）し、ヘルスツー

リズムや温泉の療養利用のさらなる展開を図っていくこ
とが大切である。ただし、それは海外の事例の直輸入で
はなく、日本の温泉（地）の特性などをふまえたもので
なければならない（森田氏）し、温泉を療養の場として
積極的に活用していくためには、医学的なエビデンスの
追究とその蓄積・共有の仕組みが欠かせない（関口氏）。

識者からは、こうして温泉や温泉地の多様な可能性を
追求するための財源として、入湯税への関心も寄せられ
た。関係者それぞれの思いが交錯する難しいテーマでは
あるが、しっかりと向き合って議論していきたい。

情報提供・発信のあり方 
　コロナ禍においては、感染状況や感染対策をめぐる情
報の錯綜も見られた。このことは「どんな業界でも、業
界の外の人にはわからない状況は多く、温泉業界でも科
学的な知見に基づく正確な情報発信が必要である」（滝
沢氏）との教訓につながるし、温泉法が、利用者への正
確な情報提供を促すような制度になっているかも問われ
る（甘露寺氏）だろう。

フォーラムに求められる役割 
　こうして温泉をとりまく課題が多様化するなかで、学
際的、業界横断的に活動を行なってきたフォーラムの役
割は従来以上に高まっている──これが有識者からの回
答に共通する認識であり、この認識にもとづく多くの期
待がフォーラムに寄せられた。現場での実践はもとより、
様々な分野の専門家から温泉の価値やイマジネーション
を聞いてみたい（鈴木氏）との声があった。また、これ
までフォーラムが築いてきた国際的なネットワークを生
かした活動（神崎氏）も期待されている。
　温泉に関連する領域が拡大するなかで、全体を俯瞰す
る見取り図とこれまでの歴史的蓄積を整理することの重
要性が高まっている（後藤氏）が、それもフォーラムの
責務の１つだろう。まずはフォーラムのこれまでの蓄積
を記録に残すこと（甘露寺氏）からかもしれない。

温泉を後世に受け継ぐために 
　今般のコロナ禍は、かつてのスペイン風邪と同様に後
世に語り継がれる歴史的事件の１つとなるだろう。この
歴史的事件に際して、温泉とそれに関わる私たちは何を
考え、どう行動したのか、そして災禍を越えて次にどの
ような一歩を踏み出したのか、後世から問われる運命に
ある。

（小括）　坂本 誠
政策研究大学院大学 政策プロフェッショナルプログラム 在学

特定非営利活動法人ローカル・グランドデザイン 理事
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　このコロナ禍を温泉や温泉地の本質を見つめ直す機会
（後藤氏）と捉え、これまで育んできた絆を生かしなが
ら、競争と支配ではなく「調和と協創」（桜田氏）の世
界を築くこと。「不易流行」の精神で本質を大事にしな

がら新しい価値を生み出し、受け継いでいくこと。これ
が後世に対して私たちが果たすべき役割ではないだろう
か。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
　新型コロナウイルス(COVID-19)感染問題が国内で顕
在化した2020年1月半ば以降、海外からの入国拒否に続
き、4月16日から全国に拡大した緊急事態宣言発令は温
泉地域にも深刻なダメージをもたらし、多くの宿・施設
が休業・休館、営業短縮、先行き不安等を余儀なくされ
た。 
　私が所属する日本温泉地域学会では、温泉地がこの間
どのような影響を受け、対処してきたかをできるだけ調
べて記録に残し、今後の共通課題として提示することが
責務と考えた。そこで、6月10日頃から8月初旬にかけ
て32都道府県93件に及ぶ報告を集約して整理し、2020
年9月刊行の学会誌『温泉地域研究』第35号に「新型コ
ロナウイルス感染問題が温泉地(宿・施設・団体)に及ぼ
した影響・対応等についての状況調査の報告」として掲
載した。 
　報告から、コロナ禍の影響はすでに2月段階から宿泊
キャンセルとして始まり、緊急事態宣言発令で全国的に
宿・施設がほぼ休業し、都道府県別の段階的な解除後も
5月末～6月前半まで休業が続いたことがわかった。当然、
国や自治体による支援策を利用し、助けられたが、資金
繰りの厳しさから融資を受けた宿・施設では平常体制へ
の回復の難しさから返済が危惧された。 
　この報告後には、国の「Go To トラベル」キャンペー
ンが始まった。これに期待し、一定の恩恵を受けた温泉
地・宿側にも、利用者が高額旅館に集中しがちなこと、
そもそも個人の自発的な動機からの旅行に多額の補助で
モチベーションをあおるやり方への嫌悪感、これが常態
化した後の反動を心配する声が強い。 
　コロナ禍感染の全国状況と本来地域に密着した温泉地
のあり方からすれば、旅行・宿泊支援は全国規模ではな
く、感染拡大を誘発しにくい都道府県単位や温泉地の自
主的取り組みへのサポートとして行うべき、と私は考え
る。全国キャンペーン停止の今、代わりにその方向で国
は動いているが、補助割合が相変わらず大きい“つけ”が、
財政問題のみならず今後の温泉旅行動向にどう影響を与
えるのか憂慮される。 
　先の報告書をまとめる中、あらためて温泉・温泉地の
存在意義を感じとったことがある。箱根のある温泉施設
では、ふだんから夜勤明けの医療従事者がよく利用して

いた。風呂場での湯あたりなど事故にスタッフが対応し
ていると、「自分は医者ですから、看護師ですから」と
手助けもしてくれた。それでこの間の緊急自粛要請中で
も、その方々の激務の息抜き・癒しの場を閉ざしたくな
くて、限定した営業を極力維持したという。「当館は観
光客相手の施設ではなく、近隣の人たちが安らぐ湯治場」
という意識がそれを支えていた。 
　ほかにも立地する地域性や宿・施設の特長を考えて、
休業せず、時間や対象・人数を絞った営業を続けた所が
見られた。地域の温泉公衆浴場・共同浴場としての公共
的な役割を持つ施設も同様である。温泉地(宿・施設)に
は観光・慰安・保養のみならず地域社会や人々の健康維
持・湯治という多様な側面・機能がある。コロナ禍への
対応は、そのことを浮き彫りにしたと言える。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
　コロナ禍と向き合う日々が常態化する今日、温泉地の
側も、外出・旅行を控える生活が長引く側も、温泉地(宿・
施設)の今後のあり方への模索あるいは温泉地に何を求め
るのかという新たなニーズを考え直している。 
　まず確実に言えるのは、ウイルスは絶えず変異をとげ
るものであり、ワクチンだけに頼ることはできず、結局
は人が本来備えている(自然)免疫力を保つ・高める生活
スタイルをより心がけるという自覚が高まったことであ
ろう。 
　免疫力を高めるには、セルフメディケーションにもと
づく十分な(休養)睡眠、食事、ストレス緩和、適度な運
動で心身を健やかな状態にしておくことが望ましい。そ
のとき、温泉の利用だけでなく、自然環境や情緒にも恵
まれた温泉地という「安らぎ・癒し・解放空間」の場を
訪れて滞在する意味、大切さが見えてくる。 
　日帰り・宿泊を問わず、これまでのようなせわしない
観光消費型の温泉利用だけでない、温泉場でじっくり疲
れやストレスを癒やす過ごし方が求められる。セルフメ
ディケーションに必要な「湯治場」は、遠い山間部にの
みあるわけではない。大都市圏周辺にも、源泉の提供状
態が良く、かつ安らげる湯治場的空間は存在する。泊ま
らず一日を過ごす「日がな湯治」も可能である。 
　次に、いわゆるワーケーション需要が挙げられる。先
の報告にも「今後は、単なる１泊２食付きの宿泊形態の

石川 理夫
温泉評論家

日本温泉地域学会 会長

環境省 中央環境審議会 温泉小委員会 専門委員

 30



みならず、リモートワーク拠点としての温泉宿利用や宿
泊以外の売上の創出も必要」という旅館経営者の声が寄
せられた。 
　ワーケーション需要あるいは滞在ニーズに応えるには、
共用の滞在スペースが乏しく、部屋に小さな机と椅子、
照明がなく、インターネット環境が物足りない温泉旅館
の状態では難しい。それでも温泉利用の面ではビジネス
ホテルより優性を保つ。改善には多額の投資というほど
ではなく、受け入れ設備への目配り・充実がかぎとなる。

　コロナ禍も嘆くばかりではなく、従来のあり方を見直
す機会ととらえてはどうか。従来の宿には都合良かった
１室に数名押し込み、一斉に食事させるシステムは、
「密」対策からも忌避される。ワーケーションの提起を
契機に、長らくの課題である泊・食分離や食事・滞在メ
ニューの多様化を含めて、新たな温泉地・宿経営システ
ムとして前向きに検討されて良い。 
　もう一つ、コロナ禍でも、遠来の観光客依存ではなく、
県内など地域立脚型の温泉地や宿はダメージが少なかっ
た。確かにグローバル化が促す観光・交流の拡大は、一

時の中断があっても必須の流れで、そこから生まれる需
要ニーズを温泉資源と多様な利用法、温泉地景観に優位
性・独自性を持つ日本は積極的に受けとめるべきだ。そ
の一方、温泉地は基本的に地域自立型で分散型であると
いうこと、そして温泉地は本来「湯治場」から出発した
という温泉利活用の原点を見落としてはいけないだろう。

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
　健康と温泉フォーラムは、全国の温泉地関係者と国や
自治体の行政担当者が共に集い、論議する場であるとい
う独自性と実践力を備えている。このネットワークの優
位性を活かした発信活動に期待したい。 

4. その他 
上記の2.に掲げられた課題はどれも重要である。私自
身、温泉地の歴史文化研究を続ける中で、喫緊のテーマ
では「温泉文化の保護と活用」に取り組みたいと考えて
いる。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
　感染症がもたらす負の側面から、ともすればコロナ禍
の悪い面ばかりが強調されるきらいがある中で、日本の
入浴文化は感染症に対する免疫効果作用があるとして再
評価された感があります。欧米が爆発的な感染者数増加
に頭を悩ませている最中、相対的には日本の感染者数の
増加率は低い傾向があります。 
　一概には断定できないものの、一つの仮説として日本
の生活習慣が感染拡大防止に寄与していることも一理あ
るのではないかと思います。浴槽を使用する入浴習慣、
全国約3,000か所の温泉地、共同浴場を備えた温浴施設、
整った洗い場等の個別の要素を加味すれば、その効果た
るや如何ばかりかと推し量ることができます。 
　定性的な印象のみ展開するのではなく、この問題に対
して研究者が検証してゆくことも必要ではないかと感じ
る次第です。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
　日本固有の温泉資源の活用法として、古くからの湯治
文化を今こそ再評価すべきと考えます。温泉の利活用が
手伝って今日の入浴文化が形成されたのは有識者の見解
で論を待たないところですが、身体と精神両面での効能
が新たな湯治文化に繋がるように思います。身体面では
西洋医学を中心とした薬事療法により伝統的な温泉療養
の分野が絞られつつあるのに対して、昨今のコロナ禍も

手伝ってか心身の療養を求める人たちが増加しているよ
うに感じます。 
　一口に温泉資源といいながら、その活用方は千差万別
です。地域振興策で大切なのは地域資源を発掘して磨い
て光らせる活動です。古くからある温泉はともすれば総
花的に高評価を得る反面、地域コンテンツとして特定化
するには何を際立たせればいいのか判断に迷うケースが
あります。 
　効能は一概に言えないにしても、せめて代表的な特徴
を明らかにして利用者に訴える時期ではないでしょうか。
例えば油分を含んだ豊富温泉、炭酸泉の長湯温泉などは
特徴が明らかですが、特色化しにくい温泉地も敢えてそ
の特徴を前面に出すことは利用者のすそ野を広げる意味
で大切な要素と思います。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
　ここまで多方面に亘って正面から温泉文化を研究する
団体は他に類を見ないと思います。正直、取り留めのな
い活動とも言えなくもありませんが、不偏不党の精神で
純粋に温泉文化を突き詰める活動はより広範囲な展開が
必要ではないかと思います。 
　他の温泉関係団体との交流やネットワークづくりにも
注力して、活動の幅を広げていくことが必要です。今回
のWeb化への取り組みは新たなチャレンジですし、この
ネットワークを拡散していくことは今後の検討課題と思
います。 

石田 心
一般財団法人日本健康開発財団 代表理事 理事長
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4. その他 
　早晩、コロナ禍を経て「新しい正常」のもとで、新た
な温泉の利活用文化が定着してくると思います。ワーケー
ションが象徴的ですが、そこから派生する動きもあるか
もしれません。地域の改革旗手には様々な方々がいらっ
しゃると伺っていますので、こうした成功事例を独占す

るのではなく共有していくことが何よりも重要と思いま
す。 
　諸外国からの来訪者も必ずや復活します。日本は水資
源、森林資源、海洋資源に満ち溢れた広義の資源大国で
す。その中心にあるのが「温泉」であるのは衆目の一致
することですので、SNSの盛んなご時世にアピール法を
大いに工夫して、更なる温泉資源の利活用を進めてゆく
ことが肝要と考えます。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
　COVID-19により人の流れは大きく制限されている。
日本全体に及ぶこの人流の制限は温泉地のみならず各観
光地にとっての大きな危機である。近年においても人の
流れを止める危機は何度もあった。バブル崩壊、リーマ
ンショック、震災をはじめとする自然災害など。しかし
今回はこれまでのそれらとは、先行きの見えない長期化、
日本全体の共通危機という点で、また、動く側、迎える
側双方が不安と行動を制限しなければならない点におい
ても大きく異なる。危機を乗り越える糸口は、個々の地
域・温泉地だけで見出せるものでない。 
こうした状況下ある意味では、同じ状態に置かれてい
ることからそこには競争性が生まれていない。 
しかし、再び人の動きが始まった時には、以前にもま
して互いに競争状況となること、そして数と経済の論理
が優先されるだろう。失ったものを取り戻すために。こ
れまでの被災時や災害復興のprocessに見られたように、
危機においては地域の特徴・課題が浮き彫りにされる。
いわば被災の真っただ中にある今だからこそ、立ち止まっ
て、これらの課題を直視し、これからの目指す方向性を
じっくりと考え、来る日に向けて準備をする絶好の機会
ではないだろうか。危機を好機にできるかどうか。各温
泉地が人流の止まった状態の中にじっくり腰を据えて考
えるチャンスに転換することが望まれる。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
「日本の温泉の今後のあり方」といった命題は、とる
べき一つの方向性ありきを想像させる。そうではなく、
それぞれが、それぞれの場所の特徴にあった今後のあり
方を模索し、取り組み、その結果として生まれる日本の
温泉地の多様性が大切なのではないだろうか。 
振り返ってみると、一つのテーマパークが成功すれば
どこもかしこも外国名を冠したテーマパークを目指した
結果、その多くは今見る影もない。また総合保養地整備
法（リゾート法）の下に各自治体がこぞってリゾート開
発に取り組んだが、ほとんどが頓挫し、環境破壊と地域
破壊の爪痕を残した。〇●原宿と言われた観光地も同様

である。私たちはこれら失敗の歴史から多くを学ぶこと
ができる。 
環境省では誰もが楽しめる「温泉」をさらに普及させ
地域を活性化させる試みとして、また、現代のライフス
タイルに合った温泉地の過ごし方として「新・湯治」構
想を打ち出した。以来、「新・湯治」「プチ湯治」「現
代湯治」などの言葉を目にすることが多くなったような
気がする。 
泉質や地形の特徴、積み重ねてきた歴史や文化の重み、
受け継がれてきた生業の多様性等、それぞれの温泉地に
は、「他とは異なる文脈を持つその地らしさ」が有るは
ずと思う。だから温泉地を継承していくプレイヤーは、
その場所が故の温泉を舞台に、時代に応じた新しい視点
を持ちながら演じていけばいいのでは。舞台を選び、演
技にも加わろうとする観客の置かれた年代、価値観、興
味関心などは多様であるとともに、一方、何かに刺激さ
れればその都度大きく揺れ動く不安定さを持っている。 
この多様な観客が喜び、満足する姿に接することが、
プレイヤーにとっての喜びである。問題は、そのために、
観客・観光客の多様性に合わせようとすればするほど、
どの舞台すなわち場所も個性の薄れた、その地らしさを
失くした平均的な場所になってしまうことである。他所
で人気を得たモノ、コトの取り入れは、何処にでもある
ものとして飽きられやすい。 
人が何度も訪れたいと思う温泉地は数多くある。これ
らから学び、長続きする飽きられない場所であるために、
それぞれの個性をアピールできる舞台の品揃えが必要で
あろう。 
① 地域の個性は地域の文脈の上にあるということ。 
新しく変化していく舞台づくりの選択肢は、グローバ
ル化を図る、健康づくり、ウェルビーイングを目指して、
ソーシャルツーリズムを可能に、予防医療としての温泉
の積極的活用、ハレの日の楽しみの場所づくり、等たく
さんある。その際、先述の地域の歴史が積み重ねてきた
もの、すなわち地域の文脈を土台とし、しっかり活かし
つつ、社会や人々の変化に対応するイノベーションを図

井上 晶子
立教大学観光研究所 特任研究員

杏林大学 特任講師

特定非営利活動法人健康と温泉フォーラム 専門委員
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ることによって新しさの中に他とは異なる地域の個性が
息づいてくる。 
②　見える化（可視化）を図るということ。 
この地域の文脈は、コト、モノ、ヒトを媒介として見
える化を図ることができる。どの観光地に行ってもどこ
の町にも見られるイルミネーションを例に見てみよう。
光るもの、瞬くものは確かに魅惑的であり人の目を惹き、
心を弾ませる。しかし、何処にでもあるツリー状に青く
光るLEDのつながりは、次第にまたここでもかと思わせ
るようになり、飽きが来る。雪の回廊に作られた小さな
窓のろうそくの黄色い揺らめきは（たとえそれが同じく
LEDであったとしても）、村の家々の窓明かりのなつか
しさに触れるような、または、かまくらの素朴な光景を
連想させることで、その地域らしさの見える化が図られ
ていると言える。 
どこかに行きたいと思うとき最初に浮かぶのは訪れた
地で交わりのあった人とその場所である。その地の文脈
を背景に持つヒトは、その場所らしさを最もリアルに魅
力的に「見える化」しているのだからだと思う。 
文脈とはヒトをも含む地域の総体の姿であり、「見え
る化」を図る手段を通じて、物語性を持った他とは違う
場所（舞台）として浮き彫りにされ（スポットライトが
あてられ）、人々（観客）から選ばれる場所となるので
はないか。そこには、その地にあった療養、保養、楽し
みの温泉地の姿が有る。 
③　温泉地の総体としての取り組みであるということ。 
　　震災復興過程において、平常時にはつながりがなかっ
た業種、人たちがつながることによって、危機を乗り越
え、新しい仕組みや事業を生み出している姿が見られる。
同じように　COVID-19により、温泉地が危機状況に
あっても、人のつながり、組合組織や業種間の連携によっ
て次々に新事業が生み出されている温泉地の事例が報告
されている。 
歴史が有ればあるほど相互利害が伴う中での縦と横の
連携の難しさはあるが、その地の人々のつながりの柔軟
性が危機状況を超える地域力となり、新たな創造がなさ
れる発想力となる。内部のまなざしだけでは見えないこ
とを、時には外部のまなざしが気づかせてくれる場合も
ある。地域力となる連携は、自らの垣根を内に向けても
外に向けても取り払うことであろう。 
④　持続性のある取り組みに向けて。 
志や行動の持続性を担保するには経済的裏付けが必要
である。事業の立ち上がりにおいて諸制度を活かした資
金獲得ができてもその継続性には問題がある。折角の事
業もいつの間にか消えていくことが少なくない。継続性
を如何に担保するかの観点からその対応策の一つとして、
語りつくされた課題であるかもしれないが、入湯税への
注目が有る。 
今、誰もが語るキーワード「持続性（SDGｓ）」をど
のように実際の温泉地に適用していくのかがなかなか見

えにくい。持続性を実現する一つとして、「レスポンシ
ブル・ツーリズム」の考え方が有る。観光客が自らの意
識や行動にも一定の責任をもつことで、より良い観光地
を作っていこうという動き、すなわち「責任ある観光」
である。これは受け入れ側にも言えることである。資源
（温泉など）を利用した人たち（温泉利用者）が、利用
する者の責任という立場から、また資源を末永く守り活
用するという資源提供者側の立場から、議論しつくされ
たかに見える入湯税の課題を、今一度、新しい視点から、
再度整理しなおすことができるかもしれない。すべての
温泉地の共通課題として。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
日本型のワーケーション・ブリージャーの意義が、働
き方改革や地方創生と紐づけした人口創出策、新たな旅
のあり方として等、様々な視点から語られている。 
多くの温泉地においても温泉、自然環境、湯治文化な
どを背景に取り組みが進められている。こうした仕事と
休暇、ビジネスとレジャーを組み合わせる新しい価値観
に基づくライフスタイルは、COVID-19収束後において、
どのような層にどのよう形で定着していくのだろうか。
二拠点居住や移住に結びついていくのだろうか。交流人
口としてステイクホルダーである地域社会とどのような
関係が構築されるのだろうか。 
長期視点に立って、その構造を見極めていくことは当
フォーラムにとって、また各温泉地にとっても興味深い
テーマとなるのでは。 

4. その他 
・場所を創造する人を育てる 
上記の、２.や３.を考え実施するにおいて最も重要な
のは「人材」であろう。多くの温泉の立地状況を見た場
合、地域全体の高齢化がますます進む。そうした中で、
腰を据え、その地を継承する人材がどのように生まれ、
育てられるのか。今注目されている関係人口も、地域の
人たちの支えがあっての関係人口である。次代の人材育
てが注目される。 
・家族経営的な旅館がどのような方向を辿るか 
　将来戦略として、高付加価値による富裕層をターゲッ
トに・・・・と語られることが多い現在、一方では、日
常を暮らすように過ごす温泉地特有の生活スタイルの提
供も重要である。こうした環境を提供できる家族経営的
な宿の継承がどのような形で成されていくのかにも、長
期的視点を持って関心を払いたい。量から質への転換は
重要なコンセプトである。しかし質を高めるとはどうい
うことなのか、高付加価値は重要だが、その言葉の後
に、富裕層、時間的経済的に余裕がある訪日外国人の言
葉が続くことが多い場合には、疑問である。 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1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
・「観光のパラダイムシフト」から「温泉地のパラダイ
ムシフト」へ 
近代観光は、産業革命による経済発展、近代交通の発

達、旅行業の発達による利便性の向上など、人々の観光
行動を阻害する「経済的距離」「時間的な距離」「心理
的距離」が短縮されたことに伴い発達した。今回のパン
デミックは、世界的な人々の移動禁止を中心に、近現代
において旅の発展をさせた「旅の諸条件」が一時的に失
われ、世界規模で観光産業に大きな影響を与えた。当面
の間は観光を目的とした海外への渡航、団体での観光行
動などは避けられるだろう。これらは第二次世界大戦後
に発達したマスツーリズム（大衆観光）において、代表
的な観光行動であった。パラダイムとは一般的に「ある
時代や分野において支配的規範となる『モノの見方や捉
え方』」といわれるが、我々はまさに「観光のパラダイ
ムシフト」ともいえる時代の転換点を迎えたといえよう。

一方で、人々が抱く旅への欲求はどうであろうか。コ
ロナ禍においても休日には海岸やキャンプ場などが賑わっ
たほか、2020年は「マイクロツーリズム」「ワーケー
ション」「オンラインツアー」などが話題となった。旅
行者、観光産業関係者などが、コロナ禍において新たな
観光行動を模索した結果といえるが、旅をすることが困
難な状況においても、旅をしたいという人々の思い自体
は失われてはいないことを示していた。 
コロナ禍が終焉すれば、長らく抑えられていた人々の

旅への思いが花開くだろう。しかし、それは単なる従来
の「旅の形式」の復活ではないだろう。コロナ禍におい
て我々が直面した課題の数々は単なる行動の規制ではな
く、従来のモノの見方では予想しえなかった「現実」で
あった。新たな時代の旅において、日本の代表的な観光
地である温泉地がどう対応するのか、「温泉地のパラダ
イムシフト」が問われる時代になるだろう。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
・「持続可能な温泉地づくり－温泉の特性と地域の個性
を生かした滞在の魅力づくり－」 
今後のあり方を大別すると、①温泉資源の特性を生か

した利用、②個性を生かした温泉地の地域づくりの２点
があるのではないだろうか。 
①は、温泉資源の適正な利用とともに特性を生かした

社会的な活用だといえよう。長期的な視点でいえば、超
高齢化社会を迎えるなか、人々の心身の健康が社会的な
課題となる。コロナ禍は、我々に「健康の大切さ」を改
めて認識させた。今後は「未病」も含めた多角的な温泉

利用が求められる。しかし、医療的な利用には健康保険
制度を始め課題も多い。医学的なエビデンスも含め、長
期的な取り組みが必要となろう。 
　②は、温泉地をどう持続的に維持するのかという課題
である。歴史的に温泉地は、人々の心身の健康、癒しと
楽しみの場であり、交流の場でもあった。「観光とは記
号化された価値の消費である」ともいわれる。マスツー
リズムにおいて誕生した「金太郎あめ」のような紋切り
型な温泉地は、温泉地に行き典型的な過ごし方をするこ
と自体に意味があった時代には一つの価値として成立し
えた。 
しかし、観光行動が多様化するなかでは、各地域に新

たな「価値」の創出が求められるだろう。実際に地域の
歴史と文化、固有性と魅力を理解して、まちづくりに取
り組んでいる温泉地は、個性的な顔をもつ場として集客
に成功する事例が多くみられる。また、温泉地は、宿泊
産業が集積している場でもあり、多くの人々が訪問して
も、日帰り観光地では持続的な発展が難しい。長期的な
視点でいえば、温泉地、宿泊施設ともに短期滞在ではな
く、中・長期滞在ができる場への整備が望ましいといえ
よう。これには地域住民、観光産業、観光行政の相互理
解と協力が欠かせず、それを担える観光人材の育成と活
動を支える財源が求められるだろう。 
コロナ禍が終焉した後、短期的には国内で安心して楽

しめる観光地に人が集まるだろう。温泉施設では体験で
きない価値をいかに提供するのか、それに成功した時、
新たな顧客とともにリピーターを得ることにもつながる
だろう。温泉地が単なる旅の通過地点ではなく、目的地
の一つになるように、各地域の特徴を理解し、個性を生
かした滞在の魅力創出が必要不可欠である。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
・「温泉の過去・現状・未来を語る広場としての役割」 
健康と温泉フォーラムの活動は、温泉の本質を多様な

側面から問うとともに、温泉・温泉地の保護と活性化に
ついて提言を行ってきた。まさに、産官学のプラット
フォームとして、温泉の過去と本質の理解、促進に努め
るとともに、現状を分析し、未来について議論をするこ
とを通して、関係者、地域の交流の場として機能してい
る。 
今後も健康と温泉に関わる社会的課題を議論し、温泉

の保護・社会的活用の増進に取り組むとともに、①一般
の人に対しても温泉への理解と知識の普及をもたらす場、
②温泉地の諸課題を探求する場の2つの役割を期待した
い。フォーラムは、古代ローマの公共広場に発し、今日
では、広く公共的討論の場としての意味を持つ。今後、

内田 彩
東洋大学 国際観光学部 准教授

一般社団法人日本温泉協会 学術委員
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温泉と健康に興味を持つ人々に対して広く開かれた
「フォーラム」としてさらに発展することを期待してい
る。 

4. その他 
・「温泉文化を継承する人材育成」 
　温泉地が抱える課題は多いが、温泉地が持続的に発展
するためには、温泉地を内外から支える「人材育成」が
必要ではないかと感じる。従来の湯治文化では、祖父母
や親に連れられて、幼児期から湯治に訪れており、温泉
地の滞在習慣、滞在することの意味が温泉文化として継
承されてきていた。近年では湯治場の減少だけではなく、

地域の高齢化、旅行者の温泉地離れ、大学附属温泉医学
研究施設の閉鎖など、多様な場面において次世代を担う
若者と温泉地の接点が失われつつある。大学教員として
温泉関連科目を担当しているが、温泉好きの学生は多い
が、温泉の特質と温泉地の多様な個性を理解している学
生は極めて少数であると感じる。 
観光地、温泉地ともに、「パラダイムシフト」をむか

えるなか、温泉という資源を理解し、温泉文化を継承・
構築し、温泉地の活性化に貢献できる人材をいかに育成
するのか。健康と温泉フォーラムをはじめ、産学連携の
場、温泉地の広域連携の場を生かし、自らも模索してい
く必要があると考えている。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
新型コロナウイルス感染症拡大という禍により、私た
ちをとりまく生活環境は、大きく変えざるを得なくなり
ました。緊急事態宣言により、温泉地では温泉の利用施
設の営業を制限せざるをえない状況も繰り返し続きまし
たが、そのような中で温泉の宅配サービスや、温泉地の
動画配信など様々な取り組みが、紹介され人々の心を温
めました。新型コロナウイルス禍の状況下では、各温泉
地でいろいろな取り組みが行われていますが、これまで
の常識にとらわれない対応が求められています。 
新型コロナウイルス感染の収束による事業再開と感染
拡大に伴う事業の制限は、今後も繰り返され、平時に戻
るまでまだ時間を要すると考えられます。新型コロナウ
イルスのウイルスに対する抗体の持続性は、不明ですが、
発症後6か月程度と言われていますので、ワクチン接種
が広まっても、今後は、感染症予防対策を意識した旅行
が求められると予想されます。しかし、今、人々はこれ
まで以上に旅に出て温泉に入り癒やされたいと強く願っ
ています。Go To トラベルキャンペーン等の効果も大き
かったとは思いますが、感染者が少なくなり、感染症対
策が行われ安全さえ確保されていれば、観光においての
回復は比較的早いことは既に立証されています。１日も
早い収束を願うばかりです。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
利用客数は減少傾向にあり、インバウンド頼みの温泉
地では、現在、旅館の休業や閉鎖が相次いでおり良くな
い状態にあります。テレワークやワーケーション等の新
しい利用も含めて国内の需要をあらためて見直す必要が
あるでしょう。 
今後は、温泉の設備更新等が進まず更に老朽化が進行
してしまうことが危惧されます。また、設備を管理する
人材不足も心配されます。人材育成については温泉地で
働く人だけでなく、研究者等も少なくなっており、緊急
の課題だと思います。 

気候変動に伴って発生する異常気象や、地震等への大
規模災害への対応も課題です。温泉地で働く人も宿泊客
も、どんどん高齢化し、建物も古くなっていますので注
意が必要と思われます。 
温泉文化について、私は知見を有しないためよくわか
りませんが、その土地に伝わる昔からの温泉利用（入浴
法、料理や熱利用など）を多くの人に知ってもらい次世
代へ伝える仕組みがあれば良いなと感じております。 
近年は、温泉の利用に求められる内容は多様化し、温
泉熱の有効活用が期待されています。ただし、温泉は、
多種多様な種類があり、各々異なる特性、成因を持って
います。温泉を真に有効活用するためには、その科学的
特性を良く調べた上で計画する必要があります。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
急激にかつ大きく変化してゆく社会環境の中で、温泉
地はどう適応していくか、調査・研究を継続することが
大切だと感じています。このような研究を広くまた長期
に渡って続けられている貴法人の役割は非常に大きく今
後も期待しています。 

4. その他 
新型コロナウイルス禍により、これまでの旅行の価値
観は変わったかもしれませんが、温泉地に行って癒やさ
れたいという人々の願いについては変わらず、むしろよ
り強くなっているように感じます。現在の新型コロナウ
イルスにおける問題が落ち着けば、必ず温泉地の観光客
数は復活すると期待しています。ただし、同様の感染症
による禍は今後も発生するおそれがあり、感染症対策に
ついては今後もある程度は続くと予想され、そのコスト
などが課題だと思います。 
温泉に求められることも時代と共に多様化しています。
温泉の更なる活用が、地域活性化や温暖化対策等に貢献
することを願います。

大塚 晃弘 公益財団法人中央温泉研究所 主任研究員
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温泉地の新たな活用法は、これまでの経営の改善や雇
用・観光客増加など更なる地域活性化が期待されます。
ただし、一時的なものではなく持続的に永く使える方法
でなくては、課題解決には繋がりません。 

上記質問2.で回答記入しました温泉地や観光客の高齢
化や人材の問題、災害対応の問題、多様化する温泉への
ニーズについての対応など今後も将来への課題は数多く
あります。より多くの人で知恵を集めて課題解決に取り
組む必要があると感じております。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
新型コロナウイルス対策による移動制限・会食制限に
より、旅行・観光は未曾有の需要消滅に直面しているが、
今後のワクチン接種により安心感を持って旅行ができる
ようになるまであと１年、そしてインフルエンザと同様
に新型コロナと共存できるようになるまでプラス１年が
観光・旅行の回復までの期間と考えられる。 
この期間を観光地、温泉地は様々な支援策により生き
残りを図るとともに、前述した需要回復後に現れる変化
に対応できる準備を進めていくことが必要と考える。そ
の変化は、リアルな交流からリモート、非対面交流への
移行が、半強制的であったにせよ一定範囲で定着しつつ
あることである。このことは、ワクチン等により新型コ
ロナウイルスへの不安が無くなった将来においても、出
張等の業務旅行やMICEの需要が縮小傾向となるであろ
う事を示唆している。数年後における出張旅行やMICE
は、おそらくキーパーソンはリアル、それ以外の人はリ
モートというハイブリッド型開催が主流になると考えら
れる。このような業務旅行の需要縮小見込みに対して、
観光レクリエーション旅行はどうであろうか。現在、新
型コロナウイルス禍への対応として各地でバーチャルツ
アー、バーチャル宴会体験等が提案されている。しかし、
観光は人々との相互の視覚認識と会話内容だけで成立す
る会議とは異なり五感で感じるものであり、まして温泉
入浴体験はその最たるものである。従って、観光レクリ
エーション旅行がバーチャルリアリティで代用されるこ
とは近未来の技術革新程度では困難であり、このような
バーチャルツアーの発達は、現状でもTVや映画の旅番組
が旅行動機を創出していることと同様に、むしろ観光プ
ロモーションの手法の一つと考えるべきである。 
このように観光レクリエーション旅行の需要は数年後
には回復すると期待できるものの、観光地における接客、
ホスピタリティのあり方には大きな変化が定着すると考
えられる。その理由は、あらゆるサービスは消費者がそ
の形態に習熟することでその発達が促されることにある。
新型コロナウイルス禍により否応なく非対面サービス、
三密を避けるサービスに習熟した消費者はそのサービス

形態をその後も受け入れ続けることとなろう。すなわち、
低価格の料飲店舗や宿泊施設等の比較的単純な接客業務、
あるいは観光案内のような情報提供業務に関しては非対
面サービスが継続して発達し、対面サービスは機械では
代替困難なより高度なホスピタリティとしてむしろその
価値を高めていくと考えられる。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
温泉は日本の貴重な自然資源であると同時に、日本人
のライフスタイル、生活文化を形成してきた歴史文化資
源である。また、その活用方法は、保養・休養に加えて
一部では療養であるが、中核となる保養・休養活動は、
温泉資源だけでなく地形・植生・気候・景観など全ての
自然環境と、そこでの滞在生活、保養・休養生活をサポー
トする「街」により可能となる。そこで、日本の温泉を
活性化するためには、「温泉地の歴史文化をもとに、そ
の滞在環境を高めていくための温泉まちづくり」の推進
が必須である。 
この温泉まちづくりは、ゾーニング・景観形成などの
都市計画としての政策立案から始まり、その実行は公共
投資や公的財源により自治体やDMO等の公的な地域団
体が担っている。一方、「街」の機能の充実には、その
地域の民間事業者、サービス産業が大きな役割を担って
いるが、温泉地は都市のようにもともと住民に必要な都
市機能、サービス産業が発達していない。そのため、民
間のサービス産業の活性化を促進する政策が重要となる。
これは新型コロナウイルス禍によりますます温泉地の観
光産業の財務的疲弊が進んでいる現状から、緊急の課題
となっている。 
そのための具体的手法は、「様々な事業再生の仕組み
の適用と支援」「それを持続するための事業者間の連携・
統合による生産性向上」「既存の観光産業の新たなサー
ビス業態への転換」という３つの組み合わせである。温
泉地において、その新しいサービス業態への転換として
最も必要とされているのは、長期滞在に即した宿泊施設
や短期賃貸住宅、多様な食事サービスを提供する飲食店
とその宅配サービス、地域内での二次交通サービスへの

大野 正人
観光リサーチ＆プランニング事務所 代表

特定非営利活動法人健康と温泉フォーラム 理事

元・公益財団法人日本交通公社 理事、高崎経済大学 地域政策学部 教授
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シェアビジネス導入であり、これらの生活支援サービス
の充実のうえに、温泉資源を活用したリラックスサービ
ス（エステやマッサージ、運動指導）と療養サービス（医
療と介護、リハビリ）が上積みされるのである。 
さらに前述の保養・休養及び療養に加えて注目されつ
つあるのがテレワークの発達による移住または二地域居
住（自宅と観光地での滞在拠点の交互利用）である。こ
のうち移住は、完全なテレワークが可能な仕事内容が限
られていることから、二地域居住が最も可能性が高いと
考えられる。その具体的なサービス体系については、既
に都市のホテルでは様々な提案と試験的活用が進んでい
るが、観光地、温泉地でも、宿泊施設の客室や町営住宅
の転用により、どのような二地域居住が可能なのかを、
それぞれの立地条件に合わせて試行していくことが必要
である。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
健康と温泉フォーラムは、温泉そのものの活用のあり
方の研究と、それをもとにした政策提言を基本として、
様々な立場の人が異なる視点で議論する場である。これ
は、他の温泉や観光に関する公的機関や民間団体がそれ
ぞれの加盟事業者や行政の位置付けによりその視点が限
定的であることとの違いであり、それ故に参加者にとっ
ては異なる視点を学ぶ場として期待されるところであ
る。このフォーラムとしての性格は今後も大切にして行
きたい。また、月例研究会は研究の場、事例研究は各地
での開催という組み合わせは今後も基本として行きた
い。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
　大正７・8（1918・19）年のスペイン風邪の大流行
のときには、全国の町村で避病舎を造った（避病院も）。
そこに「疫(やく)神(じん)」を祀った事例もある。さす
がに、現代は神頼みとはならないが、終息を願う祈りに
も似た信心はあってしかるべきだろう。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
　世界に稀なる「耽溺(たんでき)の文化」を大事にした
い。それは、日本人の若者たちにも託したいが、かつて
それを否定した欧米系の来日者が理解・共感してくれる
時代になっているのではないか。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
　欧米の理解者を含めて幅広い分野の温泉論者で、年に
一度の「国際温泉フォーラム」を開催したらいかがか。 
4. その他 
　たとえば、台湾の北投温泉などは、日本式の温泉地化
をしている。こうした事例も紹介しながら、日本の温泉
浴（耽溺の文化）の伝統の正統な（マニアックでないと
いう意）出版をフォーラムとともに考えるべきであろ
う。それが、後世に伝えることになる。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
一番重要なのは、コロナは人間が媒介して、感染者数
が増えるので、感染者数を抑えることである。これに対
して、経済が一番重要であるという意見が大きくとりあ
げられ、国及び関連機関の対策が後手、後手に回り、ウ
イルスの検査体制の不備（例えば、サイレント感染者に
対する検査等）もあって、感染者数が増加し、療養ベッ
ドの利用率の問題等もあって、現状に至っている。わか
りやすく云えば、火事が大きくなって消防車を呼ぶよう
な状態になり、感染拡大が広がっているのが現状である。
つまり、「早く手を打つことが一番大切」である。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
現状で観光事業は大打撃を受けている。この対策はい
ろいろ提案されているが、温泉施設でも「感染者数を増
やさない」ための、３密といわれている接触の抑制、マ
スク、手洗い、特に会食と入浴時の注意、脱衣場の衛生
管理の徹底等が主な対策で、他に、施設でのワーケーショ
ンも重要と考える。 
環境省の「新・湯治」も新しい方向として期待されて
いる。元来「湯治」の「治」は治めること、乱れを是正
する、わかり易く云えば、湯・温泉で体を治すという意
味であるが、今後は、発展的に湯・温泉を治すという意
味にとらえ、「新・湯治」は温泉地の問題点を是正する
という意味を含んでいることを強調したい。 

神崎 宣武
民俗学者

元・旅の文化研究所 所長

甘露寺 泰雄
元・公益財団法人中央温泉研究所 専務理事
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3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
　毎月開催の講演会で、演者が講演した内容や要旨をま
とめて、冊子にして出版することを提案する。 
昔、健康と温泉フォーラム記念誌が、1986～2000年
頃にかけて出版され、貴重な文献として活用された実績
があり、是非実施していただきたい。 

4. その他 
　私は、温泉の分析、調査、研究に携わっておよそ70年。
この間温泉の法律、行政、資源保護、枯渇現象、衛生管
理、適正利用等で未解決として放置されている多くの課
題が存在する。今回そのうち、温泉法がらみの問題点の
幾つかを紹介してみることにする。 
１）温泉法に関係して 
　温泉法別表の温泉の基準については、ドイツの1910
年代のナウハイム協議の数値、つまり100年以上前の基
準が現在でも使われている。 
温泉法については、日本温泉協会で、改正案を提示し
たことがあるが、そのまま現在にいたっている。特に、
メタけい酸、メタほう酸、重炭酸ソーダ、ラジウム等は
基準値を含めて再検討が必要と思われる。 
２）温泉法と現行の鉱泉分析法指針の関係 
　温泉法施行当時から指摘されていた事項、温泉法に別
表の成分を測定する方法についての明確な記載がない。
昭和23年の温泉法制定時に、法に記載されていない事項
について、「省令により云々」が何か所かあり、通知で
補える仕組みが記載され、行政的に法の不備を補えるよ
うになっているので、問題点が見過ごされがちである。
例えば、鉱泉分析法では、療養泉の判定を重視している
が、温泉法には、療養泉とか、適応症等には全く触れて
いない。また鉱泉分析法では、温泉よりむしろ、戦前の
衛生試験所で用いていた「療養適否試験」を受けついで
策定されたと考えられ、更に温泉法に規定するすべての
成分が掲載されたのは、昭和53年の鉱泉分析法指針改定
からである。但し、ヒ素については、現在でもAs(Ⅲ)と
（V）の分離分析法は掲載されていない。 

３）成分の含有量が浴槽の位置によって異なる問題 
温泉法では、温度については源泉の測定値が基準になっ
ているが、成分については特に分析場所の記載がない。
そこで、環境省の通知として、源泉から利用施設までの
間、利用場所、例えば浴槽も含めて分析が行われ、分析
表が掲示されている。本来は、入浴客が、どのような質
の温泉に入浴しているのかを知ることが趣旨で、同時に
有害性物質について特に利用時の含有量が問題になる。
特に注意したいのは、不安定成分と云われる、硫化水素、
二酸化炭素、鉄（Ⅱ）、ラドンなど、揮散や酸化されや
すい成分は、源泉と利用場所、例えば浴槽でも位置によっ
て、含量が異なり、また循環消毒等が行われている場合
は、分析表の含量とかなり異なる場合があるので、注意
が肝要である。 

４）利用面における安全性の確保 
可燃性天然ガスについては温泉法で、詳細な対策がき
められているが、浴槽の空気中の硫化水素と、レジオネ
ラ属菌の対策については、温泉法での記載ではなく、環
境省、厚生労働省の通知等による規制のみである。飲泉
についても、規制は簡単で、飲料水の基準ほど綿密では
ない。特に、硫化水素やレジオネラ属菌による事故は後
を絶たないので、対応の検討が必要なのでは。 
５）最後に温泉法の根本にかかわる問題 
　イ　温泉法制定の根拠として、個人の財産に関係する
事項は立法によらなければならないという趣旨から温泉
法が制定されたと云われているが、肝心の個人の財産（例
えば温泉権）に関する事項は温泉法に掲載されていない。
更に、民法の「私権は公共の福祉に遵う」と云う条文と、
温泉の権利、例えば利用権と公益性の関係とか、影響が
あった場合の受忍の限界等に関し、温泉地を例としての
具体的な問題と、その対応の解説が欲しいところである。

　ロ　温泉法に「公益」という言葉がつかわれているが、
これについてのわかりやすい説明が重要。公益を害する
虞れの事例は幾つか示されているが、「温泉法の中の公
益」とは何かといった問題。 
　ハ　温泉は循環水であり、地下に貯留、流動している
水の塊であるが、温泉法では掘削の許可とか影響につい
ては、多くの場合、個々の源泉、掘削井の問題として取
り扱っており、周辺の地下水を含む地下の流体としての
挙動、貯留層としての全体的、地域的な広がりを考慮し
た現象としての認識が明確とは云えない。例えば、保護
地域などは、都道府県の行政的な対応として処理されて
いるが、一歩前進した対応が欲しい。 
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1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
新型コロナウイルス感染症の拡大により、人々の接触
や移動、交流が大きく制限されている。更なる長期化に
伴う影響は、我々の健康や生命をも脅かし、日常生活の
みならず社会や経済のあり方、行動や意識等様々な場面
に悪影響を及ぼしている。これらは、人と人の接触、地
域と地域との距離といった物理的な断絶や、それに起因
する不安や恐怖、偏見や差別、ストレス等による心理的
ダメージへも波及している。 
アフターコロナでは、人類の英知が結集され、人々の
価値観やライフスタイルの変化に沿った新たな温泉及び
温泉地のあり方、活用法が登場することを大いに期待す
るとともに何らかの役割を果たしていきたいと考える。 
  
2. 日本の温泉の今後のあり方 
　日本には古来より湯治の文化が根付いており、入泉や
飲泉によって様々な疾患が予防・改善される可能性が、
適応症（いわゆる「効能」）として広く知られているが、
これらの有益な効果がもたらされるメカニズムについて
は明確にはなっていない。かつて慶応義塾大学先端生命
科学研究所、大分県竹田市長湯温泉、及び私の所属した
日本健康開発財団温泉医科学研究所等による共同研究に
おいて、糖尿病の予防・改善効果が報告されている温泉
水（炭酸水素塩泉）の飲用が、解糖系の亢進、タンパク
質分解の抑制、肥満防止効果がある腸内細菌群の増加な
どを介して血糖状態を改善し、糖尿病の予防・改善効果
を有する可能性を示した。つまり温泉水の成分に、これ
らの改善に良い影響を与える何らかの物質が含まれてい
るのではないかと想定される。が、明快な医科学的エビ
デンスを得るには至っていない。 
　最近では、「大分県別府市で湧出する温泉水に生息し
ている微生物に、新型コロナウイルス感染リスクを53%
以上低減させる可能性があることが、同市に本社を置く
バイオテクノロジー企業の調べで分かった」との記事を
目にした。 

　また、「群馬大大学院と草津町は、草津温泉の湯畑源
泉の温泉水に新型コロナウイルスの感染を抑える高い作
用があるとの実験結果を発表した。ウイルスを増殖でき
ないようにする『不活化力』は、湯畑源泉の温泉水を用
いた場合、水道水と比べて最大283倍と判明。同様に強
い酸性の硫酸水溶液と比較しても50倍以上の不活化力が
あると分かった」との発表があった。 
　どちらも詳細は明確にはなっていないと思われるが、
温泉を活用した健康改善、特にコロナウイルス感染を抑
える効果・効能が明らかになっていくことは大いなる喜
びである。 
　地球の生命とパワーから生み出される、まるで生き物
のような温泉は、地球のエネルギーが凝縮しておりまさ
に、地球から人類への最大の贈り物だ。この温泉の医科
学的な作用のエビデンスを解明し、物理的にも心理的に
も人々の健康に最大限活用されることを望みたい。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
　常任理事という立場上、ここでは発言を控えるべきで
あると考える。 
強いて言うなら、フォーラムの有するあらゆる有益な
ものを、次の世代に継承していきたい。 

4. その他 
　人は、失ったことで初めて大切であったことに気づく。
これまで当たり前と思ってきた日常生活や価値観等が、
根底から大きく揺らいでいる。ITの進捗やテレワークの
普及によって、全国どこでも仕事はできるようになった。
大都市への集中がむしろデメリットとなり、様々な課題
が明確になってきた現在、特に温泉地への移住や魅力の
再発見がより一層進んでいくことを期待する。 
幸福や豊かさといった価値観が重要視され、それを実
現させるために協調や連携等が必要不可欠であり、健康
と温泉フォーラムがプラットフォームとなっていくこと
を目指したい。 

栗原 茂夫

特定非営利活動法人健康と温泉フォーラム 常任理事

作新学院大学 客員教授　公益財団法人日本交通公社 監事

前・一般財団法人日本健康開発財団 代表理事理事長、株式会社JTB関東
常務取締役 等
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1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
　新型コロナウイルス禍で、観光分野に身を置くものと
して考えたのは、我が国の観光地には温泉地が多い中で、
①いかに観光産業の存続を図るか、②本当に観光・旅行
は社会にとって必要なのか、③これまでの観光のあり方
は本当に良かったのか、の三つに集約されます。以下、
答えがあるわけではないので、考えた点だけ列記します。

①に関して 
! ある特定の場所、期間だけでなく、旅行する側、受

け入れる側が同時に、そして世界中で一年以上にも
わたって大きく活動を抑制しなければならない。そ
うした未曾有の災禍の中で、いかに観光産業を存続
するのか。移動を抑制しつつ、一方では移動を喚起
する、促すというジレンマを抱えながらの取り組み
となるが、災禍や変化に備えた観光分野での準備に
ついて私自身がしっかり向き合わず十分にできてい
なかったこと、言い換えれば、その場限りか後手の
対応であったことが最も悔やまれる。 

! 観光産業そのものの存続をいかに図るか。観光産業
一つに大きく寄りかかる構造とならないよう、平時
から観光依存度などを観測し、時には抑制管理しな
がら、観光振興をしなければならないのではないか。
コロナ禍で、観光に直接的に関わりのない人も含め
て、地域の住民が、国民が観光産業をなんとしても
守りたい産業だと思ってもらえているだろうか。 

②に関して 
! 旅が人々の人生にとって、人間形成においていかな

る役割を果たしてきたのか。不要不急の移動に含ま
れてしまう観光・旅行が一人ひとりの生活から大幅
に減った時に、どのような影響が出るのか。自分と
は異なる価値観の中（温泉地などの地域コミュニ
ティ）に身を置き、肌で体感することの重要性をよ
り強く発し後押しする方向にコロナ禍のオンライン
社会化が向かうのか。 

! 地域外の観光客を主に相手とする観光産業の脆弱性
をただ指摘するだけではなく、自らが旅行者の一人
として、他地域に受け入れてもらっていた、受け入
れてもらえる地域があって初めて観光・旅行ができ
ていたということを一人ひとりが自分ごととして気
づき考える機会となっているだろうか。また、観光
がいわゆる宿泊施設や観光施設だけはなく、多くの
地域産業と結びついていることを再認識してもらう
機会となっただろうか。 

③ に関して 
! ここ数年、世界レベルで社会の変化が加速しており、

日本の地方においてもその影響が及んでいた。プラ

スの影響とともに、マイナスの影響（オーバーツー
リズム等の現象による）も顕在化していたが、立ち
止まってじっくり考える時間はなく後手に回った部
分も少なくない。地域自身が修養にあてたり、養生
したりする時間がなかったように見えた。 

! 今回のような災禍は、将来再び発生するかもしれな
い。できれば、そうでないことを願いたい。そう思
えば思うほど、今という時が「一度しかない貴重な
時間である」という認識が強くなる。今だからこそ
本質なことを考えなければならないのではないか。
足元を見つめ直し、身の丈の生き方から「観光のあ
り方」を再考しなければならないのではないか。 

! 現在の状況が仮に収束したとして、従前から抱えて
いた課題の全てが解決するわけでない。変化する社
会の中で、本当に守りたいもの、本当に会いたい人
（本命の観光客）、根底にあるもの、根幹に据える
もの（立脚すべき競争に晒されない地域の個性とは
何か）など、自問すべきこと、見極めておくべきこ
とは多い。 

! また、コロナ禍以前に、例えば、安全・安心であれ
ば、受け入れ側としてどのように取り組んでいたか。
感染拡大を防ぐことが求められているから、という
即時的なことだけではなく、そもそも「生命（いの
ち）」というものにどのように向き合って安全・安
心を考えていたか、など、少し視野を広げた上で、
見直すことが必要であり、私自身も正面から考えた
い。 

! 温泉及び温泉地に限って言えば、自然の恵みである
温泉資源の使い方や、観光で見えづらくなっていた
かもしれない温泉地の素の姿、暮らし方、大切にし
てきた価値観などをもう一度見つめ直してみること
も今だからこそ大切だと思われる（①の議題が急務
であると思われるが）。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
　温泉に関わる実務及び研究領域は非常に広範で求めら
れる技術も多岐にわたると認識しています。多様な温泉
関係者がいらっしゃる中で、本当に関係者が力を合わせ
て注力すべきは何かを議論、共有し、それを活動全体の
中核に据えるためには、まずは①拡がる活動領域全体を
俯瞰する「見取り図」（それぞれが自身の領域を客観視
するため）と、②現状に至るまでの過程を理解するため
の「歴史」（先人たちの努力により改善されたこと、問
題としてこれからの人が解決に挑まないといけないこと）
への理解の二つが必要になると思われます。それらを共
有していくと収斂し核となる活動・テーマがより鮮明に
浮き上がってくるのではないかと思われます。また、そ

後藤 健太郎 公益財団法人日本交通公社 観光地域研究部 地域戦略室 主任研究員
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のためには、温泉専門人材とともに、温泉総合人材の育
成も必要になってくるのではないかと思われます。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
健康と温泉フォーラムの皆様と接してきた中で考えま

すと、大きくは次の三つです。一つ目は、「温泉の恵み
を分かち合う暮らし、生き方」に対して敬う心のある人々
が純な想いで集い交流し続ける場であること。二つ目は、
長い年月を積み重ねた活動でしか築き上げられない知見・
視野・人間関係を基盤とする「時間の重み」を活かした
活動であること。三つ目は、時間を超えて役に立つ、耐

用年数の高い「記録」を蓄積し続けていただけること。
個人的にはこのように感じております。 

4. その他 
現代社会に静かに息づく温泉地のライフスタイルその

ものが、国内外の人々の生き方を見つめ直す「先導役」
となり得る可能性があることをトータルでプレゼンでき
るかが鍵となってくるかと思われます。また、温泉地に
限らず、日本国民の日常の入浴文化をどう維持していく
か、ここも併せて見ていく必要があると思われます。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
COVID-19の一連の状況において、温泉地、温泉施設
のあり方や役割を見直す機会になった。もっと言えば「温
泉の本質とは何か」を考える好機となった。 
　身体は薬でも温泉でも癒せる、しかし心は薬でなく温
泉で癒す、との思いで温泉地を訪れているように感じら
れる。コロナ禍の外出自粛は人間の「心」の健康にダメー
ジを与えているが、入湯者からは温泉で回復させたいと
の思いが伝わってくる。 
　一方で、人々の清潔感・リスク回避の志向はよりシビ
アになり、温泉施設がそれらをどう入湯者に担保するの
かについて新しく様々な提案が求められている。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
　温泉の本質をどう読み解くかの議論が活発になること
を願う。 
現在の議論は、温泉を「手段」として論じているもの
がほとんどである。エネルギー源、観光資源、地域振興
の材料、収益源、研究の対象、コミュニティ形成、健康
改善の手段、などなど。もちろん、これらは大変重要で
はあるが、それ以前に「温泉そのもの」の議論をおろそ
かにしてはならない。 
　そもそも「温泉が好き」という人は、理由なく温泉を
訪れる。温泉に機能を求めずに温泉を訪れる。ただ、好
きなのである。このような「温泉そのものを愛好する」
人間が数多くいることを無視するべきではない。 

　温泉は人間に多大なる恵みをもたらすため、つい、そ
の機能に焦点を当て、温泉を手段として使いたくなるの
も理解できるが、エネルギーやお金やコミュニティなど
は他の手段でも入手可能である。代替不可能な存在とし
て、温泉を捉えることがまず必要であると考える。 
この原点が抜けると、なぜ温泉を重用するのか、温泉
を保護するのか等が不明確になってしまう。温泉地での
論争を見ていると、この観点が欠落しているために議論
がかみ合っていないのではないか、と思わされることが
ある。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
　温泉に関する議論の場、交流の機会を継続的に提供し
て頂いており、合田様をはじめとする皆様のご尽力には
心より敬服しております。引き続き、この有意義な御活
動を継続し、発展拡大して頂けることを切に願っており
ます。 

4. その他 
　温泉に関しては、趣味性と安全性の両立をきちんと図
る必要がある。コロナ対応でもそうであるが、入浴事故
死、レジオネラ症など安全性を損ねる要素は避けて通れ
ない。その一方で、拙速な対応策で温泉の趣味性を損ね
ては本末転倒である。「頭を削って帽子に合わせる」こ
とにならないための議論が必要であり、新たな提案、仕
組みづくりが求められる。 
　高齢化もあちこちで見られるため、若年層の温泉人材
を養成する取り組みも強化する必要があると痛感する。 

斉藤 雅樹 東海大学 海洋学部 教授
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1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
　不要不急を排除する流れのなかで、旅や交流は不要不
急として仕分けされ、出かけて誰かと会うことも、まま
ならなくなってしまった。たしかにITが発展した今日で
は、自宅に居ながらにして様々な情報が手に入り、遠方
の人々と気軽に交流できるようになった。しかし、直接
会って接しないと叶わないこと、現地に入り五感を働か
せないと得られないものがあるのではないか。現代のよ
うに移動が楽なものではなかった時代、交流が必ずしも
自由ではなかった時代にも、人々はなんとかして旅に出
て、交流を重ねてきた。なぜそうまでして人々は旅をし、
交流を重ねてきたのか。旅や交流によって社会や文化が
育まれ、今日があることに、もう一度思いをいたす必要
があるのではないか。 
　旅行業界への支援は経済対策として政策立案が行われ、
その結果Go Toトラベルが実施されたが、農業政策を通
じて、価格補助政策が経済的にいびつな状況を生み、あ
まり良い結果はもたらさないということを学んだ者とし
ては、本当にこれでよかったのかと思わざるをえない。
旅行業界やそれを支える人々を社会に不可欠なインフラ
であると認識し、それを維持するための手段として政策
を立案すれば、感染対策期間中はPCでいうところのサス
ペンド状態であると捉え、スタッフの生活保障も含めて
期間中の固定費をカバーするなど、もっと別の選択肢が
あったのではないだろうか。  

2. 日本の温泉の今後のあり方 
温泉地に赴くたびにつねづね感じるのは、温泉地とし
てのエリアマネジメントが決定的に不足していることで
ある。温泉地の環境整備と称しつつ、広場や公園、遊歩
道、あるいはモニュメントの類を設置してこと足れりと
しているところが多いが、それらの整備はいずれも点や
線でしかなく、面的にはちぐはぐな印象を与えるような
結果を呈しているケースが少なくない。 
エリアマネジメントの実現を目指して、権利調整も含
めて粘り強く説得・交渉をして合意形成を図り、実施・
運用まで担っていく体制づくりが必要だが、もちろん、
各々の温泉地が徒手空拳でその実現に漕ぎ着けるのは並
大抵のことではなく、それを支える制度が不可欠である 
その点、近年、まちづくり・地域づくりの分野では、
BID（Business Improvement District）、景観協定や
景観条例など、エリアマネジメントのための新しい制度
や取り組みが次々と生まれている。過疎が進んでいる地

域には、特定地域づくり事業協同組合という制度も設け
られた。まずは、こうした制度や取り組みを学びつつ、
温泉地として活用できる方策がないか検討できないだろ
うか。そうすることで、制度改正を求めていくにしても、
もっと具体的で説得力のある提案ができるのではないだ
ろうか。また、エリアマネジメント等の財源として温泉
地が入湯税をもっと主体的に活用できるよう、近年導入
の動きが広がっている宿泊税のこともふまえながら検討
していくことが必要だと考える。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
このコロナ禍が落ち着いた暁には、大々的に実施され
るであろうGo Toトラベルキャンペーンもあいまって、
堰を切ったような旅行ブームが巻き起こることだろう。
それを一時的なものに終わらせるか、息の長いトレンド
に持って行けるかで、旅行産業や温泉の将来は大きく左
右されるように思う。そのためには、前述したような、
旅の本質をめぐる議論、エリアマネジメントの体制づく
りとその運用、そして、温泉が心と身体の健康に寄与し、
健やかな人生を育むために欠かせない存在であるとの認
識が広がるよう、その裏付けと普及に努めていく必要が
ある。そのなかでフォーラムが果たすべき役割は大きい
のではないか。 
また、今回のコロナ禍への対応を通じて、温泉に関わ
る人々どうしで情報を共有し、発信していくプラット
フォームの不足を痛感した。フォーラムが業種や分野を
超えて多種多様な人々が集う場であり続けることを願う
とともに、その実現のためにできることがあれば、微力
ながらお手伝いしていきたいと考えている。 

4. その他 
温泉に限らず旅行業界全体の傾向かもしれないが、高
付加価値化や価格帯の引き上げを追求する動きが盛んで
あるように見受けられる。中価格帯の宿泊施設が苦戦し
ている様子を見聞きすると、ビジネスとしては高付加価
値化が正しい方向なのかもしれないが、旅や温泉が中高
年や富裕層向けのハイカルチャーとなり、若者やファミ
リー層から縁遠い存在となってしまうのは、長い目で見
れば決して良い結果はもたらさないように思う。 
その点で言えば、遊休施設を活用してコストパフォー
マンスを追求した宿泊施設チェーンがファミリー層の受
け皿になっていることは見逃せない。もう１つ興味深い
のは、近年、若者を中心にゲストハウスの起業が増えて

坂本 誠
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いること。このコロナ禍で一時的に動きは止まっている
ようだが、民泊も普及しつつある。業界のメインストリー
ムからは外れた存在かもしれないが、こうした新しい動
向が旅や温泉のあり方に今後どのような影響を及ぼすの
か、関心を寄せていく必要があるのではないか。 

様々な意見はあろうが、私は、旅や温泉は多くの人々
が楽しみくつろげるメインカルチャーとしてあり続けて
ほしいし、そのためにはもっと間口を広げ、幅広い要素
と可能性を受け止める度量の広さと懐の深さを持ち続け
てほしいと願っている。  

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
温泉に抱かれて　～アートしての温泉～ 
在宅勤務でパソコン相手の仕事に疲れると散歩に出か
けることにしている。自宅は起伏のある丘陵地帯にあり、
散歩途中にふと角を曲がると、高台から広がる街並みと
その先にある丹沢と富士山を望むことがある。こんなふ
うにして出会った場所には、繰り返し訪れるようになる。
面白いのは、この風景がそのたびごとに異なる姿を見せ
てくれることだ。 
　散歩道には庭のある家が多い。庭の木々は人工的に選
択され配置されたものではあるが、個々の草木からは生
命の息吹が感じられる。新緑の季節には初々しい緑が日
の光を受けて輝いている。葉には必ず光が反射している
部分、陰になっている部分、境目の部分があり一つの葉
が異なる色を発している。それが草木に彩をもたらして
いる。人の心も社会からどのように照らされるかで、異
なる姿を見せる。 
　現在のデジタルトランスフォーメーション(DX)が不毛
なのは、現実を記号に落として処理することが仕事だと
錯覚させるからだ。記号処理では、効率や合理性からの
最適解を求められる。効率や合理性が必要なこともある。
問題なのはすべてを最適解で統制しようとすることだ。
こんな考えが世界に蔓延している原因の一つが能力主義
という幻影である。努力して競争に勝ったものが地位、
名誉、財産を得るという実力主義が勝者と敗者を生み世
界を分断している。競争が社会を進歩させてきたという

のは妄想である。相手を蹴落とすことが目的の人間に価
値を生み出すことはできない。困っている人を助けたい、
相手を楽しませたいという強い想いが努力を促し、新し
い価値を創造するのだ。このような広義の愛を私は協創
と呼んでいる。 
　過去二度、地球は全体が赤道まで氷に覆われたことが
ある。この苛酷な環境のなかから、まず真核生物が誕生
し、二回目の全球凍結のあと多細胞生物が誕生した。真
核生物は原核生物が共生することで誕生したものであり、
多細胞生物とは個々の細胞がひとまとまりとなり協力す
ることである。こんな協創を促したのが氷に覆われた地
球に温かさというオアシスを提供した温泉である。 
　心や身体がどんな状態でも温泉は私を優しく抱いてく
れる。小学生の息子も温泉が好きで、幼い頃からよくいっ
しょに入浴した。温泉は穏やかで幸せな時間を二人に与
えてくれる。それは記号や記号処理に落とすことのでき
ない人生の意味を教えてくれる。感性に支えられた信頼
関係である。しかしコロナ禍で、もう一年半近く息子と
は温泉に行っていない。 
コロナ禍を克服した人類はどこに向かうのだろうか？
心と身体、人と人、人と自然の関係が競争や支配ではな
く、調和と協創からなることを温泉は教えてくれる。海
外からの来客はしばらく増えないかもしれない。日本人
がもっと温泉を楽しめばいいのだ。平穏な日常が戻り、
温泉を思う存分楽しむ日が来るのを今から楽しみにして
いる。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
コロナによって、世界はまったく変わってしまった。
世界中の人が移動を禁じられたこと、通勤や出張などを
しなくても、組織は経済活動などが行われることに気づ
いた。 
現在の文明が開発中心で、自然を破壊し続けることが
世界を破滅させることにつながる。コロナ禍に対して科
学技術はどこまで解決できるか、ワクチンなどの開発が、
AIなどを活用して短期間にできるか、未曾有の災害に対

して、様々な実験を行う新たな挑戦の時代となった。 
世界の既成概念、常識は大きく変わり、国や地域の制
度、文化や宗教の違いはあっても、新たな世界共通のルー
ルが必要である。 
また、コロナの時代になって、癒しがもっと求められ、
温泉の価値はあがった。 

桜田 一洋 国立研究開発法人理化学研究所 情報統合本部
先端データサイエンスプロジェクト プロジェクトリーダー

鈴木 輝隆
立正大学 研究推進・地域連携センター 地域連携チーフプロデューサー

ローカルデザイン研究所[BEENS] 代表
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2. 日本の温泉の今後のあり方 
多様で優れた温泉景観の映像のWeb情報発信は、世界
に向けて日本の価値として温泉文化を伝えることができ
る。優れた映像情報は地域資源である。 
入湯税を使用して、温泉地でのリモートワークの実験
の場を創設して、日常空間としての地域振興やIT化の推
進をする。 
温泉地の体験型観光は全国連携を行い、温泉地を選べ
るようにすることで、新しい温泉のイメージと産業が生
まれる。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
生命学、植物学、生物学など分野の研究者やアーティ
スト、デザイナー、建築家、映像作家などから、温泉や
温泉地の価値やイマジネーションを聞いてみたい。 

4. その他 
様々な新しいつながりから、これまでにはない新たな
価値が創造される時代になったと思う。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
以前のようには気軽には旅行をしづらくなり、外国人
旅行者も大幅に減少したことから、観光需要に依存して
いた温泉と温泉地のあり方を考え直すきっかけになった
と考えます。Go Toトラベルをはじめとする旅行需要喚
起策による旅行者増加の効果は一時的なものに過ぎませ
ん。旅行需要喚起策に過度な期待をして従来のスタイル
を維持しようとするよりも、それぞれのあり方の再定義
が求められているのではないでしょうか。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
温泉は、病気や怪我を治す療養と、心身の疲れをとり
健康増進を図る保養を兼ねる湯治に有効利用されてきま
した。その後、観光地化が進み、現在、温泉地は主に保
養の場となっていますが、人口高齢化と医療・介護費の
増大が進む中、温泉を療養にも有効利用することで、健
康の回復・増進、医療・介護費の支出抑制にも貢献でき
ます。 
温泉を療養への有効利用の前提としては、医師が患者
に温泉療養を勧める拠り所となるエビデンスを医師に示
し、医師の理解を得ることが欠かせません。医師がエビ
デンスを理解して初めて、温泉療養が選択肢になるため、
まずは、医師、患者をはじめ国民の間で、温泉療養の効
果に関するエビデンスを蓄積・共有する仕組みの強化が
望まれます。 
仕組みの強化に向けた財源としては、温泉浴場入湯客
に課税される入湯税の税率引き上げも選択肢の一つでしょ
う。しかし、入湯税は市町村税なので、従来と違う使途
のために全国一律で税率引き上げを求めることには困難
が予想されます。入湯税を活用する場合は、対象とする
市町村や施設を絞ったうえで検討を始めるのが現実的と
考えます。 
集めた資金を効果的に研究に配分し、研究成果を発信
する組織の役割も重要になります。温泉療養者をはじめ

とする受益者からの資金を財源に、全国的な組織（フラ
ンス温泉研究協会）が研究プロジェクトに対する補助金
の提供と情報発信を一元的に手掛けているフランスの事
例は参考になると思います。 
しかし、全ての温泉、温泉地が療養の場に相応しいわ
けではありません。それぞれの温泉、温泉地が歴史・自
然・文化の生み出す個性に磨きをかけ、ターゲットを絞っ
て活用するとともに、必要に応じて他の温泉、温泉地と
も連携して相互補完し、価値をさらに高めることが最も
重要です。 
温泉の有効利用に向けて、企業には、健康経営を推進
する取り組みとして温泉浴を積極的に評価し、健康診断
結果を踏まえ、エビデンスに基づき温泉施設の利用を補
助することなどが期待されます。厚生労働省が策定する
「国民の健康の増進の総合的な推進を図るための基本的
な方針」（健康日本21（第二次）：2013年度～2022
年度）には、生活習慣病及びその原因となる生活習慣等
の課題について「基本方針」「現状と目標」「対策」な
どが掲載されています。同方針改正時に温泉浴のストレ
ス軽減・予防医療効果や活用法に言及されると、企業も
温泉浴を健康経営に取り込みやすくなると思います。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
健康と温泉フォーラムは、様々な分野の専門家が、所
属する組織の立場だけに囚われることなく、自由に意見
交換・情報交換できる貴重なプラットフォームになって
います。これからも、活動を通じて幅広い分野の専門家
の方々と意見交換・情報交換できるのを楽しみにしてい
ます。 
温泉利用型健康増進施設（連携型）の認定条件緩和実
現に際しては、豊富温泉（北海道豊富町）を訪れる皮膚
疾患患者の思いを受け止め、広範なネットワークをフル
活用して重要な役割を果たしました。上記「健康日本
21（第二次）」改正を見据え、温泉浴のストレス軽減・
予防医療効果のさらなる発信も期待します。 

関口 陽一
独立行政法人経済産業研究所 上席研究員

特定非営利活動法人健康と温泉フォーラム 専門委員
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1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
　COVID-19 感染拡大当初、パチンコ店が危険視された
が、その後のクラスターの発生状況等から、開店前の行
列の規制など適切に行えば、それほど危険でないことが
分ってきた。私はパチンコをしたことがないので、当初
パチンコは危険であるとの報道をそのままうのみにして
いたが、実際はパチンコ店設置の際の換気基準が厳しい
上、利用者の動向をうまく制御すれば感染リスクは下げ
られることが報道されている。どんな業界でも、業界の
外の人にはわからない状況は多く、温泉業界でも科学的
な知見に基づく正確な情報発信が必要であると感じてい
る。もちろん問題があるのであれば、それは包み隠さず
公開するのが原則であると感じている。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
　かつて、中央環境審議会（自然環境部会温泉小委員会）
は、環境省に対し「都道府県が温泉資源保護のための条
例・ 要綱等を定めるに当たっての参考となり、対策を円
滑に進めることができるよう、新規事業者による掘削や
動力装置の許可等の基準の内容や、都道府県における温
泉資源保護のための望ましい仕組みについて、国は、温
泉は国民共有の資源であるという観点に立って、できる
だけ具体的・科学的なガイドラインを作成すべきである」
と答申している（温泉資源の保護に関するガイドライン：

平成 26 年 4 月策定）。温泉利用に関しては、「温泉は
国民共有の資源であるという観点」について再考すべき
ではないだろうか。短期的にはコロナ渦で疲弊した温泉
業界への支援が必要であろうが、長期的には温泉を観光
目的だけでなく、デイケア等で利用する人たちのように、
移動手段の脆弱な人も含めた多くの人にメリットが与え
られ、温泉利用者から温泉業界へ資金が流れるような仕
組みの構築が必要ではないだろうか。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
　貴 NPO は、温泉の有効活用について広く活動されて
おり、これからも貴 NPO の活動には期待している。環
境省、厚生労働省、国土交通省等省庁横断型の活動に期
待している。 

4. その他 
　地球温暖化や環境保全に関する取り組みが課題である
と考えている。地熱発電など新規の再生可能エネルギー
の開発も重要であるが、既存の温泉の排水対策、排出ガ
ス（メタン、二酸化炭素）や廃熱の削減と有効利用が重
要ではないか。特に未利用のまま放置されている源泉に
ついては、有効活用を検討するだけでなく積極的に廃止
することも重要であると考えられる。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
　我が国においては、感染がある程度下火になっても再
度拡大することを繰り返している。感染拡大を抑え込め
ない原因は、人命よりも目先の経済を優先させる政策を
時期尚早に展開していることと考えられる。この最たる
モノは一連のGo Toキャンペーンの展開であろう。感染
が再拡大して再び時短営業や営業自粛の要請等を繰り返
し、結果的に観光や飲食業界にとどまらず多数の業種に
深刻なダメージを与えていると考えられる。 
　感染状況を根絶に近い状態まで持っていく政策を実施
した国や地域（例えばニュージーランドやオーストラリ
アなど）においては、国外からの感染対策を徹底し、ワ
クチン接種が進めば、再度の感染拡大は殆ど見られない。
したがって、コロナ禍以前の経済活動がほぼ可能になっ

ているのである。我が国においても、このような感染の
封じ込めに成功した国や地域を参考にして、より効果的
な政策を展開し、一刻も早くコロナ禍以前の人流と経済
活動を取り戻してほしいと強く願う。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
　日本の温泉は、古くから我々人間の心身を癒やしてき
たことに疑いはない。古代から中世までの温泉利用はさ
ておき、徳川時代に発行された温泉番付｢諸国温泉効能
鑑｣には、全国100カ所ほどの温泉地が記載されている。
これは近世において、すでに100カ所以上に及ぶ温泉地
が湯治場として機能していたことを示す史料である。時
代は近代から現代へと数百年流れても、温泉そのものと

滝沢 英夫 公益財団法人中央温泉研究所 研究部長

布山 裕一
流通経済大学 講師

特定非営利活動法人健康と温泉フォーラム 専門委員

日本温泉地域学会 常務理事
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温泉地が有する｢心身の癒やし｣という根源的な機能は変
化していないと考えられる。 
　一方、温泉の利用形態に関しては、昭和（戦前・前
後）・平成と大きく変化してきた部分がある。治療・保
養・遊興・グルメそしてワーケーションなど、種々の形
で温泉が利用されてきている。温泉地は時代時代の流行
等を反映して発展あるいは衰退をしつつも地域の文化を
育んでいる。そのような中においても温泉と温泉地の根
源的な機能は失われていないと考えている。 
コロナ禍である今こそ、アフターコロナ（Beyond 

the COVID-19）を見据えて、各地において湧出する温
泉ならびに当該温泉地の地域的特性を再認識し、地域文
化を踏まえて今後進むべき方向性を再検討していくこと
が必用なのではないかと考える。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
健康と温泉フォーラムは、月例研究会を実施している。

100回を迎えようとしているように、継続して実施して
いることに大きな意義があると考える。 
　現在のところ、コロナ禍の影響で中止やオンラインで
の実施となっているが、緊急事態宣言やまん延防止等重
点措置等が解除されたあかつきには、是非ともリアルな
研究会の開催を望んでいる。 

　月例研究会のテーマ等に関しては、毎回出席者にアン
ケートを実施して、取り上げてほしいテーマ等を記入し
てもらうなど、幅広く意見や要望を聞いてみてはどうか
と思う。 

4. その他 
私の研究テーマの1つである｢温泉の権利｣に関する課

題を挙げておくことにする。 
温泉に関する権利は、それぞれの温泉地において重要

なファクターである。なぜなら、温泉に関する権利を有
しない限り、その温泉地で温泉を利用することができな
いからである。 
　川島武宜先生とその門下の先生方の研究により、温泉
権は土地の所有権とは別個の独立した物件であるとされ
てきたが、近年この理論に反した理論を展開する弁護士
等が出てきている。 
景気の悪化やコロナ禍等によって、温泉地において経

営が難しくなり、廃業したり経営権が他者に移る旅館が
出てきている。このようなケースにおいて、温泉権はど
のようになるのか把握しておくことが重要である。 
慣習による温泉権が存在すると考えられる温泉地にお

いては、自分達の有する権利を守るために、現在の権利
関係がどのようになっているのか再確認する必要がある
と考える。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
アフターコロナのゲームは新しいルール、新しい盤
面で展開していこう！ 

　本当は「ほら吹きが目一杯吹聴するアフターコロナの
リゾート像」ってなタイトルで勝手なことを言い連ねよ
うと思っていたのだが、こっちは真面目に考えているの
に、ふざけたものと勘違いされるのも、困ったものなの
で、おとなしく原稿をまとめてみることにする。 
　といっても、安易な予測はしないつもりだ。このウイ
ルスに限った話ではないと思うが、今回の疫病はどんど
ん新株と言われる変種が生まれて、そのたびに感染力が
強まったとか、重症化率が増えたということになってい
るので、どんな予想を立てても、外れることになるし、
まして微視的、戦術的な対処策を訴えても、すぐに廃案
にしなければならなくなるような変化の激しさなのだか
ら、今、経営者に求められるのは、何が起きても手が打
てる敏捷性と努力の方向性の確認ではないだろうか。そ
の意味で、ここではコロナが収束したのち何が起きるか
を予想するのではなく、このように予め考えておけば、

慌てずに済むという経営者の「覚悟」のことを記したい
と思う。 

①　まず、第一に世のなか全般の景気動向だ。 

　僕は経済学者ではないから精密な分析などできっこな
いが、そんな素人でも、アフターコロナの景気がどう考
えてもＶの字回復に向かうとは考えられない。 
　とにかく、2020～2021年度の決算が終わりつつある
状況だが、赤字決算が主流だろう。テイクアウト、デリ
バリーに活路を見出した一部の外食産業くらいが黒字で、
あとは死屍累々だろう。当然、アフターコロナは人員的
な整理が不可欠になる。 
　つまりは派遣切りに始まって、雇い止め、勧奨退職な
ど雇用がどんどん減っていく。失業率が高まり、社会不
安を起こすだろう。 
　ここでのポイントは誰もがこの雇用の不安定が社会的
な格差を生んで、しかもこの状況が1年や2年で収まらず、
3～4年かかっても仕方ないと分かってしまっていること
だ。 

松坂 健
オフィス アト・ランダム 代表

元・株式会社柴田書店『月刊ホテル旅館』編集長、長崎国際大学 教授、
西武文理大学 教授、跡見学園女子大学 教授
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　この1年は「緊急事態」だからと我慢をかさねてきた
のだが、それも限界というのは、緊急事態宣言後にむし
ろ人流が増えているところも少なくはないことでもお分
かりだろう。 
　要するに。これから長く見繕ってもこの先5年から10
年、少なくともその最初の3年間、2024年末まで、僕た
ちは不安の時代を生き延びなければならない。こういう
不安の中で、家計が基本、防衛的になって、消費から遠
ざかっていくのは自然の流れでないか。 
　景気はこれから先10年は低迷と覚悟しておくのがいい。

②　だとしても、だ。 

　一定程度ワクチン接種が国民の6～7割に達すれば、自
然免疫が生まれて、普通の日常に戻れるとする楽観論も
ある。 
　だから、いったん緊急事態宣言が解除されれば、突発
的なお祭り騒ぎ需要が発生することも確実だろう。その
例は欧米のコロナ克服を謳いあげる、いささか時期尚早
な大騒ぎぶりを見てもある、あるだろう。 
　第一、政府が言う通り、オリンピック開催までに全世
代に普及なんて言うのは、今の処理スピードからしても
あり得ない試算がすでに各方面から寄せられている。 
　また仮に、ワクチン普及が理想的に展開しても、それ
で第4波、5波が起きないと保証されるわけでもない。相
手は変幻自在のウイルスだからだ。 
　だから、アフターコロナで我慢疲れからの解放から生
まれるいっ時の客数増を回復基調の兆しと捉えるのだけ
はやめた方がいい。あとの暗闇が深くなるだけの話だか
らだ。 

③　それから見逃していけないのは、食料危機がまたま
た本格的な段階にはいるのではないかとの懸念だ。 

　このコロナ騒ぎでアフリカや南米などでは農業従事者
の数が激減して、穀物の作り手がいなくなっているとい
うし、もっとも安定的かつ安価なコストで栽培できるト
ウモロコシを、食料としてではなく、石油を代替するエ
ネルギーに回してしまっていることもある。 
　いずれにしても、スーパーマーケットなどお台所ベー
スでも食べ物の値段が上昇しつつある実感を庶民レベル
でも持ってきている状況だ。 
　外食産業やホテル旅館のような飲食付きのビジネスの
材料費コストプッシュの圧力は今後強まる一方だろう。 
　解決策としては値上げなのだが、この冷え切った景況
感のなかで、値上げでどれだけの客数が奪われてしまう
か、考えるとぞっとするほどだ。 
　不況中の値上げ。しかも、その値上げ分はコストを吸
収するに留まり、人件費の方まで回らない。ホスピタリ
ティで付加価値を作ろうとしても、なかなかその体制が
作りにくいという現状がある。 

　ここは思い切って素材をガラッと変えた新商品を打ち
出すなり、時には焼き鳥店を定食屋に変えたりする業種、
業態転換まで視野に入れて、材料=加工のサプライチェー
ン再構築を図る必要も生じるだろう。 
④　かなり具体的な話になるが、このコロナの1年半で
蒸発したインバウンド需要。 

　これはコロナがワクチンなどで一段落したあと、急速
に復活すると思う。 
　コロナ陥落我慢比べの終わりを祝いたい気持ちは、隣
国中国も韓国も同じだろう。 
　今は息を潜めているネットエージェント、インバウン
ドコンサルタントも復活し、盛況を生むことだろう。そ
れが一過性のものなのか、それとも底堅いベーシックな
需要になるのか、そこに僕の興味はない。 
　僕はかねてよりインバウンド誘客に頼る経営は危険で、
予約数に限りをつけて、せいぜい全客数の4割から5割程
度に抑えておかないと、万が一の場合、えらいことにな
る、と主張してきた。十数年前の尖閣問題で緊張したと
きは幸いにも半年くらいで日中間の問題が捌けて、それ
がむしろその後の中国からの爆発的な誘客につながった
のだが、コロナはそうは行かなかった。 
　いずれにしても、僕たち日本人経営者の手だてを発揮
することができない、他国の外交政策に、客数の7割、8
割を割り振ることに、どうして危険を感じないだろうか。
インバウンド需要は結局、水物で外交関係次第でどうに
でも転がってしまうものなのだ。それはリーマンショッ
クの時、尖閣の時、一時は千客万来、でもグローバルな
国際政治力学次第で、明日、需要が蒸発することを経験
しているはずなのに、と思う。 
　アフターコロナで一名でも多くの客数を確保したいと、
セールスの効くインバウンドに頼れば、その分のツケは
これまでよりもさらに重いものになるだろう。 
　インバウンドの回復を単純に喜んではいけないと自戒
すべきだろう。 

⑤　ワーケーション。 

　この言葉も僕は馴染めない。 
　仕事をしながら遊びもする。そのスタイルについて、
僕は僕なりの「ラテタウン」という概念を利用して様々
なところで語ってきた。それはワークとレジャーを分離、
対立概念と捉えるのではなく、ワークとレジャーがスイッ
チのオンオフで随時、簡単に切りかえられるライフスタ
イルを指すものだ。 
　これまでのビジネスは都会が背景で、それを反省して、
たまには1週間、2種間くらい、リゾートで仕事をするの
も悪くないんじゃない、という発想が底に見えてくるよ
うな気がする。それは旅行会社の企画商品レベルの話だ
ろう。僕の提案は最低でも半年くらいの単位で、リゾー
トに移住し、そこに新しいビジネスコミュニティを創造
しようというものだ。だから、誘致は個人ベースではな
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く、企業とか大学とかの組織まるごとのお引越しがいい
と思っている。 
　大ほら吹きの由縁だが、ぼくは日本の未来のためには、
リゾートがこれまでとは全く趣の異なるビジネスとレ
ジャー活動が融合した環境となり、たとえば東京23区の
ようなダウンタウンは、時に農場にしてしまってもいい
し（港湾が近いので物流拠点にもなる）、また一方で映
画演劇、テーマパーク、伝統芸能、美術館、博物館など
が集積したハイパー文化エリア（それを趣味性を生かす
という意味で“趣都”と呼びたい）にするというのが、僕
の考え方だ。 
　つまりビジネスはリゾートの気分のいい場所で、好き
な時間、好きな人と組んでやればいい。そして東京都や
大阪などの都会セクターには、文化的な刺激を求めて、

それこそ「非日常」を実現させてリフレッシュする場所
と考えればいいのでないか。 
　このままワーケーションを旅行商品の新バリエーショ
ンとするなら、早晩、このキーワードも廃れてしまうの
ではないだろうか。 
　アフターコロナで一番に経営者が考えるべきは、新し
いゲームは新しい盤面で新しいルールを作って始めよう
という粘り強い構想力と今の事態に耐え抜くレジリエン
ス（堅忍不抜）ではないだろうか。 
　勝手なことばかり並べて、面食らった読者も多いかと
思うが、やはり「心構え」だけは常に練磨しておかない
といけないと、ホテル旅館、観光の世界の方々にはエー
ルを送りたい。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
様々な意味で日本という国の課題を浮き彫りにした災
禍であるように思われる。 
いずれにせよ、コロナ禍により、人の移動、特に国境
を越える移動は大きく減少し、一方でオンライン会議や
リモートワークが普及する等、社会は大きく変化した。
その影響は業種や職種によっても大きく異なっている。
今後、コロナ禍の収束に伴い次第に元に戻る面もあるに
せよ、この変化の一部は今後も続くであろうし、この不
可逆的な変化に対応できる者とそうでない者の差は拡大
していきかねない面がある。また、この経済危機後の財
政運営のあり方についても、将来世代のために大きな課
題となると考える。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
温泉の今後のあり方を一律に論ずるのは難しく、また
温泉に限らない課題もあるが、今後、日本は消費者も労
働者も減少し、また若者の旅行離れもみられる中で、日
本の温泉地、あるいは温泉利用施設等が持続的に発展し
ていくためには、顧客とともに老いず、また日本人に限
らず顧客を惹きつけられるよう、施設や設備などへの投
資をきちんと行いつつ、必要な働き手を確保・育成して
いくことが必要であろう。そして、それに必要なだけの
稼ぎを上げていく経営を行うとともに、経営の合理化・
省力化やデジタル化なども進めていく必要があると思わ
れる。 
他方で、外部環境や顧客との関係においては、テクノ
ロジーが今後飛躍的に進歩し、また来訪者の年齢構成や
国籍等も変化する中で、それぞれの温泉地や温泉利用施
設等は、いかなる利用者にいかなる満足を与えるかをよ
り深く考え、訴求していく必要があるのではないだろう
か。 

例えば健康増進という意味でも、温泉以外にも多種多
様な取り組み方があり、今後はさらに、人々はウェアラ
ブルなモバイルツールにより推奨される個々人に合った
健康管理に取り組む時代が来るかもしれない。そうした
時代が到来したとき、温泉は人々にとってどの程度重要
な位置付けにあり続けるためにはどのような取り組みが
必要だろうか。 
ともあれ、温泉は、それを利用する人々にとって、肉
体的健康を得る手段にとどまらず、精神的充足も得る場
であることが重要なように思われ、また温泉地で過ごす
ことが、単に温泉に入浴するのみならず、その場所なら
ではの、人の五感を満足させる体験であることがより一
層重要となるのではないだろうか。そうした意味では、
より長く、何度も滞在を楽しめるような魅力やリラック
スした空間づくり・まちづくり、滞在場所や食事に関す
る多様な選択肢の存在なども重要と考えられる。さらに、
オンライン化やリモートワーク等が普及し、人々のモビ
リティも増す中で、温泉地で過ごすライフスタイルにつ
いて訴求していくことや、温泉地での滞在を通じて人々
の交流を生み出していくことも重要なように思われる。
そうした取り組みをすることで、土日祝日に限らず温泉
地で滞在する人が増え、滞在期間も長期化し、人々が集
う中で交流が生まれ、そこで暮らす人も増え、温泉地の
持続的な発展が可能となるのではないだろうか。 

4. その他 
2.の繰り返しのようになるが、日本の将来は、人口構
成は確実に高齢化し、人口は減少する。一方で、健康や
旅行・娯楽をめぐるテクノロジーは急速に進展し、10～
20年後には、人々は自らの健康管理の方法や休息時・余
暇時の過ごし方、移動手段等について、今とは異なる多
様な選択肢・可能性を有するだろう。他方で、日本を訪

桃井 謙祐 信州大学 社会基盤研究所 特任教授
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れる外国人は増える可能性がある一方、日本人の中でも
所得や余暇時間の格差は拡大し、温泉地を訪れる日本人
は減少する可能性もある。 
そうした中、温泉地や温泉利用施設等が存続し続ける
ためには、将来、各々どのような顧客に利用してもらう
のか、顧客像を具体的に想像しながら、その顧客にとっ
て、その場所ならではの、唯一無二の存在になるための
投資・取り組みを続けられるような事業のあり方を追求
していくことが重要と思われる。 

遠隔地からでも訪れたくなるような温泉地を目指すな
ら、平凡でない独自性ある卓越した体験を提供する必要
があるだろうし、幅広い顧客層に利用してもらう温泉地
を目指すなら、そこに暮らしたくなる・通いたくなるよ
うな温泉地を目指すことがよいようにも思われる。いず
れにしても、温泉に限らず、利用者にとっていかに居心
地のよい場所や体験を提供していくかという視点・取り
組みが重要なのではないだろうか。 

  1.コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
コロナウイルス禍は、今となってはもう誰にもどうし
ようもなく、やむを得ない状況になってしまっている。
こうした環境下で、リスク分散（リスクヘッジ）の重要
性、過度なインバウンド依存のリスク、温泉観光客や遠
方からの湯治客はもちろん地元や近場客にも愛される温
泉（地）であることの重要性、温泉地滞在や温泉入浴に
よる免疫力強化をはじめとした健康の維持・増進の重要
性や有用性、こうしたことを改めて考えさせられた。 

2.日本の温泉の今後のあり方 
1つは１.の設問で挙げたリスク分散や、遠方客だけで
なく地元・近場の客双方に求められる温泉（地）を指向
するあり方が、今後はより求められるものと考える。 
もう１つは、今回のコロナにより、改めて世間におい
て、身体はもちろん、心の癒しも含めたホリスティック
な健康（観）の重要性がクローズアップされることとなっ
た。こうした状況下において、日本の温泉（地）は、従
来型の周遊観光や慰安旅行の宿泊拠点としてだけではな
く、温泉の本質的な健康特性を活かし、それぞれの温泉
（地）の有する特性・資源にあわせて、日常のウェルネ
スライフの延長（発展）の場としての温泉（地）、およ
び温泉客が温泉（地）で気づいた（提供された、体験し
た）ウェルネスを日常生活にも取り込み継続したウェル
ネスライフに繋げ発展させていく、そうした場としての、
温泉（地）のあり方が、今後は必要となってくるものと
考える。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
ヘルスツーリズム（ウェルネスツーリズム、メディカ
ルツーリズム）を展開している温泉地、宿泊施設、関連
施設の取り組み事例を、今後より一層、発表・紹介され
ることを期待している（特にコロナ禍の現状では自ら赴
くことが諸般の事情でなかなか難しいため、オンライン
や資料提示による形でも大変ありがたい）。 

4. その他 
　2.の設問で挙げたとおり、今回のコロナにより、改め
て世間において、身体はもちろん、心の癒しも含めたホ
リスティックな健康（観）の重要性がクローズアップさ
れることとなり、改めて温泉（地）の健康特性が注目さ
れ、そうした場としてのあり方のニーズも、これよりも
高まってくる可能性がある。 
そうした状況下で、これまでヘルスツーリズムに取り
組んでいる温泉（地）・施設がより取り組みを進めるだ
けでなく、新たにヘルスツーリズムの取り組みを行う温
泉（地）・施設も増えてくることも考えられる（個人的
には増えてくることを望んでいる）。 
ただ、こうした取り組みを行う温泉（地）・施設が、
単に海外のヘルスツーリズム事例やあり方を直輸入する
だけではなく、日本人の温泉地訪問や滞在、温泉入浴、
観光に対する志向性や行動特性、日本の温泉観光の経緯
や取り巻く背景、日本の温泉（地）の特性、等々を踏ま
えた日本の実状に見合ったヘルスツーリズムを展開・追
求していくこと、あるいは日本の実状を踏まえた独自の
温泉ツーリズムの確立・展開・追求が、観光（学）の観
点から見た日本の温泉の将来への課題であると考えられ
る。そして個人的にはこれらの研究を進めていきたいと
考える。 

森田 浩司 大阪国際大学 国際教養学部 国際観光学科 准教授
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オピニオン・リーダーズ 

温泉の基本的な役割 
　その土地に行かないと出会えないその瞬間に身を置く
ことこそが真の養生であり、温泉ツーリズムの原点であ
る（石井氏）。新型コロナウイルス禍で人々がストレス
の多い生活を送るなか、日本人が湯治場に求めていた心
と体の安息を求める欲求はより強くなるだろう（野添
氏）。
　心身をリラックスさせ、生命力や免疫力をアップさせ
ることで元気を回復する側面（谷口氏）を活かして健康、
療養としての温泉にシフト（リターン）し（岡田氏）、
ポストコロナの新たな日常における癒しと健康維持の場
（大國氏）、疲労回復・ストレス解消・リラックスの受
け皿としてますます重要になる（伊豆氏）。
　在宅勤務、リモート会議など働き方の変化を受け、温
泉地はワーケーションの場としても期待される（伊豆氏、
川崎氏）。

インバウンド対応 
　多くの外国人観光客が訪れていた2019年当時も、外国
人観光客は日本人の普段のライフスタイルにこそ関心が
あって「用意された訪日客用の日本」には食傷気味になっ
ていると言われ始めていた（江渕氏）。
　自分たちのローカルへの小さき「誇り」や独自の「ま
つりごと」の魅力の方が広く世界に通用する時代が音を
立てて進んでいく（野中氏）なか、海外が望むままの「日
本」を切り売りするインバウンドビジネスはやめて、日
本人が、地域が、大切にしてきたものを自信をもって世
界に発信すべきである（江渕氏）。

入浴文化の発信 
日本の温泉は、単なる資源ではなく、生活に根付いた
文化であり、日本人の入浴習慣を文化として正しく発信
していくことは重要（岡田氏）である。外国人観光客に
全身浴による心身一体の癒しの効果を知らしめるには、
物理的な、あるいは目に見える仕掛けが必要となるが、
経験値を積むことで、全身浴の効果を体得させうるだろ
う（竹村氏）。
また、バリアフリー化や湯浴み着の普及と理解、マイ
ノリティの方々への配慮など“誰一人取り残さない”SDGs

に向けた施策も進めるべきである（北出氏）。

人材育成 
　温泉地滞在の魅力は、温泉や自然、食事はもちろん、
人も重要な要素である。そこで、温泉地の魅力をつくり、
温泉文化を伝える人を育成する温泉教育が大切になる（江
渕氏）。温泉本来の素材・神話性・味わい等の温泉の魅

力を体験できるよう、食の世界における蔵元・素材製造
者・調理人・職人・グルメ等のような役割を担う温泉の
管理技術者の育成が急務である（丸岡氏）。
　温泉に関する学術的な教育機関がなく人材育成がなさ
れていない（北出氏）なか、幼稚園への出前講座や入浴
体験（川崎氏）、健康と温泉フォーラムの月例研究会へ
の学生・若者の参加（伊豆氏、丸岡氏）など、温泉文化
を伝え、将来の担い手を育成することも欠かせない。

エビデンスの収集・データベース化 
温泉の療養目的での活用に向けて、温泉療養に医療保
険が適用される欧州の制度を参考にすべきという意見が
ある。日本では、温泉療養に医療保険は適用されないも
のの、長年、温泉を療養に活用してきた湯治の歴史があ
る。
温泉利用の単純な欧風化は避けるべき（竹村氏）だが、
「湯治システム」の効果をわかりやすく示すには、温泉
や入浴に関する科学的エビデンスをもっと集め、世の中
に知らしめる（坂内氏）ことも求められる。そこで、目
的税である入湯税を利用者の免疫力・抵抗力の向上のエ
ビデンス作りのための研究費として使い（木地本氏、重
氏）、エビデンスのデータベースを完成させる（川崎氏）
ことが望まれる。
科学的根拠によって生まれてくる効果を組み合わせる
ことで、単なる温浴効果だけでなく、外用薬や内服薬、
そして化粧品類と発展させることもできるだろう（水島
氏）。

地熱発電の導入 
地熱発電に関しては、景観や温泉源への影響なども懸
念されるが、SDGsが叫ばれるなか、石炭・石油に頼らな
い脱炭素社会に向けて、地熱発電導入への積極的な対応
（重氏、水島氏）も検討する必要があろう。

観光地としての温泉地の将来 
人口減少により少なくなる観光客の取り合いの中で温
泉地が生き残るには、総花的な誘客体制ではなく、各温
泉地のそれぞれが個性づくり、特色づくりを徹底し、特
定のターゲットに絞った誘客をすべきである（米原氏）。
原点に立ち返り、それぞれの温泉の個性や歴史、文化を
研究し、学び、これからの時代の旅にどのように寄り添
い進化させていくかが人の心を惹きつける静かでも大き
な力になる（石井氏）。それぞれがバラバラに対応する
のではなく、D M O組織やN P O組織等を活用して共通の
ルールを策定し、実行することも求められる（大國氏）。

（小括）　関口 陽一
独立行政法人経済産業研究所 上席研究員
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答えは、その町、その村、そのお宿、そこにしか産み
出せないものに宿っている（野中氏）。温泉宿・温泉文
化が、変えないものと変えるべきものを取捨選択し、時

代にあった魅力あるものになっていくこと（野添氏）、
宿の経営だけではなく、温泉のある地域を総合的に元気
に美しくしていくような経営（谷口氏）が期待される。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
現代社会においても未知のウイルスがこのように急速
に世界中に広がってしまうのだと驚きました。これは、
人間ひとりひとりが、自分自身の生き抜く力を蓄えてお
かねば戦えない状況です。温泉に入ることで、体の深く
まで温まり、心身を整えることが大切だと思います。そ
れには、温泉の果たす役割が大変大きいと感じています。

2. 日本の温泉の今後のあり方 
想像をはるかに超えて、世界中に広がるコロナの危機

がこんなに長引くとは・・・。一方で、ゆっくりと、しっ
かりと考える時間をもらった機会でもあったように思い
ます。 
ひとつは、原点回帰。日本の温泉とは？さらには、そ

れぞれの温泉が持つ個性とは？強みとは？また、それぞ
れの宿がどうあるべきか？じっくり向き合い、考えてい
る人が増えています。そして、そういう温泉地、そうい
う宿に、人は心惹かれて集まってきています。 
　たとえば、草津温泉は、硫黄を含む強い酸性の温泉で
あることを個性とし、温泉が、コロナを含むウイルスの
不活性化に役立つという実験を行い、研究が発表される
とすぐに、湯畑に温泉の「手あらい湯」を作りました。
また、有馬温泉は、世界的にも大変珍しい「有馬型」の
温泉の成り立ちを地球科学の観点で研究して紐解きまし
た。江戸時代から続く温泉芸姑の歴史や文化を研究し、
芸姑のカフェやZoom芸姑など、温泉地だからこそ、一
般人も気軽に芸姑文化を楽しめることを発信しています。
由布院温泉は、コロナ禍に加えて、台風の水害により鉄
道ルートが分断されるなど苦しい時期もありました（現
在は復活）が、宣伝ではなく地域本来の魅力を表現しよ
うと、由布院の原点である「静けさ」「自然の中でゆっ
くり過ごすこと」を打ち出した「おとなしやかな由布院」
を発信しています。 
これらはほんの一例ですが、温泉地がそれぞれの原点

を見つめて、個性が際立てば、日本の温泉の旅はもっと

もっと楽しくなっていくことでしょう。日本の温泉の今
後のあり方を思うとき、松尾芭蕉の言葉「不易流行」を
思いだします。原点に立ち返り、それぞれの温泉の個性
や歴史、文化を研究し、学び、それを、これからの時代
の旅にどのように寄り添い進化させていくのか。それこ
そが人の心を惹きつける静かでも大きな力になることと
思います。 
自分の心身を整えて、生きる力を守るために温泉に入

ることは、健康維持に必要な外出であるという認識が広
まっていくことを願っています。レジャーで観光地へ遊
びに行くこと（これも人生の喜びとして必要です）と、
心身のメンテナンスのために、静かに温泉に入ってのん
びり過ごすことは別のことであり、どちらもわたしたち
が幸せに生きていくために必要不可欠のことだと、あら
ためて強く思います。このような時代であっても、安全
に留意して、生活空間を同じくする単位（ひとり旅や同
居家族での移動）で宿泊し、静かに「黙浴」をして、心
身を整える時間をつくることは、生命を維持するために
大切なことだと感じます。 
四季のある日本で、季節ごとに変化する自然や食材に

出会えることも、温泉へ旅に出かける重要な要素です。
「身土不二」その土地にいかないと出会えないその瞬間
に身を置くこと。それこそが真の養生であり、温泉ツー
リズムの原点だと信じています。これは、お取り寄せや
オンラインでは得られない旅のだいご味です。温泉へ出
かけられる日に向けて、自分も微力ながら、そのような
視点で温泉旅を考えるためのお手伝いをしたいと考えて
います。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
オンラインとリアルを繋いでいくことにより、参加者
のみならず、企画や登壇者もオンラインならではの試み
ができると期待しております。全国の温泉地の方々を繋
いでお話しをきくことや、将来的には海外とつなぐこと
もオンラインなら可能になりますので、国際的なフォー
ラムや研究会も行える可能性が広がると思います。 

石井 宏子
株式会社温泉ビューティ研究所 代表取締役

温泉ビューティ研究家・トラベルジャーナリスト
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1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
旅行需要、特に大衆観光はイベントリスクに非常に脆
弱です。私は約40年、航空会社系の旅行会社で仕事をし
ておりましたが21世紀だけでも世界規模のイベントリス
ク（9.11米国同時多発テロ・SARS・イラク戦争・リー
マンショック・東日本大震災など）を経験しました。そ
のたびに観光産業は大きな需要減少となりました。しか
し今回の新型コロナウイルス禍は影響範囲の広さ（世界
中）、影響期間の長さ（すでに１年以上）は破格で、旅
行需要減少のインパクトも甚大です。さらには在宅勤務・
リモート会議・ワ―ケーションなど人々の生活様式や価
値観にも大きな変化をもたらし、それらが常態化しつつ
あります。人の移動を前提としたビジネスモデルは再構
築を求められています。これこそが新型コロナウイルス
禍が100年に一度のイベントリスクと称される理由では
ないでしょうか。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
大地震の予知が難しいのと同様に新型コロナウイルス
の感染拡大の予知、予防、治療は難しく、時間がかかり、
現代の自然科学の限界を改めて示しました。一方、温泉
には予防医療・免疫力向上の効果がますます期待され、
同時に温泉地には新しいライフスタイルでもあるワ―ケー
ションの候補地として期待も大きくなると思います。「温
泉地ワ―ケーション」の整備が急がれます。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
毎回参加はできませんが、月例研究会のテーマ・講師
は興味深いと思います。コロナ禍で参加できない方への

リモート参加やホームページで毎回の内容を配信するな
どの工夫も必要な時期ではないでしょうか？またボーダー
ツーリズムやエコツーリズムなどの組織と連携（共同セ
ミナーなど）も必要ではないでしょうか？若い方、学生
などの参加が増えると良いとも思います（リモートなら
若い方は参加しやすい）。 

4. その他 
コロナ禍後も在宅勤務、リモート会議は常態化します。
人には肉体的・精神的な疲労・ストレスがますます蓄積
します。人は様々な方法で疲労回復・ストレス解消を求
め、同時に自分への“ご褒美”的なリラックスタイムへの
欲求も大きくなると思います。 
温泉は疲労回復・ストレス解消・リラックスの“受け皿”
としてますます重要になってくると思いますし、それに
は泉質・効能だけでなく「新・湯治」が目指す温泉地の
魅力が重要な要素です。そして「新・湯治」を実社会で
推進する、実社会との連携が求められます。 
また定住人口（移住者）が増えず、観光客を想定した
交流人口も不安定なことがコロナ禍で実証されました。
温泉地の疲弊は極まっています。やはり温泉地政策も関
係人口を増やすような新しい取り組みも必要ではないで
しょうか。例として①ワ―ケーション誘致　②リモート
と組み合わせたハイブリッド型温泉体験などです。 
　温泉・湯治文化は日本の宝ですが温泉地は課題山積で
す。健康と温泉フォーラム様の一層の発展を祈念いたし
ます。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
コロナ前2019年までのビジネステーマは「インバウ
ンド」や「長寿社会」でした。しかし2020年世界はコ
ロナ禍で塗り替えられ、暮らしは一変しました。コロナ
禍は、生産性と効率を追い求め「より高く、より大きく、
より速く」を競ったグローバル化の代償に思えてなりま
せん。「このままでいい筈がない」といった予感が現実
のものとなりました。その中から見えてきた我々が目指

す次の社会は、ずっと「こうなるだろう」「こうあるべ
き」と掲げていた理想の姿だったのではないでしょうか。
「一極集中から分散型社会へ」「量から質」「SDGｓ」
「ナチュラル」「多様性」「DX」「超スマート社会」「働
き方改革」「人生100年時代」等々。これらの流れは一
気に進むように思います。 
東京オリンピック・パラリンピック2020年の開催が
決定し、訪日外国人観光客数は2013年から1,000万人、

伊豆 芳人
株式会社トラベルジップ 顧問

ボーダーツーリズム推進協議会 会長

元・ANAセールス株式会社 常務取締役

江渕 敦
インフォーママーケッツジャパン株式会社 Diet＆Beauty編集長・事業部長

Jウエルネス協会準備委員会 代表世話人
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2,000万人、3,000万人と急拡大を続けました。いよい
よ次は4,000万人超えと期待した昨年2020年は411万
人でした。コロナ前に問題になっていたオーバーツーリ
ズムや張りぼてのインバウンドビジネス（爆買い対応）
は一瞬で消え去りました。実は2019年当時、訪日客は
日本人の普段のライフスタイルにこそ関心があって、む
しろ「用意された訪日客用の日本」には食傷気味になっ
ているのだと言われ始めていました。日本の都市やゴー
ルデンルートでなく、誰もが訪れない地域に関心が向い
ていたのもそうした理由からでしょう。 
コロナ後インバウンドがゼロになって、やはり国内市
場の大切さ、顧客との丁寧な関係づくりの大切さをつく
づく考えます。これからは、日本の「豊かさ」とは何か。
日本に興味を持って、「本物」を知って消費することが
大切なのだと。 
もう海外が望むままの「日本」を切り売りするインバ
ウンドビジネスは止めて、日本人が、地域が、大切にし
てきたものを自信をもって世界に発信するべきです。グ
ローバル化は、きっと看板を英文にしたり中文にするこ
とでなく、アイデンティティをもって自信をもって主張
することなのですから。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
「人」がカギだと思っています。温泉地滞在の魅力の
重要な要素は「人」、温泉文化を伝えるのも「人」でしょ
う。そのために、温泉文化の保護と温泉教育が大切だと
思います。 
温泉自体の健康効果のエビデンスはもちろん重要です、
しかし温泉地は、地域の文化や温泉文化と地域の人の魅
力を伝えることを第一に考えるのがよいと思います。温
泉の訴求も、エビデンス重視でなく、温泉地としての背
景や自然や人の魅力を伝えていくべきだと思います。温
泉地の魅力は、まさしく土地であり人。昔は人気を土地
柄で語られました。滞在中にその温泉地で出会う人との
交流がその土地や旅のイメージを作り上げます。誰に出
会えて、何に出会ってどんな時間を過ごしたかという温
泉地でのドラマです。わたしも20年も前の温泉地で出会っ

た人や、出来事は今も貴重な思い出となっています。TV
のケンミンSHOWで見る県民は何処も魅力的です。地域
が個性を持つことは、地域の人のやりがいや、自信に繋
がって、幸せにもつながっていくように思うのです。温
泉地の人づくりにもっと注目していきましょう。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
健康と温泉フォーラムの役割は、あくまでも温泉地の
視点で、健康と温泉との関係を真摯に考え続け、整理し
て伝えていくことだと思います。そして、温泉科学、医
学、温泉文化、歴史等の温泉に関わる知見や制度の課題
の集積の場です。温泉に関わる人の最も根幹のところを
ブレずにしておく機能を持っていることだと思います。 
フォーラム参加者は普段は各自のフィールドで多彩な
活動や事業をしています。しかし、フォーラムに戻って
くれば、根本を大事なことを再確認できてきちんと修正
できるという場なのだと思います。これからもそうある
べきだと考えます。 

4. その他 
温泉は「何か」や「人」を繋ぐ力を思っている日本の
宝です。人が集まり出会い、そして、「温泉で何かする」
という体験を数多く仕掛けていくことが必要なのだと思
います。私はいま日本の様々な魅力を凝縮し国内外に発
信しようと考えています。日本の魅力？それは伝統文化
であり、ものづくりであり、その中から生み出されるお
もてなしのウエルネスサービスです。その根源のところ
に温泉があり温泉地があるのだと思います。 
しかしながら、日本の若者たちの暮らしに温泉が入り
込んでいるとは言えません。温泉の持つ力をもっと伝え
ていきましょう。温泉教育をもっとやっていきましょ
う。以前に幼稚園児を対象に体験イベントをやった事例
がありましたが、幼い時期からの温泉体験をもっともっ
と進めていきましょう。カップルで行く温泉、妊産婦と
温泉、幼児の温泉体験、幼い子供と行く温泉等々。暮ら
しの中に温泉があることが日本人だと言えるように。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 

・「分断」と「癒し」 
新型コロナ感染防止のため国境、都市、地域、施設を
閉鎖し人々の交流を分断することは人々の孤立や不平等
など新たな社会問題を引き起こしている。ポストコロナ
の社会においても新たな日常として継続されていくこと
が予想される。そのような閉鎖や分断は人の心に警戒心

を呼び起こし、常に緊張を強いることになる。会議はIT
によって代替され、レストラン、美術館、アリーナなど
での催しも制限される。しかし人々は直接的な交流の機
会を求め、また癒しを求めている  
世界の感染防止の動向を見ると現段階では中国、ベト
ナム、台湾、韓国などでは抑えこみに成功し、アメリカ
やヨーロッパ諸国では感染拡大が続いている。これらの
動向は国家としての強力な統制、監視体制か民主主義国

大國 道夫 大國道夫・都市・建築総合研究所株式会社 代表取締役
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家の自由かの選択の問題ともなっている。個人の自由を
認めれば感染拡大が続き、個人の自由を制限すれば感染
が防止できるという構図にも見える。しかし民主主義を
犠牲にすることはできないとすれば個人の自由を守りな
がら感染を防止する手立てを講じなければならない。そ
のためには個人個人が守るべき共通のルールを科学的知
見によって定め、それを自主的に実行して行くほかない。
自主的に実行ができるかどうかはその国や地域によって
育まれてきた固有の文化や日常生活の習慣とその基準と
なっている生活の「型」が基本となってくる。日本の生
活習慣である靴を脱いだ生活や日常的な手洗い、人との
付き合いの方法などである。また体を清潔にするための
入浴の習慣もこれらの要素の一つである。入浴の習慣は
同時に人々の緊張を和らげる癒しや健康維持の方法とし
ても有効であり、さらに通常時の温泉旅行などによる気
分転換も生活の中での清潔な健康維持のための基本的な
「型」の発展形といえる。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 

・「顔」の見える温泉地 
ポストコロナの新たな日常における癒しと健康維持の
場として温泉地を位置づけることができる。感染防止の
ためには温泉地と顧客の双方が合意できる共通のルール
とそれに沿った自主的な行動を行うことが必要となる。
大勢の団体客が一時に押しよせて大宴会を行うことは経
営上の利益にはなるかもしれないが感染を拡大させる可
能性がある。大浴場や共同浴場、大食堂での混雑現象も
同じである。散策時の食べ歩きやポイ捨てなどマナー違
反による環境悪化も感染拡大の要因となる。これらを野
放しにしないで共通のルールを設け実行するためには不
特定多数の顧客だけではなく、できるだけ特定多数の顧
客を多くしていくことが重要である。そのためには事前
予約制はもちろんとして長期宿泊、リピーターの増加、
参加型顧客、会員制の顧客などの開発が重要となろう。
参加型の顧客としては温泉地のファンクラブ、投資家型
参加者、まちおこしNPOへの参加、温泉専門家、リモー
トワークなどの新たなニーズなどが考えられる。温泉地
側もそれぞれの宿泊施設や交通事業者がバラバラに対応
するのではなく、DMO組織やNPO組織等を活用して共
通のルールを策定し実行していくことが求められる。そ
うすることによって温泉地と顧客の双方にとって顔の見
える安全な温泉地形成が可能となる。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 

・「ウエルネス社会」実現のための「エンジン」 
健康と温泉フォーラムは温泉医療の研究と温泉に関す
る広範囲な分野との連携の実績がある。全国各地の温泉
地の実情調査や情報提供とユーザーの声を反映した活動
を続けてきておりそれらを三朝町で実施された温泉を活 

用した健康づくり広域連携会議をはじめとして温泉行
政へ反映させてきている。政策推進活動として温泉利用
型健康増進施設認定要件の緩和実現への動きや環境省の
新・湯治活動への協力などがあげられる。今後はこれら
調査情報収集、情報発信、政策提言を推し進めて幅広い
分野と共同して温泉地活用を社会全体へ広め、ウエルネ
ス社会実現へ向けてのプラットフォームづくりのエンジ
ンとしての役割が期待される。そこでは温泉医療、観光、
まちづくり、経済、制度政策などの幅広い専門家が出入
りし、具体的なプロジェクトに対応しウエルネス社会実
現を目指す。温泉関係者だけではなく広く全国紙やSNS
を活用した情報発信、全国各地のまちづくりとの連携に
おいてノウハウの提供、基準作りと制度化などによりウ
エルネス社会実現へ向けたエンジンとしての役割を果た
すことができるのではないか。 

4. その他 

・温泉文化の「型」の世界への発信 
大正14年8月出版の田山花袋の「温泉めぐり」は中表
紙に山と川、森につつまれた東山温泉が描かれ、日本各
地の温泉地をめぐりながらその比較、優劣などを書き綴っ
ている。 
温泉を巡る旅は当時の交通手段が限られているなかで
海辺や山間の道を進み近隣のまちや村を見ながらやっと
の思いで目的の温泉地へたどり着くといった具合であ
る。村々と自然の間にひっそりと抱かれた温泉地の姿は
交通網が発達した今日の温泉地の本質的な姿にも共通し
ているともいえるのではないだろうか。さらに自然と温
泉との関係につては哲学者の内山節が天山湯治郷・鈴木
義二発行の瓦版に「地底から湧いてくるお湯の力を借り
て自然と人間の力強いつながりを取り戻すことのほうに
多分温泉の本質はある」と寄稿している。これらの自然
と温泉との関係は日本の温泉文化の基本的であり、ここ
から様々な温泉文化が展開されてくると考えることがで
きる。日本の温泉地独特の入浴方法や風通しがよく自然
と一体になっている日本家屋、共同湯とまちの構成など
は温泉文化そのものであり、入浴作法、宿でのおもてな
し、まちの配置、床の間の飾りつけなどはすべて温泉文
化を構成する基本的な「型」である。自然と温泉との関
係を基本とし、歴史的にはぐくまれてきたこれらの温泉
文化の「型」を体系化して発信していく。さらにそれら
を日本の文化遺産としての認定を得ることによって温泉
地の魅力を世界へ広めていく。その結果海外からの顧客
にも安心、安全で魅力ある温泉地を形成することができ
るのではないか。 
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1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
COVID-19によるパンデミックも1年を過ぎ、まだ収
束のめどが立たない状況です。当初はこれだけ長引くと
は考えていませんでした。これにより多くの産業で大き
なダメージを受け、本来健康産業である温泉、温浴関連
業界でも多数の倒産や廃業が出てきています。 
しかしながら、日本が諸外国に比較し感染者が少なく
生活できるのも、日本の公衆衛生管理の良さと、国民の
生活に対するまじめさのためだと思います。これらを忘
れずに継続していくことが重要だと考えます。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
近年の温泉はレジャーとしてのポジションが強く、もっ
と健康、療養としての温泉にシフト（リターン）してい
くことが必要と思います。治療ではなく自己免疫を高め、
健康の維持、増進を意識して行っていくことがこのよう
な時こそ重要と考えます。特に日本は諸外国に比べ衛生
管理には厳しく清潔なものであり自信をもって海外に発
信できるものと思います。もちろん殺菌方法など問題が
ないわけではありませんが。 

日本の健康資産、文化資産としても、温泉利用、温泉
地の保護などに予算を投入してでもおこなっていくこと
が必要と思います。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
健康と温泉フォーラムは、温泉に関する学術的な側面
から幅広く温泉を考えている団体です。 
この姿勢を継続し、さらに拡大させることが求められ
ると思います。温泉関係者だけでなく、一般市民にももっ
と温泉というものを知ってもらうべく、発信していく必
要性を感じます。狭義での温泉利用や、温泉地利用、ビ
ジネスの観点、レジャーや興味での温泉関連団体は多く
ありますが、広範囲に温泉をとらえる非営利団体は他に
ないと思います。業界のプラットフォームとしての役割
を期待します。 

4. その他 
日本における温泉は資源としてだけではなく、生活に
根付いた文化ともいえます。広く日本人の入浴習慣を文
化として正しく発信していくことが重要な課題だと思い
ます。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
ハーハー　ゼーゼー　ハックション 
人の歴史は病との　幾多の困難のり越えた　先人たちの
勇気さよ 
神の気まぐれ時々に　試練を与えし困らせる 
コロナはどうかと　試される 
それでも人は知恵を出し　精一杯の可能性　探求するは
努めなり 
三密回避にうなずくも　これでもかとの攻撃に　マスク
手洗い　新習慣 
何をとっても　むなしい感じ　いったい何をやるべきか 
普通の生活できるのが　こんなにも大変か　できない時
に思い知る 
普通の勉強できるのが　こんなにも大変か　できない時
に思い知る 
普通の仕事できるのが　こんなにも大変か　できない時
に思い知る 

普通の遊びできるのが　こんなにも大変か　できない時
に思い知る 
ステイホームで考える 
パンデミック　クラスター　人に寄り添うウイルスには 
力ずくでも戦い挑む　これこそ　人の進む道 
ワクチンの日本の技術はどうなった　負けてはならない
意地がある 
総力あげて取り組もう　国内生産めざすが肝要 
ウィズコロナではなくアウトコロナでいきたいものだ 
世界の人々意識を高め　やっつけましょうCOVID-19 
ひとすじの光が見えたかワクチンに　油断は大敵　慎重
にコロナ禍をのり越えたその時に　神は微笑む 
よくやったなと 
ハーハー　ゼーゼー　ハックション 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
ブクブク　ボコボコ　ホッカホカ 

岡田 友悟
特定非営利活動法人日本スパ振興協会 理事長

特定非営利活動法人健康と温泉フォーラム 理事

川崎 義巳
フェローニア株式会社 取締役

特定非営利活動法人健康と温泉フォーラム 理事

元・株式会社ツムラ 中央研究所 研究部長
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周りを見ればお年寄り　ついに日本は高齢社会 
昔は威張ったあの人も　今じゃ、静かなただの人 
温泉浸かって元気に長生き　誰もが想う老後の人生 
温泉に気軽に行けるシステムを　望む声は多くあり 
立派な料理　施設は不要　長期滞在　湯治のように 
お年寄りとか弱者への　対応急げ　行政も 
町内会や自治会と　絆を大事に　温泉は 
人材育成重要だ　泉育を子供の頃から始めよう 
幼稚園への出前講座や入浴体験　楽しさ教え　未来へ繋
げ、日本に生まれて良かったと　想いをこめた育成を 
スーパーチルドレンの誕生だ 
アイテム揃えて　温泉好きに 
温泉地の特化だね　3,000超える日本の温泉 
そこにしかない歴史や文化　そこにしかない泉質効能 
温泉と農業体験　漁業体験　コラボもどうかのアイデア
は、何でもいいから楽しむことだ 
温泉地の連帯も　目的持って　信頼深め 
可能性は限りなく　可能性を実現に 
Z世代は　デジタルネイティブ 
温泉の　発想転換　アップできるか 
温泉地でのテレワーク　地方再生期待する 
自治体　受け皿　推進必要 
薬膳料理で体調良好　お茶代わりの飲泉で 
免疫力のさらなるアップ　東洋の知恵か 
介護保険は使わなくとも　健康増進　間違いなしだ 
湧き出る温泉流れとともに病も流れて気が戻る 
無限ではない温泉を大事に使う方策は 
自然の恵みの温泉を　知恵出しあって　守り抜く 
残したい　日本の温泉美しい　四季おりおりの姿あり 
ブクブク　ボコボコ　ホッカホカ 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
ダッシュ　ゴーゴー　ランランラン 
歴史を刻む　フォーラム事業 
得られた実績ひっさげて　頑張る姿頼もしい 
世の中移り環境変化　対応するには策が要る 
情報社会の発展に　ついていけない人多し 
素人なりに興味あり　AIの温泉導入いかにせん 
どこまでできるか　定かでないが 
エビデンス　データベースの完成は 
温泉医療の革命だ　この症状にこの温泉 
誰もが温泉療法医　ハイレベルなステップだ 
加えて世界へ発信し　温泉研究リーダーへ 

日本の実力　見せましょう　日本が誇る研究を 
技術ノウハウ海外へ　協力体制万全で　喜ぶ顔が見えて
くる 
月例会の内容も英文にして発信し　世界の人から意見聞
く 
思いつく遊び心の研究テーマ　温泉関わる　お題から 
歌に踊りに演奏を　落語や漫才楽しもう 
時には余裕も必要だ　難しい話ばかりが仕事じゃない 
温泉環境　SDGs　問題提起が必要だ　 
共存考え　持続可能に　アクションとらねば手遅れだ 
残したい歴史的な温泉は　温泉遺産の認定へ 
日本遺産　世界遺産へ　広がる声が楽しみだ 
世界温泉サミット開催　ネット上でやればいい 
世界の情報共有し　温泉力を養おう 
インバウンドへの可能性　期待できるぞ　温泉は 
海外からのお客様　もてなす心は日本の心 
足らないものは足せばいい　要らないものは削ればいい 
温泉地からの生の声　常設コーナー開設で 
フィールド情報大切に　今後に活かす知恵の箱 
刷新しようフォーラムを　興味を示す体裁に 
グローバルネットワークの強みを活かし　 
継続していく活力で　前に向かって進むのみ 
ダッシュ　ゴーゴー　ランランラン 

4. その他 
ジャブジャブ　ドボーン　シュワー 
遠くへ行く必要もなし　近くの温泉十分だ 
自分の温泉マイ温泉は　楽しく愉快だ　お勧めだ 
ひとつだけ見つけておこうか　隠し湯を 
恰好つけない　干渉されない　ひとりの世界 
それだけでいい　どっぷり浸かる温泉に 
同じ温泉　同じ場所　春夏秋冬行ってみる 
それぞれに異なった顔見せ　輝くばかり 
温泉の仮想体験ソフトがあれば　老いの人には朗報だ 
家にいながら温泉気分　活力増進　病気知らずに 
温泉ミュージアム　ネット上でも　楽しいか 
各地の温泉一堂に　エキスが積まった内容は 
温泉好きにはたまらない　開店を待ち望む人多いかも 
温泉を愛する人々　一様に　浴槽に沈んで思うこと 
アー　温泉の湯が身に浸みてくる 
アー　温泉の匂いが身に染みてくる　………… 
ジャブジャブ　ドボーン　シュワー 
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1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
これまでの温泉地のあり方が大きく変化し、新たなイ
ノベーションが求められていると感じる。例えば、感染
症対策に伴う意識変化、デジタルを活用した新たなビジ
ネスモデルの構築、ライフスタイルの多様化に適応した
環境整備などである。また、在宅ワークが増え、人との
交流が減り、自然から阻害された環境にいることにより、
心身のバランスを取り戻すべく自発的に旅へ出掛けたく
なるのではなかろうか。このようなことから、ニューノー
マル時代における温泉地の社会的役割はますます重要に
なると考えられる。今こそ、自然環境による転地効果や
温泉の薬理効果など、日本の温泉地の本質的な価値が見
直され、世界中の人々の疾病予防や健康増進に寄与でき
るのではないだろうか。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
今後の日本の温泉地での課題の一つは入浴文化だと考
える。グローバル化に伴うタトゥー問題や宗教問題、
LGBTや乳がん患者の増加、超高齢社会や障害者福祉な
ど、温泉入浴が困難な人々があげられる。本来、温泉地
で療養しながら健康づくりをしなければならない社会的
弱者が排除されている現実がある。バリアフリー化や湯
浴み着の普及と理解、アイデンティティの尊重とマイノ
リティへの配慮など、“誰一人取り残さない”SDGsに向
けた施策を温泉業界も進めていくべきではないだろうか。
また、人間のエゴで開発を進めてきた温泉地を本来のあ

るべき姿に取り戻すべく、限りある自然資源を保護しな
がら無理なく利活用し、自然と共存共栄しながら温泉地
の活性化を図れる方策が必要不可能である。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
過去の月例研究会のテーマやスピーカーを改めて拝見
し、これだけの人脈を集め多様なテーマで開催されてい
たことを知り感服した。是非とも毎月の定期的な開催を
今後も希望したい。素晴らしいフォーラムの活動を広く
社会に認知させ、登壇者の話もより多くの人々に聴講し
てもらえるよう、オンライン化の対策をお願いしたい。 

4. その他 
コロナ禍で自分自身が温泉地のために何ができるの
か…。たどり着いた答えは、日本の温泉についての情報
発信をすることであった。観光としての表面的で一方的
な情報だけでなく、日本の温泉地の文化や歴史、医学や
科学のエビデンスに基づいた温泉地を活用したヘルスケ
ア、自然保護等への環境教育活動に至るまで、日本の温
泉地の価値と可能性を広く双方向で伝えていくことが、
持続可能な未来へ繋がるのではないかと考える。また、
これほどまでの温泉大国でありながら学術的な教育機関
が無く、人材育成がなされていないのも社会課題であ
る。今後、産学官連携を図りつつ温泉に関する様々な研
究活動を進め、日本の温泉業界に貢献をしていきたい。  

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
温泉・温浴の施設における入浴効果としての免疫力・
抵抗力の向上や強化に関することの研究や、効果の高い
アプローチの啓蒙を行い、業界全体＝利用者(エンドユー
ザー)へのお役立ちをしたいと、考えます。 
例えば、国際医療福祉大学の前田眞治先生が、過去よ
り温浴と炭酸泉の効果効能として、43℃の高温温浴に入っ
たり、38℃の高濃度炭酸泉に入ると、通常の40℃温浴
と比較して、どちらも深部体温が1.5～2.0℃近く上がり、
そうするとナチュラルキラー細胞活性が上がることや、
ヒートショックプロテイン(壊れたたんぱく質を修復する
たんぱく質)が出てくることを研究されており、今年の日
本温泉協会の季刊春号で、コロナに効くかどうかは別と

して、免疫力の高い体にしてゆくことを推奨するような
記事を書かれています。 
似たような研究で、免疫力向上を連動させたヘルステッ
ク、同ストレスの解消、同不眠の解消、同ワーケーショ
ン促進などに、繋げてセールスプロモーションに役立て
るようなことを実行できないかなと、考えています。 
そして、これらの実行手法として、例えば経済産業省
の事業再構築補助金の活用(具体的な温泉旅館で打ち合わ
せ中)を検討しておりますが、環境省の温泉系の局・課へ
の政策提言を行って、業界全体で進めてゆくようなこと
に寄与できないでしょうか？ 
また、温泉旅館や温浴施設においては、従来より衛生
管理ノウハウが高いせいか、あまりクラスターが起こっ

北出 恭子
杏林大学CCRC研究所 客員研究員

特定非営利活動法人健康と温泉フォーラム 研究員

特定非営利活動法人日本ヘルスツーリズム振興機構 理事

木地本 朋奈 株式会社トリリオン 代表取締役
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ていない事実がある様に感じておりますが、マーケット
側は逆の価値観(安全でない感)で受け取っているようで
す。このあたりのことについて、実態調査をして安全PR
の様なことを実行することこそ、環境省などと連携して
進めるべきことではないかと考えています。 
2. 日本の温泉の今後のあり方 
少し上記課題とずれるかもしれませんが、上記の様な、
マーケットが求める(あるいはマーケットに寄与する)戦
略的マーケティングの必要性を感じます。 
また、目的税である入湯税は、観光整備的なものに活
用されているわけですが、これもエンドユーザー(利用者)

の免疫力・抵抗力の向上のエビデンス作りを目的に使う
ことができないでしょうか？　温泉業界にとって、こち
らの目的の方が意義が高い様に感じます。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
1.と2.で記述した様な政策提言、環境省との共同研究、
更にはそれらに関わる補助金・助成金取得へのシナリオ
づくり。

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
　コロナ禍になって一番変わったのは、人の移動だと思
う。国内的にも国際的にも観光やビジネスでの人の移動
が極端に少なくなりトランスポート産業に関わる事業者
の経済的なダメージが大きい。温泉を目当てに旅行に行
く人も減り温泉地のホテルや旅館も大打撃を被っている。
ただ、コロナ後には我慢を続けた反動で多くの人たちが
温泉地を訪れるのではないだろうか。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
　温泉資源は世界的にみると入浴産業よりも産業用に使
われているケースの方が圧倒的に多いのではないだろう
か。地熱発電や温泉の熱を利用した発電技術の研究が盛
んなように思える。そして、それは各国のエネルギー政
策上の哲学や理念がそうさせているのかも知れない。 
　昨今、SDGsが叫ばれる中において地熱発電や温泉の
熱を利用した発電は世界的な共感を呼んでいる。また、
これらの技術開発は年々進んで来ていてより効率的な成
果を挙げて来ている。それと比較すると入浴としての温
泉については観光資源の一つのアイテムでしかないので
はないだろうか。もっと温泉の泉質による健康への積極
的なアプローチを研究して科学的な温泉の効果・効能の
エビデンスを確立する事が必要であると考える。そのた
めには研究費用が必要となるわけだが、そこでかねてよ
り提言されている「入湯税」の戦略的な活用である。そ
もそも目的税である入湯税が一般財源の中に組み込まれ
ていて「入湯税」とは名ばかりで形骸化されている。 
　本来の温泉のために使う事ができるようなシステムを
構築することが急務である。世界でも有数の多様な泉質
を保有する日本だからこそ是非やるべき研究ではないだ
ろうか。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
　「温泉なら何処でもいい」という消費者の考え方から
「今回療養目的でこの温泉を選んだのは・・・」という
明確な動機付けができるようにするにはどうしたら良い
かという事を考えるフォーラムにしていくべきではない
だろうか。 

4. その他 
　温泉研究のための予算確保はもとより環境省、国土交
通省、経済産業省、資源エネルギー庁が縦割りではなく
て省庁を横断して自然エネルギーとしての温泉や健康増
進や医療としての温泉利用について或いは世界に誇る観
光資源としての温泉地をどう育成するか等々を議論する
機会が設けられることを期待したい。日本には活火山が
多く存在していて、そこには高温の地熱や温泉が存在す
るわけだが、その多くの場所が国立公園に指定されてい
る事であらゆる開発が拒まれている。この地球が与えて
くれている自然エネルギーをできるだけ自然破壊をしな
い形で有効に利活用することが可能なら原発に頼る事の
ないエネルギー政策が生まれるのではないだろうか。 
　このコロナ禍で日本が世界に誇る事ができたのはコロ
ナによる死亡者の数を抑える事ができたという点ではな
いだろうか。これは日本の医療技術の高さと医療従事者
のレベルの高さであると考える。おそらくコロナ後の日
本のインバウンドの目的にはメディカルツーリズムとい
う分野が世界の富裕層を中心に増えて行くのではないだ
ろうか。メディカルツーリズムで日本に長期滞在する外
国人に対してもっとも有効な温泉保養地も併せて紹介す
る事ができれば温泉大国としての日本もさらにアピール
できるものと考える。 

重 隆文 株式会社アクアエンタープライズ 代表取締役
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1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
主たる商圏を地元と周辺地域へ戻し、顧客の維持・拡
張をもう一度やりなおす必要性。不特定多数のエージェ
ント依存型集客割合を減少させる努力が必要。AI集客の
時代になってもネットエージェントに縛られることに疑
いを感じない経営者の他力本願な経営手段に疑問を持つ
べき。独自集客の必要性（いまさら言っても始まらない
けれど）。つまりは宿の個性化と魅力づくりという基本
に立ち返るチャンスではないのかと。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
コロナ禍であるか否かにかかわらず、人口が減少傾向
にあるわが国では、一人の顧客のリピート率＆滞在宿泊
数の促進が究極の課題である。かつて旅館の嫌った「湯
治・滞在」型こそ究極の安定法であり、ここに活路を見
出さざるを得ない。 
インバウンド依存が一番不安定要素であることを今回
のコロナ禍で痛感させられた。妙高市のDMOと医療を
連携させる試みなどには期待したいが、なによりこうし
た新しい試みについては、長い時間と不断の努力・投資、
そして地元民の理解と同調性がなければ定着はむつかし
い。特に首長が交代した場合の継続性が重要だろう。何
より日本の温泉の多様さと温泉利用方法、その経験値の
蓄積は「人類を救う」と言ってきたが、医学界がやっと
追いついてきた感がある。全身浴による身心一体の癒し
効果は日本人の長年にわたる経験値から生まれたDNA的
な特質であることは確か。ただしインバウンドによる外
国人客にはただ入浴することでの効果を知らしめるのは
むずかしいと思われる。彼らには物理的な、あるいは目
に見える仕掛けが必要となるが、経験値を積ませること
で、全身浴の効果を体得させうるものと考えている。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
管轄省庁とのパイプが少しでも保たれている貴会にか
ける期待は大きい。しかし、現況を見ると、産学協同と
いう理想が危うく感じられる面もある。大きな原因の一
つに会員としての温泉経営の現業者（高名な既存の経営
者ではなく一般の旅館経営者）、若手の研究者の少なさ、
管轄省庁の特定化（環境省に限らず国土交通省・厚生労
働省など横断的なつながりが欲しい）から、そう感じる
のかもしれない。また、一部研究者・温泉関連業者や管
轄省庁が外国、特に欧州の温泉システムを日本の現況を
考慮することなく、形骸的かつ盲目的に導入しようとす
る傾向に危機感を感じてきた。それに飛びつく温泉地の
ありようも疑問ではあるが。すでに伝統としての「湯治
システム」を保有している我が国ではその系統的な考察
と研究・検討・検証こそが必要であり、関係者はもっと
日本の温泉と既存の活用法やシステムに自信を持つべき
だ。その上での施設・システムの近代化は勿論必要であ
ろうが、盲目的な欧風化は日本特有の温泉文化を弱体化
させるにすぎず、逆にその発展を妨げるものと考えてい
る。 

4. その他 
旅館の風営法適用の時代錯誤を正す。旅館が風営法に
縛られていること自体、時代的に見て齟齬（スナック等
があればこの法律に縛られるという）がある。すっかり
わすれていた法律適用が今でも生きていたとは。旅館の
利用が、宴会・芸者・売春とつながっていた大昔の（？）
遺物で、風営法に包括されている旅館業態自体が、現代
の利用者や利用方法から見ても大いに疑問だ。

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
ウイルスの出現は仕方のないことだとしても、その対
応の仕方によって、国を運営するものの器量が顕になっ
てしまうようです。世界的にみても、日本の治世者たち
の無能ぶり、もしくは脈絡のない無作為ぶりや、現実を
直視する力のなさが目立ちます。論理性のなさ、科学的

視野のなさ、不確かな願望に頼る精神性は、もしかした
ら日本という文化や日本人のどこかに共通して深く潜在
するものかもしれないとさえ思ってしまいます。 

竹村 節子
旅行作家

元・現代旅行研究所 専務取締役

谷口 江里也 有限会社エリアス・クリエイティヴ・スターシップ 代表取締役社長
詩人
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2. 日本の温泉の今後のあり方 
日本の温泉文化は、地域文化の一つの象徴になってい
ます。大地の恵みやそれを生んだ自然、そこで採れる四
季折々の自然の恵みを愉しみ、またその土地ならではの
歌や踊りや建築を五感で楽しむ、宿の文化は、非常に優
れた文化的装置です。大都会へ人々が集中し、地方を過
疎化させて来た中央集権的な近代が限界を迎えている現
在、地方の特色を生かし、一瞬にして日常から人々の心
身を非日常の中に包み込む温泉という文化的装置の受容
性は、今後、改めて見直されて良いと感じます。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
とても真面目で総合的で多様性に富んだ研究会を続け
ておられて感心します。温泉には主に、上記のような文
化的側面と、湯治という言葉に象徴される、病気などを
部分的に治す西洋医学とは異なる、心身をリラックスさ

せて、人間の生命力や免疫力をアップさせることで、元
気を回復するという側面があります。その両面を活かす
とともに、その経営、つまり宿の経営だけではなく、温
泉のある地域を総合的に元気に美しくしていくような経
営の方法が、模索される必要があると思います。 

4. その他 
上記の全てと重なりますが、仕事と遊び、日常と非日
常を区別するのではない、日常的な営みの中の美、非日
常的な美を、温泉というテーマの中で融合するというこ
とを考えられてもいいように感じます。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
新型コロナによって、時間軸が一気に加速化し、事象
の本質があぶり出されたと思っています。変化し続け、
魅力を打ち出している温泉地・宿はどんな時代でも人が
来るし、旧態依然としたところは取り残され、やがて資
本力のある企業や外資に吸収されるかなくなってしまう。
10年、20年の時の流れが1年、2年に凝縮されて起こっ
ていると感じます。 
断続的に地域ごとの緊急事態宣言・まん延防止等重点
措置などが今後も発令されることを考えると、観光業や
宿泊業にとって大変な時が続きますが、一方で助成金な
ども用意され、業態拡大・転換できるチャンスもありま
す。 
本番はGo Toキャンペーンなども落ち着き、事業者の
無担保・無利子融資の返済が始まる3年後。それまでに
温泉地・宿の魅力づくり、方向性が定まっているかどう
かで行く末が変わってくるように思います。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
かつて日本人が湯治場に求めていた心と体の安息を求
める欲求はより強くなっていくものと推測されます。ワー
ケーションも含め、豊かな自然環境や食を求める現代湯
治にある一定の関心が寄せられると思いますが、飛行機
を使った遠隔地への旅行は鳴りを潜め、近場の旅行・日
帰り利用の傾向はますます強まってくると思います。 
実際、都道府県などの宿泊割引キャンペーンは功を奏
し、毎日が正月のようなフィーバーが起こっている光景
を見かけます。近隣・近県の住民を視野に入れたシフト

チェンジ、自宅での温泉活用方法の提案など新たな取り
組みが求められています。 
そういった意味では大分県・クアパーク長湯の月額制
の重炭酸泉入浴剤の送付はサブスクリプション方式で、
利用者にとってはお得（2 割引）に健康増進でき、施設
にとっても固定の利益が生まれ、温泉地のブランド力も
上がるよいモデルでしょう。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
最近、温泉地を訪れると、不動産業など異業種から開
業したゲストハウスなど多く見かけ、温泉地が変化を遂
げているのを実感します。新潮流の現地視察などできる
と嬉しいです。 

4. その他 
温泉地ではないエリアの古民家再生やアマン創業者に
よる高級リゾートのオープンなどの話題性、盛況ぶりを
みるにつけ、「非日常」や「豊かさ」を演出する手法が
長けていれば、温泉でなくても支持される施設が複数誕
生していることを考えると、既存の温泉旅館はあまりに
も温泉にあぐらをかきすぎてきたのではないか、と思い
ます。温泉財産区などに守られて、温泉地がよそ者を受
け付けないことが温泉地を守ることだとずっと思ってい
ましたが、それによって生まれる弊害があるのもまた事
実。温泉宿・温泉文化が、変えないものと変えるべきも
のを取捨選択し、時代にあった魅力あるものになってい
くことを願っております。 

野添 ちかこ
温泉と宿のライター　旅行作家

特定非営利活動法人健康と温泉フォーラム 研究員
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2. 日本の温泉の今後のあり方 
日本の温泉の未来に思うこと 
その昔は、スペインとか、ポルトガルが、国として、
地球で1番の権威権力を謳歌してたんだよ、オランダも
凄かった……。なあんて話は、多くの若者たちには信じ
てもらえないだろう。何それ？サッカーの話？くらいが
関の山かも。 
そう、時代は変わるのである。信じられないことが、
起こる。歴史はその連続の物語。「生きる」ということ
は、常なる「変化」と言ってもいい。 
地球もぐるぐる回っている。自転しながら、公転も。
大風呂敷を広げれば「宇宙」全体も、動き続けるから、
存在できているのである。 
「変化」しないこと。それは、すなわち、生き続ける
こと、そのものの終焉を指す。 
突飛な始まりをお許しいただきたい。「日本の温泉の
未来」を語るときには、どうしても、この地球を一つの
星として俯瞰する、大きな、マクロな視座。加えて、ヒ
ト科のみならず、小さな微生物に至るまでの、ミクロな
「生きている」「いのち」に想いを寄せる視座。そして、
時間というリニアを自在に行き来して想像する、という、
たおやかな遊び心がとても大切だ、と信じているからで
ある。 
大の温泉好きの、温泉人や温泉地へのお願い事として
聞いていただければ幸いである。 
「温泉」と聞いて、何をイメージするか。 
古くは「大穴持命」（オオクニヌシのミコトと言われ
ている）の「古事記」や「日本書紀」の神話の時代から。
弘法大師空海さんも、北海道を除いて全国を行脚し、そ
の杖で突いたところにお湯が湧き、たくさんのいのちを
救いたもうた…そのルーツでの、いわゆるおじいおばあ
世代の湯浴み場、或いは、リューマチやリハビリのため、
というガチな「湯治場」ストーリー。ただ、戦後の高度
成長の時代には、社員旅行という名の、おじさん文化主
導の宴会を中心とする団体、企業旅行イメージも広がっ
た。しっぽりお忍びも可、離れ仕立て。でミシュランお
懐石付きで一泊お一人10万円御用達、みたいなものも、
ほんの少し。 
さて、このままの「温泉」で、明るい未来は拓けるか？

残念ながら未来からの応えは、NO！である。だから
「変わる」。 
変えればいい。シフトすればいい。ただし、生き残り
たい、より良い未来を拓きたい、と心から思う人々や町
でないとダメである。何故か？黙っていても、努力をせ
ずとも、じっとしてればまた、景気の方が良くなって、
インバウンドという名の人々だって戻って来る。なあん

て、あの古き良き時代を夢想しても、もう戻ってこない
から。時代は、音を立てて動いている。 
自ら行動し、「温泉」という言葉が人々に想起させて
きた、先ほどのような古いイメージを変えていこうとす
る、熱いエネルギーを出せる人。そんな人々が住む村や
町でないと「変われない」。何故かといえば、そこに住
む人々の日常の生活観、そこからの「シフト」が必要だ
から。でも、逆にいえば、気付いた人々の前には、文字
通り、世界のマーケットが拓けてくる。「ICTとニューノー
マル時代」と呼ばれる、これからの「地球時代」のリー
ダーとして、温泉をいただいた村や町ほど優位なところ
に立っている地域は、ない。 
何をどう「変えればいいのか？」日本全国の温泉地、
温泉街、に通用する「マニュアル」が書けるようなシフ
トならば、それもダメ。「みんな違って、みんないい」
これが肝だから。やり方の答えは、その町、その村、そ
のお宿。そこにしか産み出せないものに宿っている。そ
こへの気付きから始めればいい。 
敢えて、共通テーマをあげるとすれば、次の3つ。地
球全体に、今、広がっている「変化」に気付くこと、だ
と思う。それぞれの地域の、大きなヒントになると良い
のだが。 
まずは『コロナ禍』が教えてくれたこと：「お金」か
ら「いのち」への価値の変化」。 
地位や名誉、そして全知全能と見紛うほどパワーの素
と思われてきた「お金」。これが無力？！罹患すれば、
死に繋がる。トランプ大統領も、チャールズ皇太子も。
セレブという名のロナウドさんも。かかるし、運悪く弱っ
ていたら、死ぬ。 
「いのち」のかけがえのなさに、地球全域が目を覚ま
した。当たり前なのだけれど、かなり忘れられていた事
実だ。都市生活、という近代化のオヤクソクは、すべか
らく、お金、という道具さえあれば、思うようにいく。
幸せもお金とシンクロ。多ければ、たっぷりしあわせに
なれる、そんな幻想が事実と綯い交ぜになっていた。 
もちろん、パワフルだから、お金は大事な道具である。
でも、今、世界で起きている「変化」は、これをゲット
することだけを「目的」にしてきた生き方や、企業のあ
り方はイカん！という気付きなのである。それはダサい！
というトレンドが、とりわけ、本当の裕福な人生を味わ
える層に広がっている。詳述しないが、環境問題然り。
自分の「いのち」の本来の輝きに気づかせてくれて、そ
れを磨いてくれるヒトやモノやコトや場所、豊かなじね
んには、糸目をつけない。 
「ダウン・トゥー・アース」－じねんのありのままに
感謝し、畏敬のオーラに触れる。そのしつらへは、細胞
に刻まれて、ヒトをリピーターにする。 

野中 ともよ
特定非営利活動法人ガイア･イニシアティブ 代表理事

特定非営利活動法人健康と温泉フォーラム 理事
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さて、その地球上の全ての「いのち」の素は何か。全
球凍結し、カチンかちんの氷に覆われていた地球の氷河
期。直近の！およそ6億年前の時も、その氷を溶かし、
緑あふれる、今に続く地球に戻してくれたのは、何を隠
そう、我らが「温泉」であることをご存知だろうか。38
億年前からの「いのち」を、いまに繋げてくれている「い
のちの源」。それこそが、温泉の温泉たるミッションと
言っても過言（ほんの少しだけ！）ではない、とすら思っ
ている。 
次は：「疾病」から「やまい」への気付きの変化であ
る。 
これも、詳述はしないが、「人間ドックの数値信奉」
による薬やサプリ漬けの人生から、「やまいは気から」
への変化、とでも言えようか。一病息災的な、健康志向
の変化が起きている。これも、「いのち」への気付きと
いう、１点目の変化とシンクロしていると思うのだが、
すべからく、原因不明の精神疾患までも含めて、現代人
の抱える「ストレス」が、疾病の大きなトリガーになっ
ている、という事実。こうした指摘がどの専門医からも
出るようになってきた。治験の際のプラシボ効果を、自
らにすれば、やまいは治癒の方向へ動くのだ、という認
識である。温泉は？....ね、答えは出ています。温泉だけ
は勘弁してくれ、あれはストレスまみれになるとこだか
ら！...なんていう人類は、いない。 
ちなみに、ニューヨーク州では、多くの病院では、治
療し処方をして行く中で、最低30％は、統合治療的なも
のを施すような方向に動いている、と聞いた。 
最後に：「西洋的」なものから「東洋的」なものへの
流れの変化について触れておきたい。 
もはや、お気づきだろうと思う。先の大戦後から、い
わゆる「国際的」というくくりで捉えられてきた経済に
しろ、政治にしろ、文化や、医療にしろ、様々な分野で
の文明的な進化は、すべからく、西洋文明的手法や規則
で牽引されてきた。一神教的思考や自然観に基づく文化
と呼んでもいい。でも、これも80年近く立って、様々な
地域や分野で、金属疲労や綻びが一挙にあらわになり始
めている。これも詳述する紙面はないが、行き過ぎたモ
ノには、必ず揺り戻しがある。 

「いのち」を診るときも、数値化できないモノやコト、
西洋医学の範疇外は、非科学的という名の池に投げられ
てきた。でも、ゲノムの解析ができたことを科学技術の
最先端と認識する程度のレベルでしかない。そのゲノム
そのものを描いたのは誰？という、原初的な「じねん」
や「いのち」に対する畏敬を忘れる姿勢には、限界が見
える。 
医学のみならず、日本という国の政治も経済も、いま、
大きな転換期にあることは、万人の認めるところだと思

う。その変化は、地球全体の激変とともにあるのである。

安いのに精密で丈夫。そんな大量生産大量消費文化を
可能にし、世界第2位の債権国になった「モノづくり国
家」には、もう戻れない。9割の国民が、自分を中流ク
ラス、と認識していたあの頃には戻れない。今や、子供
の7人に一人が貧困状態にある、という格差拡大の国な
のである。この子供達が平和で暮らしていける未来を拓
いていくには、何で食べていける国にシフトしていかな
ければならないか。 
ICTは、地球をどんどん小さく、平たく、しかもコス
トを低くしながら私たち一人ひとりの地球人を繋いでい
く。大きな力を持つ企業や、官公庁のお墨付きこそが
「力」を持っていた時代は終わりつつある。「力」ある
中央からの分配や規制より、自分たちのローカルへの小
さき「誇り」や、独自の「まつりごと」の魅力の方が、
広く世界に通用する時代が音を立てて進んでいく。 
どんなに社会構造が変わろうと、国籍が違おうと、ヒ
トにはそれぞれ、たった一つの「いのち」しか与えられ
ていない。健常という意味ではなく、与えられた状況の
中で、いかに健康に生きるか。いかに「健やかに」「楽
しく」「しあわせ」な時を重ねるか。この紡ぎこそが「人
生の豊かさ」そのものになる時代が始まっているのであ
る。 
日本という小さな島国が、どんな国からも攻められる
ことなく、攻めていく必要もない国造り。どんな国の人々
からも愛されて、尊敬されて、また訪れて見たい、何度
も行きたい、と思ってもらえること。それは、そこに住
む人々とともに、欠け替えのない一番大切な「いのち」
が輝いて、「豊かなしあわせ」を味わえるしつらえを、
その度にお届けすることではないだろうか。 
それを、私は「温泉平和力」と名付けたい。 
「防衛力」よりも、遥かに優れてパワフルな、「平和
の力」を、ぜひ、全国の、それぞれに違う地域の「温泉
力」として、創りあげていただきたい。 
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1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
コロナに限ったことではないが、マスコミの報道の内
容があまりにも極端で、恐怖をあおるものしか出てきて
いない。世の中に蔓延しだしたころ、ほとんど解明され
ていないにもかかわらず一部の評論家（無責任な）によ
る意見をもとに情報を出している。今もなお変異ウイル
スも含めよくわからない部分が多いが、同様のことが繰
り返されている。 
世界各国の対応が様々であり、非常に興味深く見てい
たが、日本は誰が決めているのか本当にわからない気が
する。政治家のあちこちに気を使い、国民目線ではない
のが現状だと思う。また医療と経済のバランス、そして
様々なファクターが絡んで判断が難しいという事は理解
できる。しかしながら視野の狭い野党議員や置かれてい
る立場でしかものを考えない、考えられない人の何と多
い事か、もちろん前述のマスコミも。 
さらに感染した人や他府県（他部落）からの侵入者へ
の差別や嫌がらせはもちろん、偏った（自身の都合によ
る）正義感や不安感からの自粛警察、普通では考えられ
ないことですが、世の中が乱れているからこそ本性が出
るのでしょう。自粛警察などは、自分自身が法を犯して
いることは考えていないのでしょうか。日本の未来は暗
い。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
まずは日本の財産としての温泉資源をどうしていくの
か、テーマとしてあまりにも大きい。温泉に関わる‘会’は
数えきれないくらいあり、それぞれ熱意のある方々がそ
れぞれの思いで運営をされ、今後の温泉について考えら
れていると思う。しかしながらあまりに船頭が多くて、
動きがバラバラであったり、追いかけているテーマが重
複しているのが現状ではないかと思う。一つの団体に一
本化（現実的には難しいが）、例えば全日本温泉協会の
ような組織が、観光や化学（科学）、医療、環境等の部
門を持ち、環境省や厚生労働省や文部科学省等と官民一
体になって進められるような形になればいいのではない
かと考える。 
　温泉を取り囲む裾野が広いからこそ、上記のような組
織で縦断的に温泉の今後のあり方を考えられるのではな
いかと思う。温泉に関わる各分野の専門家の方は大勢い
らっしゃるので、それを取り纏められる視野の広い方が
そういう組織を立ち上げてもらいたいと思う。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
　温泉や入浴に関して、科学的エビデンスをもっと集め
ていただき、世の中に知らしめてほしい。健康にまつわ
る話は今後もさらに注目を浴びることは間違いない。こ
れも本当は官民一体になって、国からバーンとやっても
らえれば良いのですが。 

1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
新型コロナウイルスは元々静かに過ごしていたウイル
ス細胞の中から遺伝子が何らかのタイミングで飛び出し
て活動を始め、唯一の使命である子孫を残すために様々
な感染や変異を繰り返しているということらしい。子孫
繁栄という唯一無二で突き進むウイルスに対して、多様
化し過ぎた人間は互いに攻撃しあう「凶器」にされ、翻
弄されて人や国も本性が剥き出しになり、その関係性や
社会構造まで変えられつつある。 
感染を避けるために人と人との距離をとるという～こ
の初めての経験は互いに支えあい、刺激されて進化して
きた人間には困難なことであり、社会性や人間性におい
ても、本線ではない様々なイビツな進化が始まってしま
うことが気になる。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
世界から欲される日本の体験において、温泉と和食は
とても期待度が高いが、例えばそのバリエーション・素
材の活かし方・提供方法・見せ方・金額面・ストーリー
等を比較して考えると、和食と温泉には大きな差異があ
ると思う。外国人の体験後の言葉からも温泉の深みが理
解されていないことが多く、やはりもどかしい。 
日本では温泉は環境、観光、厚生にまたがって管理さ
れている。この温泉に対する区分（扱い方）が日本の温
泉を干物化しているのではないだろうか？各省庁でそれ
ぞれのリスク部分を取り締まった後に提供される温泉で
は、提供者が本当に体験してほしい温泉本来の素材・神
話性・味わい等の温泉の魅力は体験できていないのでは
ないだろうか？もし温泉を文化として定義し、温泉が最
も力を発揮する使われ方を保護できれば、温泉のエネル
ギーや効能等がもっと広く深く活用できるだろう。しか
し安心安全を考えると温泉は干物状態でしか提供できな

坂内 和孝 皆生温泉観光株式会社 代表取締役社長

丸岡 幹男 湧有限会社 代表取締役
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いのが現状である。温泉大国である日本には温泉技術者
がとても少なく、その存在も不明確である。今後の日本
が温泉を本当にもてなし、自分たちも最大限に恩恵にあ
ずかる為には、食の世界における蔵元・素材製造者・調
理人・職人・グルメ等のような役割を担う温泉の管理技
術者の育成が急務である。 
このような人材が各地で育てば各都道府県で温泉に対
する法律の基準や解釈がもっと柔軟になり、各地域や温
泉の特徴的な利用法が魅力的に表現されると思う。 

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
温泉学・入浴学のような基礎分野を構想するプロジェ
クト活動をしてほしい。 
　若年者にもっと親しみやすく、参加意欲の湧く活動を
お願いしたい。 

　若年者や外国人が学びたい（興味ある）温泉の課題や
テーマからの研究会。 
　各温泉地の文化・神話・かかわり・問題等に特化した
研究会。 
　日本の温泉保養（療養）のあらましをわかりやすく表
現した書物の作成。 
各温泉関係官庁に対しての要望のとりまとめ（温泉提
供者・温泉利用者・温泉広告関連）。 

4. その他 
現在の温泉科学者・温泉医学者・温泉技術者・温泉所
有者からの知識と知恵と歴史の伝承。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
①　友人の話を少しします 
「日本・アイスランド協会」という任意団体があり、
友人が会長を担っています。アイスランドはご存知のよ
うに、温泉大国で、地熱による発電で電力の多くを賄っ
ており、国民は電気料が無料とのことです。これからの
社会の問題の一つの「SDGｓ」に関してどう対応してゆ
くことが重要か？又企業にしても、積極的な取り組みが
求められています。 
そんな中、我が国の温泉需要を観光資源だけにとらわ
れず、社会インフラの一つとして地熱発電の導入に関し
て、積極的に対応することも環境に対する取り組みの一
つとして考える必要があると思います。 
尚、問題は観光資源である景観と、地熱発電により景
観の崩壊は懸念されます。この問題は太陽光発電も同様
でもあり、観光資源としての景観維持も需要なテーマで
もあります。 
これからの社会は「脱炭素社会」がテーマでもあり、
地球温暖化に対応することが条件でもあります。 
現在の地熱発電量（0.2％）程度の状況と聞いており
ますが、良く解っていない自分が、この様なことを言う
ことは不適切だと思いますが、観光資源としての温泉と
地熱利用による発電とのコラボレーションが生まれるこ
とで、社会貢献もより可能になると思います。 
もし、水力発電量（6％前後）まで上昇させることが
可能ならば、電力全体のバランスは大きく変わっている
と考えられます。原発の今の状況ですと稼働そのものに

も問題があります。そして脱炭素社会を担うには石炭・
石油に頼らないエネルギーが大切になってきます。 
異なった友人が「バイオマス発電」に取り組み始めて
います。エネルギーの根本的見直しのためにも地熱の有
効利用は欠かせないテーマだと思っておるのです。 
②　温浴効果による美容と健康面への取り組み 
このテーマは従来より追い求めていたことでもあり、
以前より進化していると感じています。しかしながら、
各地の温泉の有効成分が各々の自立が中心で総合的に判
断して、住み分けができる制度が有ると利用者にとって
解りやすくなるのでないでしょうか？ 
例えば「皮膚病に効果ある」の表示を統一することで
泉質の有効性は解りやすくなります。科学的根拠によっ
て生まれてくる効果を組み合わせることで、単なる温浴
効果だけでなく、外用薬や内服薬、そして化粧品類と発
展させることもできると考えます。科学的分析を行って
いるはずですが、現状は縦割り行政の中で、地熱と同様
の問題もあり得ると思っているのです。どちらも一元化
ができることで超えられる壁を乗り越えることもできま
す。そう考えられるような行政のあり方も模索したいで
すね。

水島 達也 株式会社ユニックス 代表取締役会長
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1. コロナ禍に感じたこと、考えたこと 
COVID-19による経済的被害を最も強く被ったのが飲
食・運輸産業と共に観光産業であることは間違いない。
世界的な感染の兆候が表れて以来1年4か月にも及ぶが、
国内・国外を見ても未だ収束の気配は見えない。仮にこ
の後収束に向かっても、経済的回復には3～4年が必要で
はないか。また収束後も外出時のマスク着用、大人数で
の会食自粛など消費者側に行動制約が生じるのと同様に、
観光産業側でも「三密」を避けるための施設の改善（浴
室や密閉空間の改築、換気、席数の減少など）、接客方
法の工夫、従業員教育、緊急事態対応策が当たり前のこ
ととして求められるのではないだろうか。 

2. 日本の温泉の今後のあり方 
高齢社会、大量消費社会の主役である団塊の世代が全
て70歳を越えた。この後、10年間はまだ大きな人口を
誇る彼らによる観光・健康需要は続くが、その行動範囲・
頻度は次第に縮小する。また、その次には急速な人口減
少が生じてくる。少なくなっていく観光客の取り合いの
中で、温泉地が生き残っていくには、総花的な誘客体制
ではなく、各温泉地のそれぞれが個性創り、特色創りを
徹底した誘客を行っていく必要がある。温泉治療や秘湯
など既に確立された個性・特徴を持つ温泉以外の温泉・
温泉地も、特定のターゲットに絞った誘客をすべきだろ
う。例えば、キャンプなどアウトドアを盛り込んだ若い
家族連れにターゲットを絞り、地域としての付加価値創
りを考える代わりに、高齢者は対象から除外する。或い
は、2～3人の少数高齢者グループを対象とし、少量高品
質の食事、健康維持コンサルティング、移動手段などを
確保したパッケージを用意するが、家族連れは対象から
除外するなど、いわゆる「選択と集中」が迫られる。実
際、多くの企業も過去の経済危機の際、顧客のニーズを
背景に、厳しい選択と集中により、過酷な生き残りに挑
んできた。 
反面、多様性の時代でもあり、様々な独自色が評価さ
れる。「どの温泉地を選ぶのか」と言う温泉地の選択権
があくまでも観光客側にあることを考えれば、多くの選

択肢の中から選択しやすいセールスポイント、多くの選
択肢に埋もれない特徴を明確にすることが必要だ。とは
言え奇をてらう必要はない。仮にオーソドックスを極め
ることで他に抜きんでるなら、それも特徴と言える。 
付言すれば、誘客のためのPR活動にも工夫が求められ
る。個別の旅館・温泉のPRだけでなく、地域の観光業界・
自治体を巻き込んだPR活動にもユニークさや、多様性が
必要だろう。 
PR手段も多様化している。近隣施設での小規模イベン
トやキャンペーン、年齢層を意識したSNSの使い分け、
リピーターとして囲い込むためのEDMなど、ターゲット
を絞った「1 to 1」のPR戦略が効果的ではないだろうか。

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言 
上記2.の「あり方」で示されているように、温泉を取
り巻く課題は多い。従来型の研究会に交えて、個別のテー
マに絞って3か月から6か月と言った期間で連続した議論
をするとか、もしくは分科会形式での議論も検討したい。

4. その他 
今後の消費者ニーズに合わせるために「入浴・食事・
宿泊」のセットとする旅館を中心にした温泉地経営以外
の施策を温泉地全体でより積極的に研究する必要がある
のではないか？消費者たちの「自由な選択を楽しむ」ラ
イフスタイルに、温泉地も対応していく必要があるよう
に思う。「入浴」をコアにし、それに付随する価値には
選択肢を設ける仕組みだ。 
先述したような「入浴・自炊・キャンプ」は、地元の
食材PRにも繋がる。また「入浴・外食・宿泊」は観光客
の食事選択の自由度を増す。温泉地が一体となって、従
来の旅館の人材・調理ノウハウなどを転用することで、
雇用の確保や従業員の高齢化にもある程度は対応でき
る。大規模なインフラ整備を必要とする場合には自治体
の援助も必要だろうが、先ずは可能な範囲での実証実験
を行ってみてはどうだろうか。  

米原 暢男 株式会社日本経済新聞社・テレビ大阪株式会社 客員
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2021年3月

  温泉への思いと心を絆ぐプロジェクト2021 
「日本の温泉の今後を考える－有識者からの提言集」へのご寄稿のお願い 

特定非営利活動法人健康と温泉フォーラム
会長　三友紀男

拝啓　早春の候、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
　さて、健康と温泉フォーラムでは、単なる情報共有にとどまらず、多様な視点と知見で健康と温泉に関わる分野の社
会的課題を解析し、温泉の社会的活用の増進に向けた道筋を探るために、2008年12月より月例研究会を開催していま
す。産官学と多様なテーマの立体的なプラットフォームの構築を目指した研究会の開催はこれまで97回を数え、様々な
分野の識者の皆様から多くのご達見やご示唆を賜り、組織的にも共催いただく団体も徐々に増え、「高く、深く、広く」
をモットーに、活発な議論を重ねることができるようになりました。（各回の講師とテーマの一覧を別添しておりま
す）。これもひとえに、お越しいただいた講師の皆様、積極的に議論に加わっていただいた参加者の皆様、そしてご支
援いただいた国、自治体、大学、病院等関係諸団体のおかげと、心より御礼申し上げます。 

　現在、新型コロナウイルス感染症の影響から月例研究会は休会を余儀なくされていますが、まもなく100回を迎える運
びとなりました。そこで本フォーラムは、これを機にいま一度、日本の温泉の今後のあり方、ならびにフォーラムの本
質的な役割を見つめ直すべく、有識者の皆様から提言を頂戴し、関係者で共有するとともに、温泉への思いと心を広く
社会に発信できればと考えております。つきましては、月例研究会の講師をはじめ健康と温泉フォーラムの活動を支え
て下さっている有識者の方々に、新型コロナウイルス感染症の影響で苦しんでいる日本の温泉の今後のあり方、健康と
温泉フォーラムへの期待についてご寄稿をお願いしたく、ご連絡いたしました。ご回答は、委員会にて取りまとめたう
えで、小冊子として皆様や関係者に配布するほか、ホームページ(www.onsen-forum.jp)で広く公表いたします。
　ご多用のところ恐れ入りますが、別紙「日本の温泉の今後を考える－有識者からの提言集」にご記入のうえ、2021年4

月20日（火）までにE-mailの添付ファイル（Word形式）で下記アドレス宛の担当委員会の合田常任理事までお送り下さ
るようお願い申し上げます。

敬具
（問い合わせ・メール返信先）
151－0066　東京都渋谷区西原1－50－2－403

特定非営利活動法人健康と温泉フォーラム　
電話・FAX：03－6804－8575　　E-mail：godasumito@gmail.com

「日本の温泉の今後を考える－有識者からの提言集」委員会
　　委員長　常任理事　合田純人　特定非営利活動法人健康と温泉フォーラム　常任理事
　　委員　　専門委員　関口陽一　独立行政法人経済産業研究所　上席研究員
　　　　　　専門委員　坂本誠　　特定非営利活動法人ローカル・グランドデザイン　理事　　　　　　　　　　　　　　
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　（別紙）

温泉への思いと心を絆ぐプロジェクト2021 
「日本の温泉の今後を考える－有識者からの提言集」回答用紙 

以下の1. ～4. に対するお考えを大枠全体で2,500字以内でご回答ください。なお、それぞれの事項に対するご回答の字数
に決まりはございませんので、回答行数を自由にし、適宣ページを追加していただいてかまいません。（基本ワード形
式書体明朝10pt）

1. 新型コロナウイルス禍（COVID-19)をめぐる動向に際し感じること、考えたこと

2. 日本の温泉の今後のあり方（温泉政策、グローバリゼーション、健康福祉利用など社会的活用、入湯税の戦略的な
活用、温泉地の連携、温泉人材の育成、温泉文化の保護、その他）

3. 健康と温泉フォーラム活動への期待や提言（全般的な方向や月例研究会の課題・テーマ案含む）

4. その他（自由な発想で日本の温泉の将来への課題を教えて下さい）

ご回答下さった方に関する情報をお教えください。(記載していただいた個人情報は、本アンケートのみに限定活用し、
個人情報保護法にもとづき他に流用することはありません）
（名前）
（所属）
（役職）
（所属会員、団体他）□に✓を入れてください。
　　☐健康と温泉フォーラム    　 ☐日本健康開発財団 　 ☐日本スパ振興協会
　　☐日本温泉気候物理医学会 　☐地域活性学会         　 ☐チーム新・湯治（環境省）
　　☐その他　　　　　            　　　
（連絡用電話番号・メールアドレス（確認））
　　電話： E-mail：
（略歴）
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月例研究会開催実績 

!

回 年 月日 テーマ 講師名 所属 会場
1 2008 12/19 笑う温泉泣く温泉 山本紀久雄 有限会社山本代表、経営コンサルタント 東京文化会館
2 2009 1/16 ヨーロッパと日本の温泉考察 山本紀久雄 有限会社山本代表、経営コンサルタント 東京文化会館
3 2/20 別所温泉の旅館経営と地域づくり 倉沢章 信州別所温泉上松屋社長 東京文化会館
4 3/27 温泉とアクアフィットネス 小野倫明 常磐興産スパリゾートハワイアンズウィル

ポート主任
東京文化会館

5 4/17 日本の医療と温泉 J.P.BARON 東京医科大学国際情報センター教授 東京文化会館
6 5/15 破綻旅館の再生を考える 松平安弘 山代温泉雄山閣代表取締役社長 東京文化会館
7 7/17 新・湯治文化の実現に向けてシリーズ－フランスからの提

言
ジュアンド
康子

フランスの庭主宰　ジャーナリスト 東京文化会館

8 10/16 新・湯治文化の実現に向けてシリーズ－OL御用達の温泉地 吉川昭二 株式会社コスモクリエーション代表 東京文化会館

9 11/20 新・湯治文化の実現に向けてシリーズ－感性のメディアと
しての湯治

森繁哉 東北芸術工科大学東北文化研究センター教
授　民俗学者

東京文化会館

星憲一郎 涼音堂茶房代表　音楽家
10 12/18 温泉地における宿泊施設経営の将来－変化への対応とは 大野正人 財団法人日本交通公社理事 東京文化会館
11 2010 1/22 温泉地活性化の取り組み－別府オンパクの今後 鶴田浩一郎 別府温泉旅館協同組合オンパク実行委員会 都内民間会議

場

12 2/9 温泉文化の新潮流 木地本朋奈 株式会社トリリオン代表取締役社長 都内民間会議
場

13 3/19 たま駅長による鉄道再生と温泉地復活の秘策 小嶋光信 株式会社両備グループ代表取締役 都内民間会議
場

14 4/16 世界の秘湯－ペルー・ペルシア 川崎義巳 株式会社エコドクター取締役 東京文化会館
15 5/21 文化が地域を育む－実践的検証 関口正洋 大地の芸術祭まつだい舞台マネージャー 東京文化会館
16 9/15 イタリアテルメ・スパに学ぶ Dr.Nicola

A.Forunati
イタリアSTBグループ主任医師 東京BIGサイト

内会議室

17 10/27 レジャーから病気予防へ－フィットネスと温泉 斉藤敏一 株式会社ルネサンス代表取締役社長 東京文化会館
18 11/19 新・湯治文化の実現に向けてシリーズ－感性のメディアと

しての湯治出羽三山山岳宗教と湯治文化
星野文紘 羽黒山宿坊大聖坊１３代目羽黒山伏 東京文化会館

19 12/17 中・近世の日本の医療と温泉 酒井シヅ 日本医史学会理事長　順天堂大学名誉教授 東京文化会館
20 2011 1/21 日本の心の宿を護って 上口昌徳 山中温泉かよう亭社長 東京文化会館
21 2/24 私説現代日本温泉論から１０年－温泉地とその利用者の動

向を検証する
竹村節子 旅行作家 東京文化会館

22 3/18 温泉今昔物語－温泉の常識の「うそ」「ほんと」 甘露寺泰雄 財団法人中央温泉研究所　理学博士 東京文化会館
23 4/15 甘露寺先生に聞く～機に因りて温泉を説く 甘露寺泰雄 財団法人中央温泉研究所　理学博士 東京文化会館
24 5/24 人気の温泉地健康プログラムの取り組み－増冨温泉、村杉

温泉のケーススタディ
小山芳久 山梨県みずがき山ふるさと振興財団増富の

湯支配人
東京文化会館

荒木善紀 新潟県村杉温泉長生館代表
25 6/22 緊急テーマ－震災・津波・原発事故・余震・風評被害に揺

れる街からの報告
小林裕明 いわき商工会議所理事 東京文化会館

関口陽一 株式会社日本経済研究所調査第二局環境・
技術部研究主幹

26 11/28 温泉教育・養成の現状と課題－分断を超えて知識科学とし
ての温泉学 を考える

早坂信哉 財団法人日本健康開発財団研究調査部長 東京文化会館

甘露寺泰雄 財団法人中央温泉研究所　理学博士
小野倫明 一般社団法人日本温泉保養士協会代表理事
岡田友悟 NPO法人日本スパ振興協会理事

27 12/20 日本温泉地域学会の活動を通してみた日本の温泉教育 山村順次 城西国際大学客員教授　日本温泉地域学会
会長

東京文化会館

28 2012 2/27 「温泉」に関して興味・関心を抱いている研究課題－歴史
研究から現状分析まで

前田勇 立教大学名誉教授　社会心理学者

29 7/31 温泉とスパ産業の協働による伝統的日本の温浴文化の再生 岡田友悟 NPO法人日本スパ振興協会理事長 東京文化会館
合田純人 NPO法人健康と温泉フォーラム常任理事

30 8/28 温泉はだれのものか－近代温泉産業の発展とその社会的歪
み

布山裕一 社団法人日本温泉協会事務局長 東京文化会館

31 9/21 温泉の社会的歪み素因分析とその改革に向けて 井上晶子 立教大学観光研究所研究員 東京文化会館
32 11/26 経営学から見た旅館経営・温泉地経営 関口陽一 日本経済研究所調査本部公共マネジメント

部研究主幹
東京文化会館

33 12/10 健康都市構想から見た温泉地再生 中村桂子 健康都市連合事務局長　東京医科歯科大学
大学院教授　　医学博士

東京文化会館

34 2013 1/24 温泉医学の歴史的変遷と未来への課題 東威 聖マリアンヌ医科大学内科客員教授 東京文化会館
35 2/28 入湯税の戦略的な活用による温泉振興 大野正人 公財日本交通公社理事 東京文化会館
36 3/26 温泉と地域づくり－温泉の活用と入湯税　健康・介護福

祉・観光（温泉資源の利活用の可能性と課題）
菊池豊　他 静岡県伊豆市長

（PHP地域経営塾オープンプログラムと共
催）

PHP研究所
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回 年 月日 テーマ 講師名 所属 会場
37 2013 4/26 温泉と東京ディズニーランド 下村彰男 東京大学大学院教授 東京文化会館
38 5/24 ホメオパシーと温泉 ミハエラ・

シェルブレ
ア

ホメオパシー医学博士（ルーマニア） 東京文化会館

39 7/25 温泉事情－タイ国 土橋告 サンヨーインターナショナル 東京文化会館
40 8/23 温泉力魅せます－榊原温泉実証レポート 前田幹弘 榊原温泉湯元榊原舘館主 東京文化会館
41 12/12 OMOTENASHIが日本を変える・世界と繋がる 高橋正美 富士箱根ゲストハウスオーナー 東京文化会館
42 2014 1/30 温泉療法と医療費控除－豊富温泉のチャレンジ 藤澤重樹 医療法人アップル会皮膚科医師 東京文化会館
43 3/10 欧州スパと日本のインバウンド調査研究 田上順子 日本経済研究所研究員 東京文化会館
44 7/28 ONSEN世界ブランドへの挑戦－地方から世界へ 竹内秀次郎 山中温泉かよう亭総支配人 PHP研究所
45 8/28 ONSEN世界ブランドへの挑戦－経営再建からの出発 下竹原啓高 指宿温泉白水館社長 PHP研究所
46 9/19 ONSEN改革への挑戦－問題の共有と国民の信頼回復 甘露寺泰雄 （公財）中央温泉研究所常務理事 PHP研究所

堀内公子 慈恵医科大学研究員（アイソトープ） PHP研究所
47 11/25 動き出したONSEN改革－業界団体の動向と課題 岡田友悟 NPO法人日本スパ振興協会理事長 PHP研究所
48 12/22 世界の今における日本文化の一つの象徴である温泉文化の

意味と役割
谷口江里也 ヴィジョン・アーキテクト詩人・建築家 PHP研究所

日本の温泉・温浴文化のUNESCO無形文化遺産登録に向けて 松田和也 株式会社ヘルス・ビューティ社長 PHP研究所
49 2015 1/27 和食からユネスコ無形文化遺産の意義を考える 神崎宣武 文化庁審議委員、旅の文化研究所所長 PHP研究所
50 2/23 国民保養温泉地の現状と今後の課題 楠本浩史 環境省自然環境局温泉保護係長 PHP研究所
51 3/26 フレイリー・ゲストの社会受け入れの現状と課題 熊谷知美 株式会社ラビング社長 PHP研究所
52 4/24 医療福祉の連携における温泉の活用－介護予防とフレイル 出口晃 小山田記念温泉病院内科部長 PHP研究所
53 5/20 高齢者の温泉利用促進－バリアフリーからユニバーサル旅

行へ
渕山知弘 クラブツーリズム株式会社ユニバーサル旅

行センター支店長
PHP研究所

54 7/31 シリーズ温泉地再生の現状を探る　皆生温泉 坂内和孝 鳥取県皆生温泉観光株式会社社長 東京文化会館
55 8/25 シリーズ温泉地再生の現状を探る　関金温泉 芦田倍芳 鳥取県関金温泉旅館組合事務局長　他地元

福祉及び健康支援関係者３名
東京文化会館

56 9/28 シリーズ温泉地再生の現状を探る　大分県竹田市 首藤勝次 大分県竹田市長 東京文化会館
57 10/21 飲泉の健康増進効果の分子メカニズム解明を目指して 村上慎之介 慶應大学大学院政策・メディア研究科 東京文化会館

スマート・ライフ・ステイ 後藤康彰 日本健康開発財団温泉医科学研究所研究員 東京文化会館
58 12/22 シリーズ温泉地再生の現状を探る　文化とは無駄と隙間で

できている
松坂健 跡見学園女子大学観光コミュニティ学部教

授
東京文化会館

59 2016 1/28 健康と温泉フォーラム３０年　個人や仲間でできること、
行政や共同体ができること

谷口江里也 ヴィジョン・アーキテクト　詩人　建築家 東京文化会館

60 2/26 温泉地の本当の価値、存在意義とは 石川理夫 温泉評論家 東京文化会館
61 3/31 健康サービスや温泉と地域活性化のニューウェーブ 関係組織・

団体９名
関連業界団体・会社代表者他 東京文化会館

62 4/25 アロマセラピーと認知証予防・改善について 塩田清二 星薬科大学先端生命科学研究所先導研究セ
ンター特任教授　医学博士

63 5/9～5/10 たまごと山宿物語 伊勢豊彦 セイアグリーンシステム代表 石川県加賀市
山中温泉かよ
う亭

上口昌徳 かよう亭亭主
64 7/22 温泉利用型健康増進施設の認定基準の経緯と現状 早坂信哉 日本健康開発財団温泉医科学研究所所長 東京文化会館

原渕明 厚生労働省健康局健康課課長補佐 東京文化会館
65 8/24 総合医療としてのアロマテラピーと温泉療法の可能性 川人紫 SIODAライフサイエンス株式会社副社長 東京文化会館

熊谷千津 （公財）日本アロマ環境協会常任理事 東京文化会館
66 9/26 社会保障・福祉制度と温泉ー温泉の利活用の社会化の可能

性を考える
原田啓一郎 駒沢大学法学部教授 東京文化会館

67 12/22 温泉の継続的発展に何をすべきか 有識者 温泉関係有識者・専門家、組織代表 東京文化会館
68 2017 1/25 特区の取り組みと温泉利用・湯治型ヘルスケアの推進 門脇光浩 秋田県仙北市長 東京文化会館
69 3/21 健康サービス産業のニューウェブ連携ワークショップ 専門家５名 関係組織代表・会社代表他 東京文化会館
70 4/21 温泉発の地方創生を考える 坂本誠 （公財）地方自治総合研究所客員研究員 東京文化会館
71 5/19 日本近代温泉文学の誕生－夏目漱石から川端康成へ 岡村民夫 法政大学国際文化学部教授 東京文化会館
72 7/27 シリーズ温泉地再生の現状を探る　関金温泉−２ 芦田倍芳 関金温泉旅館組合事務局長 東京文化会館

徳丸裕則 鳥取県倉吉市企画推進部長 東京文化会館
73 8/22 シリーズ温泉地再生の現状を探る　畑山温泉（高知県） 小松圭子 はたやま夢楽社長 東京文化会館
74 9/29 温泉利用型健康増進施設（連携型）の現状と課題 首藤勝次 大分県竹田市長 日本交通公社

旅の図書館
（港区青山）

工藤栄光 北海道豊富町長
高橋伸佳 日本健康開発財団メディカル＆ヘルスケア

事業部長
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回 年 月日 テーマ 講師名 所属 会場
75 2017 11/22 新・湯治推進プランの具体化に向けて 山本麻衣 環境省温泉地保護利用推進室長 東京文化会館

早坂信哉 日本健康開発財団温泉医科学研究所所長
寺崎竜雄 日本交通公社理事観光地域研究部長

76 12/22 温泉とメディア－伝える力 石井宏子 温泉ビューティ研究所代表 東京文化会館
飯出敏夫 温泉紀行ライター
板倉あつし プレスマンユニオン代表理事

77 2018 2/22 地域（温泉地）の魅力を伝える映画づくり 岩崎雅公 andpicturesプロデューサー 東京文化会館
鶴谷武親 日本ブランド・マーケティング事業本部長

78 3/28 ニューウェーブ２０１８－温泉新時代を拓く 松浦弘幸 鳥取県三朝町長他関係団体専門家計５名 東京文化会館
79 4/26 超高齢化社会における、近代医療と温泉の役割 信川益明 日本健康科学学会理事長 東京文化会館
80 8/21～8/22 肘折温泉療養相談３０年 荒川光昭 山形県大蔵村診療所所長　温泉療法医 山形県肘折温

泉つたや肘折
ホテル・いで
湯館

81 9/13 湯野浜温泉百年の挑戦 阿部公和 山形県鶴岡市湯野浜温泉亀や社長 東京文化会館
井上浄 株式会社ヒューマノーム研究所代表

82 11/15 ローカルインバウンドの極めて－感交（かんこう）と温泉 アダム・フ
ルフォード

異文化コミュニケーター（NHK言語アドバイ
ザー）（政府インバウンド対策委員）

東京文化会館

江頭実 熊本県菊池市長
83 12/21 人工知能（AI)と温泉 桜田一洋 国立研究開発財団理化学研究所科学技術ハ

ブ推進本部　医科学イノベーションハブ推
進プログラム副プログラムディレクター

東京文化会館

84 2019 1/22 健康寿命延伸におけるヘルスケアと温泉 宮下大典 経済産業省商務・サービスグループヘルス
ケア産業課係長

東京文化会館

85 2/14 グローバルサーマリズム－日独温泉共同研究の挑戦 ヨハネス・
ナウマン

BAD　KROZINGEN　温泉保養施設VITA
CLASSICA　クリニック所長（医学博士）

東京文化会館

86 3/26 自然回帰と健康ビジネス－その先端トレンドを探る 春日未歩子 保養農園ホテル山梨　ディレクター 東京文化会館
黒野崇 BEACHTOWN　代表取締役
小山芳久 護持の里たまゆら代表理事
嘉田良平 四條畷学院大学教授

87 4/23 温泉新時代への展望－温泉史として｀平成｀を考える 神崎宣武 旅の文化研究所所長　民俗学者 東京文化会館
88 7/23 温泉新時代への展望－湯治場からの提言−１ 畑田素子 酸ヶ湯温泉療養相談室主任　看護師　温泉

利用指導者
東京文化会館

89 8/27 自然と温泉その癒やしの環境学 下村彰男 東京大学大学院農学生命科学研究科教授 東京文化会館
上口昌徳 山中の自然・文化蘇生会議議長
谷口江里也 ヴィジョン・アーキテクト　詩人　建築家

90 9/24 エビデンスにもとづく政策立案（EBPM)と温泉 津谷喜一郎 東京有明医療大学保健医療学部特任教授 東京文化会館
91 11/26～11/27 湯治場からの提言−２みなかみ温泉郷（国民保養温泉地） みなかみ温

泉関係者
みなかみ町、同観光協会、国民保養温泉地
協議会

群馬県みなか
み温泉郷

92 12/20 健康と温泉－その未来への挑戦 関口陽一 経済産業研究所研究コーディネーター上席
研究員

東京文化会館

野中ともよ NPOガイア・イニシアティブ代表理事
93 2020 1/29 競走馬のリハビリテーション～馬の温泉の役割 潮崎友樹 日本中央競馬会競走馬リハビリテーション

センター所長　獣医師
東京文化会館

94 2/27 観光・健康資源としての｀温泉｀その２０２０年の展望 小林誠 観光庁観光地域振興部観光資源課新コンテ
ンツ開発推進室課長補佐

東京文化会館

内田明美 経済産業省商務・サービスグループヘルス
ケア産業課係長

95 10/30 温泉地のまちづくりと分散型宿泊施設 大野正人 横浜商科大学教授 北とぴあ
96 11/20 新型コロナ台風の渦中。澄んだ青空を見つける奇跡の生命

論、今話題のベストセラー「亜種の起源　悲しみは波のご
とく」を学ぶ

桜田一洋 国立研究開発財団理化学研究所科学技術ハ
ブ推進本部　医科学イノベーションハブ推
進プログラム副プログラムディレクター

北とぴあ

97 12/14 シリーズ「コロナ新時代の温泉ウエルネスの期待と展望」
第一部「全国の事例から学ぶ現場からの課題と提言」

石井宏子 温泉ビューティ研究所代表 北とぴあ

北出恭子 スプリングラボ代表　温泉家
98 2021 4/22 シリーズ「コロナ新時代の温泉ウエルネスの期待と展望」

第二部「増冨温泉の事例研究から学べた可能性と課題」
KAY武居 ケイズケア代表　国際美容アロマ研究家 ONLINE

小山芳久 塚原緑地研究所研究員　ネイチャーガイド
99 5/18 コロナ新時代の温泉地活性化、リモートワークとその現状

を探る
山口春菜 企業（株式会社パソナJOBHUB） ONLINE

福井崇弘 自治体（兵庫県新温泉町おんせん天国室
長）

守屋邦彦 シンクタンク（(公財）日本交通公社観光地
域研究部地域戦略室長　上席主任研究員）

福永香織 シンクタンク（(公財）日本交通公社観光政
策研究部活性化推進室　主任研究員
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あとがき 

「コロナの今とその後先の考察－小さな宿の主として」
　 

　これからの21世紀日本の地方の振興にとって大切な役
割を果さなくてはならない歴史ある温泉観光地及び信念
をもって振興の道程にある新温泉地にとっても「日本の
温泉地及び日本の温泉旅館の成り立ち」について余りに
も誤った論述が権威ある観光の専門紙にしかも観光の専
門家によって展開されていたので、我々温泉町及びその
町の宿の主であり、その町の旦那衆として繁栄に大切な
役割を果たして来た先達の名誉の為に、更に温泉地の21
世紀に向けての展望の為にもこれをただしておかなくて
はなるまい。その記事を先ず紹介したい。 

　「江戸時代に街道沿いの旅籠や温泉湯治の宿などがあ
り、小規模で脆弱な資本力で営業を重ねて来たのであろ
うが、同じ場所で数軒の宿が軒を連ねお客様の袖を引き
合うような体質がもともとあった」そして「これはまさ
に原始的な過当競争の姿だった」と述べている。大きな
誤りである。 

　山中温泉のみならず近隣の山代、粟津等の温泉地には
数軒の数百年の間、その地の繁栄の指導者即ち旦那衆と
しての大切な文化的役割を果たし続けて来た。1973年
のオイルショックさえ乗り越え2000年直前のバブル崩
壊に至る迄生き続けた。 

　一例であるが1689年（元禄期）松尾芭蕉は「奥の細
道」の道すがら、旅の疲れを癒やすべく一寒村であった
であろう山中温泉を訪れるのだが、山中の宿の主達の文
学的見識の深さに驚嘆、投宿の「泉屋」の14歳の若い主
に雅号（桃妖 とうよう）さえ与え八日間の滞在中「不易
流行」の境地に達した。これら数百年間家業として営み
続けられた日本の温泉文化の存在は意義深く、これから
の21世紀温泉地の生き方に示唆を与えてくれている。 

　予想を超えてコロナの不安と低迷の日が続いている。
そんな最中であるが、心ある旅人の来訪が細々と細々と
乍ら続いている。だからこそ密度の濃いもてなしで充実
感と心安らぐ不思議な日々が続いている。 

  特に都市から遙々来訪の旅人の生々の声だが、「久し
振りに深呼吸が出来る」「緑の風が心地よい」「久し振
りに熟睡が出来ました」と旅人の私達には当たり前の自
然に感動してくれる声が全く新鮮に聴けることは、コロ
ナの到来あればこそで、従って私にはコロナ禍の「禍」
はない。そして今、旅人の「旅する目的」が変わったこ
とをしみじみ実感の日々でもある。 

　即ちこれからの人生、今のコロナ苦の様な、独りでは
耐え難いことが、いつ起こるか解らない。それを乗り越
えるには「人間愛」「家族愛」そして「夫婦愛」を何よ
り深めることと悟ってのそれを確かめ合うことの旅となっ
ている。そしてコロナ後もこの様な旅人の旅は生き続け
ると思うし、そうで在りたい。 

　さてこのコロナの日々は宿の経営から考えると苦しい、
そしてまだ明るい展望は見えない。しかし今、コロナに
至る迄の過去を検証し、コロナ後の温泉観光地のあり方
を模索しなければならない。地域の自然と文化に根ざし
た観光は政府主導では眞の成功はあり得ない。「健康と
温泉フォーラム」の様な複合体を通じて「官民の夢展望」
を策定されるべきと思う。温泉を原点に据えて、地方の
振興を果たすことの大切さを皆で共有し進みたい。

 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

上口 昌徳
石川県加賀市山中温泉 かよう亭 亭主

特定非営利活動法人健康と温泉フォーラム 理事
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編集後記 

　「温泉は、真に結び付けの力を持たなければならな
い。人と人の、人と地域の、自然と人の、そして、治療
と名付けられたからだの充満と不足の空間を、慈悲と無
慈悲に揺れ動く天地の振幅を、記憶の折り畳まりと意識
の立ち上がりを……、互いが互いを補おうとするものの
間を、繋ぎ合わそうと、促していく、そうした運動態と
して温泉は、今も私達の前にある。」 
　 
   東日本大震災と原発事故により社会が大きく揺れた
2011年、震災から半年後の9月に東北地方で民俗学を研
究する友人と一緒に「温泉文化と地域の再生のために」
の副題で対談集を出版した。そのあとがきにあるこの言
葉が、今回の新型コロナウイルス感染拡大によって分断
され、日常が非日常になり、困惑する人々や混迷する社
会を思う度に心に蘇生した。大切さに気付き、動かされ
た。これが今回の「温泉への思いと心を絆ぐプロジェク
ト2021」の始動となった。思いを共有できた仲間と一
緒に、日本の有識者に呼びかけることができた。 

　　そして、2021年３月中旬に依頼した、貴重な提言
は70を超えた。今回のプロジェクトの為に編成された委
員会の専門委員、関口陽一、坂本誠両氏によって、行政、
旅館、医療・保健、研究・教育、オピニオン・リーダー
ズの５区分に分類し、それぞれ巻頭に各分野のエクスパー
トによる小括を設けた。分断された思いを絆ぎ、共有す
る事、そしてこの未曾有の世界的パンデミックを機会に、
私達の生活基盤やその価値観の原点を改めて見つめ直す
こと。その行為がその先に私達がこれから目指す社会の
中で、本質的な温泉の価値の創造の一歩となることを願っ
て遅れ遅れでのやっとの発刊となった。寄稿いただいた
有識者、そして小括をまとめていただいた専門委員や関
係した全ての皆様に深く感謝いたします。ありがとうご
ざいました。 
　　「私たちの内にある自然治癒力こそ真に病を治すも
のである」表紙の胸像、紀元前５世紀に「鉱泉論」を起
草し西洋医学の父と呼ばれたヒポクラテスが私達に残し
た言葉である。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　 

 

合田 純人
特定非営利活動法人健康と温泉フォーラム 常任理事

「日本の温泉の今後を考えるー有識者からの提言集」委員会 委員長
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